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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　仕事をやっとの思いで抜ぬけ出し、飛鳥あすかが丘おか病院に到とう着ちやくしたのは、報しらせを受けてから実に二時間後のことだった。

　いつも通り妻のヒステリックな罵ののしりを浴びつつ、看護師にも手伝って貰もらって彼女をなんとかＩＣＵから追い出す。

　落ちくぼんだ目をギラギラと光らせながら、夫と神に呪のろいの言葉を吐はき捨てる妻。

　俺はそれをどこか他人ひと事ごとの様に見送った後……ようやく自分と息子むすこ達二人だけになった病室で、パイプ椅い子すに深く腰こし掛かけた。

「あぁー……」

　溜ため息いきとも呻うめきともとれる干ひからびた声を喉のどの奥から絞しぼり出すと、ネクタイを緩ゆるめ、眉み間けんを揉もみながら項うな垂だれる。

　連日徹てつ夜やで仕事をこなし、必死で家族を養った上で、ヒロキの入院・手術費用も工面し、少し暇ひまが出来れば病室に赴おもむく。たまに帰る家では終始、精神が不安定な妻・ミユキのフォローに努め、体も心も安まる暇がないまま、翌日の仕事へ。

「……ぁぁ……」

　最も早はや愚ぐ痴ちる気力もなく、ただただ低く喉を鳴らす。




　ここに来て、トオルまでもが、交通事故で重体。




「…………」

　二人の息子が揃そろって眠ねむる病室の中、疲つかれで脂あぶらぎった額を両手で支えながら、ただただ病室の床ゆかの、黒ずんだ不ふ吉きつなシミを見つめる。

　……妻の口くち癖ぐせじゃないが、本当に、神を罵りたい気分だった。

「（兄貴と義姉ねえさん……それにフウト君を奪うばって尚なお、まだ飽あき足らないですか……）」

　一体自分達は、どれだけ神に疎うとまれているのか。いや、たとえそうだとして、なぜ何の罪もない子供達にこそ、苛か酷こくな試練を課すのか。

　視線を上げて、ヒロキの顔を見る。……このガラス細工の様に繊せん細さいで聡そう明めいな子が、太陽の下で遊ぶ光景を最後に見たのは、一体いつのことだったろうか。そして……。

「…………」

　背後を振ふり返り、もう一人の息子……兄夫ふう婦ふが亡なくなった際に自分が引き取った甥おい、トオルの顔を見る。車に撥はねられたと言う割には目立った外傷が見られないが、どうも背骨の方に深刻なダメージがあったらしい。既すでに主立った処置は終わっており、最早この子が生きられるか否いなか……たとえ生きながらえたとて、いつ目覚めるかは、神のみぞ知る領分だという。

　彼の顔をジッと見つめる。ヒロキとは対照的に、いつでも子犬の様な無む邪じや気きさと潑はつ剌らつさで周囲を和なごませていたトオル。それだけに、ベッドの上で人工呼吸器をつけて眠る今の彼の姿は、ある意味においてヒロキ以上に痛ましく見えた。

「（そういえば、トオルの寝ね顔がおを見るのなんて、何か月ぶりだろうな……）」

　仕事とヒロキの看病、そして妻の顔色窺うかがいにばかり心を砕くだいてきたこの数年。気がつけば、自分が最後にトオルを構ってやったのがいつなのか、全く思い出せない。

　そっとトオルの頭に手を伸のばし、負担をかけぬよう、サラサラと髪かみの表面を撫なでる。

　トオルは、時折大人が驚おどろくような無茶をやらかしてしまうことを除けば、基本的には全く手の掛からない、「いい子」だった。……いっそ、不自然な程ほどに。

　今思い返せば、実の親である兄貴や義姉さんと暮らしていた頃ころのトオルは、もっと落ち着きのない、天てん真しん爛らん漫まんな子だった気がする。それが今は……空元気とはまた違ちがう、何か、自分達大人に都合のいい「元気な子供」へとさせてしまった様に、思う。

　俺は俺なりに、叔父おじとして、そして父として頑がん張ばってきていたつもりではあった。しかしやはり、血の繫つながらない家庭は、どこかで彼を萎い縮しゆくさせてしまっていたのだろうか。

　特に、トオルにとって義理の母にあたる妻、ミユキとの間にあった深い溝みぞのことを思うと、どうしてもそう考えずにはいられない。

　最初の頃は、互たがいにただ少し遠えん慮りよし合っているだけの、いっそ微笑ほほえましくさえある、ぎこちない義理の母子関係だった。それが、ヒロキの病状が悪化するにつれ、ミユキ側の余よ裕ゆうがまるで無くなっていき。そして最後には……。

　ＩＣＵに並ぶヒロキとトオルを、交こう互ごに眺ながめる。

　重大な疾しつ患かんを抱かかえて生まれてきたヒロキやフウト君とは対照的に、健康で元気で人一倍活発なトオル。そんな彼を、しかしヒロキはしっかりと『新しい弟』として扱あつかってくれていた。それは本来なら、自分達家族にとって、大変喜ばしいことであるはずなのだが……。

　しかし、ミユキにとっては、必ずしもそうでは、なかったのだろう。

　決してトオル本人にその気はないにせよ、まるで彼がフウト君の元気や居場所を丸ごと奪っていったかのような構図。そんな中で、さらにはまるでフウト君の悲劇を再現するかのように、ヒロキの病状が悪化。……ミユキが次し第だいにトオルへ冷たい態度をとるようになったのも、無理からぬことだったのかもしれない。

「…………」

　こんなこと、日々の営みに忙ぼう殺さつされる中では、改めて分ぶん析せきしてみたこともなかった。

　子供達二人が死に瀕ひんして初めて、ようやく、家族に向き合う気持ちになるだなんて。

「……ごめんな……」

　トオルの前髪を搔かき上げながら呟つぶやく。疲れで心も弱っているのだろうか。もう三十代も後半に差し掛かろうかというのに、どうしようもなく口元が歪ゆがみ、目め尻じりに涙なみだが滲にじんでくる。

「ごめんな……ごめん…………兄貴……」

　いつの間にか、自分でも分からないうちに、謝罪の対象が変わっていた。

　……兄貴の遺い影えいの前で、誓ちかったというのに。この子は、絶対に自分が、幸せにしてみせると。……自分は、兄貴みたいな風にはならないと。兄貴みたいに……他人のことばっかり優先して……自分は勿もち論ろん、果ては最愛の家族をこそ傷付けてしまう様な、そんな馬ば鹿かげた生き方を貫つらぬく人間にはならないと……させないと……そう、誓ったというのに。

「……ぅ……ぅ……」

　もう、溢あふれる涙が止まらなくなっていた。限界だった。何もかもが。

　今まさに家庭が壊こわれていこうとしているのに、気付けば俺はすっかり行き止まりに迷い込んでいた。四方を取り囲む壁かべの向こうからはミユキやヒロキやトオルの助けを求める声が聞こえるのに、今や自分には何一つ出来ることがない。

　どうしてこうなってしまったのだろう。自分なりに、必死でやってきたつもりだった。

　仕事にも、家族にも、手を抜いたことなんか一度もない。重荷に思ったことだって。

　だというのに、一体、なぜこんな……。

「ぐ……ぅ……っ！」

　大の大人がみっともないとは思いつつも、一度溢れ出た感情に抑えは効かない。

　もう座っていることさえ出来ず、思わずトオルのベッドに頭を預けてしまおうとした──まさに、その時だった。




「──に────────せ──……」




「──!?」

　背後から、意識を失っていたはずのヒロキの声が聞こえて来たのは。








第一章　レベルアップ









　兄さんが長期の入院に入った後、ぼくはよく、テレビゲームをして過ごした。

　一人の夜は、静かで、心細くて、なにより長い。

　だからソフトはなるべく長時間遊べるものを選んだ。具体的に言うと、ロールプレイングゲーム（ＲＰＧ）っていうジャンルだ。

　ＲＰＧはとても良い。だって、一人だけでも楽しめる上、大冒ぼう険けんを主人公視点で体感出来て、旅の中では賑にぎやかな仲間が何人も出来て。なによりも、思う存分、人助けが出来る！（ここ大事！　超ちよう大事！）。これほど完かん璧ぺきな娯ご楽らくは中々ない。

　だけれど、そんなＲＰＧにも、ぼくにとっての致ち命めい的てきな欠点が一つだけあって。

　それは、レベル上げ作業っていうヤツだ。

　あーいうのって、基本はあまり緊きん張ちよう感かんが無くて、ぼんやり出来ちゃう作業でしょ？

　それがぼくには、大問題で。

　だってぼくは、ゲームをしている時、出来る限り「集中」していたいんだ。ゲームの中に入り込んで、主人公と一いつ緒しよに一いつ喜き一いち憂ゆうし続ける。そういう風に、ゲームをしていたい。

　だって……そうしてさえ、いればさ。

　夜、誰だれも居ないマンションの中で、隣となりの部屋から漏もれ聞こえてくる一家団だん欒らんの声に、なぜだか胸をきゅうとさせたりしなくて、すむじゃないか。

　……とにかく、だからこそぼくは、レベル上げっていうのが苦手なわけで。

　そして、雑魚ざこ戦が苦手なのは、決して、ぼくだけではなかったようで……。




「ファルディオ、ルウ、頑張ってー！」

　とある快晴に恵めぐまれた日の昼時。見み渡わたす限り緑の絨じゆう毯たんに覆おおわれた草原の真ん中にて。

　ぼくは遠目から、真しん剣けんな様子で魔ま物ものと対たい峙じする仲間達に向けてエールを送っていた。

　途と端たん、すぐにその二人が、ぐわっとこちらを、とっても恨うらみがましい表情で振り返る。

「うっせぇなトオル！」「黙だまっていて下され、ご主人！」

「あら？」

　心底良かれと思っての応おう援えんだったため、その激げき烈れつな反応に思わず首を傾かしげる。

　と、すぐ隣から呆あきれた様な溜ため息いきが聞こえて来た。

「……彼等の態度もどうかと思うが、トオルも、あんまり刺し激げきしてやるな」
















「刺激？　ぼくは純じゆん粋すいに応援しただけだけど……」

　ぼくの答えに、師し匠しよう──セシリア・シヴィルが静かに首を振る。左右に揺ゆれるマリンブルーの髪。彼女は何も答えず、その端たん整せいな顔を困った風に歪めた。

　どうも、詳くわしい事情を説明してくれそうもない。

　仕方ないので、ぼくは改めて今現在置かれた状じよう況きようを整理し直し、その上で、今日の彼等の悪態の原因を、ぼくなりに考えてみることにした。




　ぼく、ミカミトオルが勇者としてこの異世界《ノルンガルド》に召しよう喚かんされてから、もう一か月弱。ぼくは今日も今日とて、勇者の役目たる「女め神がみ様を起こす旅」の途と中ちゆうだ。

　で、そんなぼくと旅を共にしてくれているのが、この三人。

　まず、現在魔物と対峙しながらも、横目でぼくを恨みがましく睨にらむ赤髪のローブ青年が、自じ称しよう大魔ま導どう師しのファルディオ・メルクリウス。一応はこの世界におけるぼくの保護者を自称している。だけど実際のところは、勇者の力や権力のお零こぼれに与あずかりつつも、ついでに「禁きん忌き魔法の魔導書」を回収し、楽して巨きよ大だいな力を得るのが目的。つまりは小悪党だ。

　……あ、いや、根はいい人なんだよ？　ホントに。悪役としては全く大成しなそうというか。……あれ、なんでだろう、中ちゆう途と半はん端ぱにフォローした方がむしろみじめだ。

　で、その彼の隣にふわふわ浮ういている愛らしい蜜み柑かん色いろの毛玉が、ルウ。勇者たるぼくの使い魔で、その役目は勇者の総合サポート……のはずなのだけれど、見ての通り基本可愛かわいいぬいぐるみ生物でしかないので、主要な役割はマスコットキャラだ。別にそれはそれでいいんだけど、本人が「自分は出来る子」と思い込んでいるあたりが、玉に瑕きず。

　で、その二人から後ろに少し離はなれたここ……ぼくの隣で腕うでを組んで彼等を見守っている凜りんとした女性騎き士しが、師匠ことセシリア・シヴィル。勇者の旅を支援する《女神教会》の《神しん剣けん騎士団聖騎士隊》というところから派は遣けんされてきた護衛さんで、その剣の腕たるや超一流。ぼくの勇者補正を受けた戦せん闘とう力でさえも、まともにやりあったら負けちゃう程ほどの規格外の実力者だ。

　だから、ぼくは彼女を「師匠」と呼び、旅の中で日々稽けい古こをつけて貰もらっていたりする。うん、考えれば考えるほど、師匠には欠点が見当たらないや。

　ぼくは改めて尊敬の眼まな差ざしで師匠を見つめる。と、師匠はなぜか少し動どう揺ようした様子で視線を逸そらして、小声でぶつぶつとなにやら呟きだした。

「（む、期せずしてトオルと二人になってしまったな。折角だから、幼くして親元を遠く離れてしまったトオルを元気付けるべく、気の利きいた会話でもしたいところだが……何を話せばいいのだ？　剣の話、教会の話、寝しん食しよくの話、天気の話……と、これらは既すでに一通り話したか。となると……。…………。……!?）」

「!?」

　突とつ然ぜん師匠の目がカッと見開かれ、びくんと怯おびえるぼく。しかし師匠はそんなぼくに全く構わず、一人、今度は頭を抱かかえてまたぶつぶつと呟き出す。

「（ああっ!?　なんということだ！　世間話のストックがもう底をついただと!?　馬鹿な！　神剣騎士団に身を置いているとはいえ、私はこれでも十六の女だぞ!?　姦かしましい盛さかりではないか！　そんな私のトーク力が、まさかここまで低いはずはなかろう！　思い出せ！　私の生活における、剣と教会と天気以外の要素を！…………。はっ！　よしこれだ！）」

　なにやら一人で言っている師匠の様子をそぉっと窺うかがっていると、彼女は突然ぼくの瞳ひとみを見つめ返してきた。びっくりするぼくに、師匠はこほんと咳せき払ばらいの後、妙みように厳おごそかな態度で口を開く。




「トオルよ。私の中で『厄やつ介かいな沼ぬまランキング』一位は長年《ガープ湿しつ原げん》の《底なし沼》であったのだが。しかし、近年《トレンドの森》に出現した《毒の沼》の勢いにも、見過ごせないモノがあると思うわけだが……キミはどう思う？」




「どうしてよりにもよって《沼》の話!?　そ、そんなことより、なんでぼくがあの二人にエールを送ったら駄だ目めなのかを、教えてよ！　そういう話してたでしょ、今！」

「え？　あ、ああ、そんな話をしてたか？　そ、そうか。すまなかった」

　師匠が何故なぜか慌あわてた様子で、元の話題について考え出す。

　……前言撤てつ回かい。師匠は師匠で、意外とアレな部分が多い。特に、普ふ段だんはクールなクセに、ぼくと話す時だけ時折妙に挙動不ふ審しんになるのは、師匠としてどうかと思う。稽古つけて貰っている時なんかも、何かの弾はずみで顔が接近したりすると、途端に驚おどろく程に弱体化したり、逆に妙に本気で斬きりつけられたりして、安定しないし。ちなみに、禁句は「ショタ」という言葉なのだけれど、一体どういう意味なんだろうか（ファルディオがよく使うから、ぼくも真似まねしてたまに使ってるけど、実は今一つ意味が摑つかみきれていない。意訳システムの不調かな？）。

　とにもかくにも、この妙に不ふ揃ぞろいな四人で、ぼくらは旅をしている。

　現在は、《闘とう技ぎ都市・ルザル》を出て三日目。《ハルラ緑野》という、平和そのものの草原を通過中。

　旅は良く言えば順調、悪く言えば単調に進行していた。

　元々、この世界における勇者の役目は、邪じや悪あくな存在の討とう伐ばつとかじゃ全然ない。勇者がその足でじっくりと世界を見聞して巡めぐり、女神様の元に辿たどり着くことが、目的。

　そんな旅のルールは、大きく分けて三つ（最近師匠から聞いた）。





・　その時代における全すべての主要都市を、一定時間以上見聞すること

・　《女神の試練》と称される三つのダンジョンを踏とう破はすること

・　旅はあくまでも勇者当人の努力によって達成されること






　以上全てを守った上で、女神様の眠ねむる聖域に勇者が辿り着けば、女神様を起こせる。

　ぼくでも分かるぐらい単純なルールなのだけれど、実は厄介なのが三番目のルールで。

　以前勇者が召喚された際、女神教会は良かれと思って、勇者に至いたれり尽つくせりのサポート態勢……馬や乗り物をフルに活用して世界巡りをさせたらしい。だけどその結果、不思議と女神様の居る聖域の扉とびらは開かなかったとか。結局、その旅は殆ほとんどを一からやり直しするハメに。以降、勇者の旅は基本徒歩で行われるのが、主流になったんだって。でも交通機関利用が完全に駄目というわけでも無いらしく……女神様は、案外アバウトだ。

　で現在、目下ぼく達の目的は、《女神の試練》が一つ、《決断の洞どう窟くつ》を経由しつつ、そのまま《ナルス》という大きな街に出ることなのだけれど。

　この行程が、どう見積もっても徒歩で十日以上はかかるらしくて。しかもその間、人里や特とく殊しゆな地形の通行は殆どない。

　そんなわけで、今日も旅はつつがなく（退たい屈くつに）進行していたのだけれど……。……つい先程、ぼくらはとっても珍めずらしい事態に遭そう遇ぐうした。

　なんと、思いっきり格下もいいところの魔物に、絡からまれたんだ。

　この一帯だけに生息する、つぶらな瞳と長い耳が特とく徴ちよう的なうさぎさん型の魔物・モブラビット。

　どうも彼等は相手との実力差を察知出来ないレベルの、本当の意味での雑魚魔物だったらしい。なのに敵意だけは妙に一人前で、歯をむき出しにしてぼくらを威い嚇かくしている。迂う回かいして戦せん闘とう回かい避ひしようにも、妙にしっかりと付いてきて、逃にがしてさえくれない。

　とはいえ、こんなか弱い魔物を勇者パワーで蹴け散ちらすのも気が引けるなぁと逡しゆん巡じゆんしていると、師匠は、妙みよう案あんを思いついたとばかりにピンと指を立てて、提案した。

「ふむ、ではここは、ファルディオとルウに対処して貰うこととしよう」

『はぁ!?』

　動揺する二人に、しかし師匠は眉まゆ一つ動かさずに告げる。

「私やトオルが相手しても、こう敵が格下すぎては話にならんだろう。しかし普段すっかり私達二人に頼たより切りの二人にとってならば、良い経験となるとは思わんか？」

「冗じよう談だんじゃねぇ、なんで俺様が──」「ですぞ！　ルウは決して戦闘要員では──」

「……そうか。自称大魔導師と勇者の使い魔は、あの程度の雑魚魔物相手にも尻尾しつぽを巻いて逃げるレベルの実力だったか。すまない、どうやら私は、キミ達の実力を買いかぶりすぎていたようだ。どれ、ここは私が蹴散らして……」

　剣を抜ぬきつつ進み出る師匠を、ムッとした様子の二人が慌てて引き止める。

「だ、誰がやらないと言ったよ」「ルウにかかれば、おちゃのこさいさいですぞ！」

「承知した。ならばよろしく頼たのむ。私とトオルは少し離れて見学させて頂こう」

　即そく座ざに剣を収める師匠。勢い余る二人。

『望むところだ！（ですぞ！）……………………え？』

　ちなみに、その時の二人ときたら、まるでダチ○ウ俱ク楽ラ部ブの鉄板ネタ『どーぞどーぞ』を想定外のタイミングでかわされてしまった芸人さんそっくりの表情だった。




　──というような経けい緯いがあり、今、こんな状況になっているわけだ。

　だけど改めて考えてみても、ぼくが二人にエールを送って睨み返される理由が分からない。思わず考え込んでいると、ようやく説明をしてくれる気になった様子の師匠が、嘆たん息そく混じりに答えてきた。

「たとえばトオルは、自分が小さな水たまりを必死でジャンプしようとしている時に、生まれ持った翼つばさで空高くを悠ゆう々ゆうと行く鳥から『頑がん張ばれー』と声をかけられたらどう思う？」

「え？　それは……『わ、鳥さんが喋しやべった！　すげぇ！』って思うかな！」

「……ああ……うん……そうか。……上手うまく喩たとえたつもりだったのだがなぁ……」

　空を見上げ、切なげに溜ため息いきを吐つく師匠。どうもそれ以上説明を続けてもくれなそうなので、ぼくも諦あきらめて、二人の戦いを見守ることにした。

　赤あか髪がみの魔ま法ほう使つかいと浮ふ遊ゆうする毛玉が、かなりへっぴり腰ごし気味な構えを取る。

　対する魔物二羽は、一いつ般ぱん的なうさぎさんを一回り大きくした様な外見で、毛色はピンク。正直なところ「可愛い」以外の感想が出て来ない容姿だけれど、こちらに対して敵意と共にむき出された前歯は相応に鋭するどそうで、そこだけが唯ゆい一いつ魔物らしいとも言える。

「（とはいえ、嚙かまれてもそう大事には至らなそうなサイズだし、それに……）」

　そんなこと考えていると、突然、二羽のモブラビットがそれぞれ、ファルディオとルウに飛びかかっていった。

「っぶね！」「ひゃあっ、ですぞ！」

　二人慌てて回かい避ひ行動を取る。ファルディオは脛すねに嚙みつかれそうなところ間かん一いつ髪ぱつで回避し、ルウはと言えば……。

「ふっふー！　地を這はうだけしか能のない魔物は、憐あわれですな！」

　モブラビットのジャンプでも届かない位置まで浮ふ上じようし、偉えらそうに胸を張っていた。そう、この戦いにおいては、ルウは基本、高所に居るため攻こう撃げきに晒さらされることがない。ぼくとしても、これには一安心である。可愛い生物が傷つく光景は、やっぱり見たくないもんなぁ。でもそうなると、当然ながら代わりに──

「おいこらっ、てめっ、なに自分だけ悠々と飛んで……のわぁ!?」

　──ファルディオだけが、二羽からの集中攻撃を受けるわけで。

　ぼくは改めて、彼にエールを送った。

「頑張れぇ！　大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　ファルディオだって、脛を齧かじるの超ちよう得意じゃん！」

「うっせぇよ！　なんだその応おう援えんに見せかけた口こう撃げき！　それに百ひやつ歩ぽ譲ゆずって脛齧るのは得意でも、齧られるのにまで耐たい性せいとかねぇから！……って、ひょぇええ!?」

　愚ぐ痴ちりながらも目はしっかりと攻撃を追い、ひらりと身をかわすファルディオ。

　その動きに、ぼくは思わず興奮した。

「凄すごいやっ、ファルディオ！　長文ツッコミ入れながらも、全ての攻撃を紙かみ一ひと重えでかわすなんて……達人だね！　ツッコミの達人芸だね！」

「お前もう黙だまってろよ！　そんなに暇ひまなら世界でも救って来いよ、ガキ勇者！」

　ぎゃあぎゃあ文句を垂れながらも、なんだかんだでやっぱり攻撃をかわしまくるファルディオ。これには普段からファルディオを毛け嫌ぎらいしている師し匠しようさえも、素す直なおに感心した様子だった。

「あの男は、アレだな。運動神経も筋力も体力も全てが最底辺だが、こと、生存本能と危険察知能力だけは、一般人のそれを大きく凌りよう駕がしているな。実に素晴らしい才能だ。が」

　師匠が言葉を句切った矢先、ファルディオが汗あせを撒まき散らしながらみっともなく叫さけぶ。

「くそっ！　おい魔物共！　食べるなら、俺なんかより毛玉か子供か女がいいぞ！……って、うわぁ！　なぜに俺に執しゆう着ちやくする！　ガキ食えガキ！　弱そうなのから食えよ！」

　仲間を売り、命いのち乞ごいをしながらも、依い然ぜんギャグみたいな動きで攻撃を回避し続けるファルディオ。彼がなおもしつこく周囲の仲間へと攻撃を促うながすその光景に、二人で嘆息する。

「人としては、下げ衆すの極きわみだな」

「だよねぇ……」

　それにしてもホント、運動不足の割には驚く程ほど器用に避よけるなぁ。一般的なＲＰＧにおける「魔法使い」のステータス配分じゃない気がする。すっごい悪い意味で。

　ぼくはギリギリの回避を繰くり返すファルディオに、後方から大きく声をかける。

「ねぇファルディオ！　ぼく、ファルディオの職業って、《魔法使い》より《盗とう賊ぞく》の方が向いていると思うな！　キャラ的にも！　今すぐジョブチェンジ！」

「なにさらっと笑え顔がおで犯罪行こう為い薦すすめてんだてめぇ！　《盗賊》を職業として数えてんじゃ……っと、ほーらよっと」

　敵の攻撃に慣れてきたのか、身軽に、兎うさぎの頭を飛び越こえるように避けるファルディオ。……どう考えても、魔法使いより盗賊向きだと思うんだけどなぁ。ゲスさ的にも。

　まあでも確かに、職業が盗賊っておかしいか。ゲームじゃないんだし。反省。

　改めて二人の動向を見守る。相変わらずルウが飛び、ファルディオが器用な回避行動を続ける中……師匠が痺しびれを切らした様子で声を上げた。

「おいおい、回避鍛たん錬れんもいいが、それだけじゃ戦せん闘とうは終わらないぞ」

　師匠の言葉に、二人ともムッと顔を顰しかめる。と同時に、モブラビット達が少し疲ひ労ろうを見せ、一いつ旦たん攻撃を中止した。ＲＰＧで言うと、こっちのターンが回って来た状じよう況きようだ。

　しかし、ファルディオとルウは、特に反撃の動きを見せない。

　ぼくらがどうしたのかと首を捻ひねる中、二人はぽつぽつと、どこかふて腐くされた様子で応じてきた。

「いえ、攻撃と言われましてもなぁ……」

「俺達、お前等凶きよう暴ぼうコンビと違ちがって、攻撃技わざとか特にねぇし……」

　二人のその言葉に、師匠はキョトンとする。

「技？　いやこの雑魚ざこ相手になら、そんなご大層なもの無くとも、攻撃手段などいくらでもあるだろう。単純に殴なぐるだの蹴けるだの、叩たたくだの……」

　師匠に言われて、顔を見合わせる二人。彼等はとても仕方なさそうに、師匠に言われた通りの攻撃行動に出た。

　まず、ファルディオの攻撃。

「どりゃあああああ！」

　足あし下もとのモブラビットをつま先で蹴りに行く！　彼のチャラい外見も相あい俟まってかなり動物虐ぎやく待たい気味なビジュアルには気がひけるものの、実際悪くない攻撃手段だ。だけど……。

「っと、のわぁぁぁ!?」

　軸じく足あしでローブの裾すそを踏ふんでいたらしく、それが災わざわいして盛せい大だいにこける。

　ファルディオ自身に10のダメージ！　そしてまさかの１ターン行動不能！

　それを好機と見たモブラビットが、ファルディオに襲おそいかかろうとする中……そこに、颯さつ爽そうとルウが割り入り、戸と惑まどうモブラビットに不意打ちの攻撃を仕し掛かける！

「とりゃあっ、ですぞ！」

　ルウの大きく平たい耳による連続ビンタ攻撃が、兎のほっぺたへと見事に決まる！

　モフンッ、モフンッ、モフンッ、モフンッ、モフンッ、モフンッ！

　０ダメージ、０ダメージ、０ダメージ、０ダメージ、０ダメージ、０ダメージ！

　合計、０ダメージ！

　それどころか、モブラビットは大変心地ここちよさそうだ！　敵のＨＰとＭＰが回復した！

『なんて攻撃力に欠ける二人組！』

　師匠とぼくは、愕がく然ぜんとして叫ぶ。なんなんだこの二人は！　ぼくや師匠との比ひ較かく以前に、一般平均さえ大きく下回る戦闘力じゃないか！

『うひゃあああ!?』

　攻撃失敗の隙すきを突つかれ、再びモブラビットに追いかけ回され始める二人。ルウも今の攻撃で体力を使い切ったのか、思うように高度が出せない様子で、必死に羽をぱたつかせて逃げ回っている。

『（…………駄だ目めだ、こいつら……）』

　師匠と二人、絶望感に包まれる。なにこの、戦力の偏かたよったパーティ。ＲＰＧのスタメンと控ひかえに生まれるレベル差どころの格差じゃないよこれ！

　ぼくと師匠の生なま温ぬるい視線に気付いたのか、ルウがハッとした様子でモブラビットを振ふり返り、虚きよ勢せいを張る。

「ル、ルウだって戦う力ぐらい、しっかり身につけておるのですぞ！　喰くらいなさいませ！　偉い大だいなる使い魔ルウによる二大スキルが一つ……《鮮烈なる太陽の恵みビビツド・サン》を！」

『（？　二大スキル？）』

　ルウの台詞せりふに引っかかりを覚えるぼくと師匠。しかしそんなぼくらの違い和わ感かんに構わず、ルウはどこからか、小こ粒つぶな種の様なものを取り出すと、ぽいっと口に放ほうり込んだ。技の準備だ。モブラビット達もどこか警けい戒かいを強める。

　実際《鮮烈なる太陽の恵みビビツド・サン》は、ルウの、戦闘において唯一有用と言えるスキルだ。敵の目に対して、驚おどろくべき精度で口から吐はき出した物体を放り込む力。一見ただの嫌いやがらせみたいな能力だし、ダメージ源としては期待出来ないものの、やっぱり一いつ瞬しゆんでも相手の視力を奪うばえるというのは、攻撃にも逃とう走そうにも大いに役立つわけで。

　ぼくらが見守る中、ルウはぷくっと頰ほおを膨ふくらませ、技名を叫ぶと同時に種を放つ！

「喰らいなされ！　誘ゆう導どう性能が大おお幅はばに強化された、《鮮烈なる太陽の恵みビビツド・サン》！」

　ルウの口からプププッと、連続して四つの種が射出される。それらはどこか歪いびつな軌き道どうを見せながらも、全すべてが魔法の様に、モブラビット達の瞳ひとみそれぞれへと、カーブを描えがきつつも綺麗に飛び込んでいく！

「一度ロックオンしてしまえば、最も早はやその弾たまは自動的に対象の目を追うのですぞ！」

「いやらしさに一層拍はく車しやがかかったね！」

　なんて陰いん険けんな技なんだ！　でもまあ、確かに誘導性能は強化されているようであり。

〈キャゥン！〉

　そのまま《鮮烈なる太陽の恵みビビツド・サン》は見事着ちやく弾だん。目に異物を放り込まれたうさぎさん達が、たまらない様子で目回りを撫なで回す。その光景に満足した様子のルウが、偉そうに胸（？）を張って、雑魚魔物相手に威い張ばり散らす。

「どうでございますかっ、この威力！　とてもお目々が痛いでしょう！」

〈キュゥー……キュキュー……〉

　一いつ生しよう懸けん命めい目の周りを搔かくモブラビットと、それに対してニタァとドヤ顔を決めながら悠ゆう々ゆうと空中から近付いていくルウ。……どっちが悪者か分かったもんじゃない。

　ルウは更さらに追い打ちの説明をする。

「そして今飛ばしたそれは、先程ルウが皆みんなに黙ってこっそり食べていた柑かん橘きつ系果実の種！　香かおりや酸味が強きよう烈れつな品種ゆえ、付着した果か汁じゆうがとてもしみること、うけあいですぞ！」

『性格悪っ！』

　ぼく、師匠、ファルディオが揃そろって声をあげる。もう色々言いたい事がありすぎた。なんでぼくらに隠かくれて自分だけ果実食べてやがったのかとか。口から柑橘系の種なんて吐き出す様になると、いよいよもって甘あま夏なつ的な存在に近くなりつつあるなぁとか。

　ぼくらがげんなりする中、ルウはモブラビットの上空でおちょくる様に飛び回る。

　──と、次の瞬間！

〈ピョンッ！〉

「ほぇ？」

　突とつ如じよ勢い良く跳はねたモブラビットが、宙を飛ぶルウに引っ搔き攻こう撃げきを仕掛けた！

「にゃあ!?」

　間かん一いつ髪ぱつ避けるルウ。本当にギリギリだったらしく、ルウの短い毛が数本、はらりと舞まう。

　別に当たっても大したことなさそうな攻撃ではあったものの、ルウはすっかり顔を青ざめさせる。──と、そうこうしている間にも、モブラビット達の二撃目、三撃目がルウを襲った。

「わ、わわ、わわっ、ですぞぉ～！」

　ピョンピョンと正確にルウへと向けて跳ちよう躍やくしてくる魔ま物ものから、逃にげ惑まどうルウ。疲つかれや動どう揺ようがあって高度が出せないのか、非常にへろへろした飛び方である。

「ど、ど、どうして。い、今は、め、目が見えないはずでは……わわぁ!?」

　代わる代わる飛びかかってくる二羽のモブラビットから、一生懸命逃のがれるルウ。……一応、仲間のピンチではあるのだけれど……なんか傍はた目めには、空飛ぶ毛玉にうさぎさん二羽がじゃれついている微笑ほほえましい光景にしか見えなかった。

　そうこうしている最中、師し匠しようが何かに気付いた様子で「ああ、そうか」と口を開いた。

「どうやら、モブラビットの大きな耳は飾かざりではなかったようだな。そもそも、視覚より聴ちよう覚かくこそが著いちじるしく発達している種族なのだろう。つまりは……」

「ああ、実は目を潰つぶしても、殆ほとんど意味が無かったと……」

「な、なんですとぉ～!?」

　逃げながらもぼくらの会話を聞いていたらしいルウが情けない声を上げる。まあ、唯ゆい一いつの攻撃手段たる《鮮烈なる太陽の恵みビビツド・サン》が完全に無効化されているんだもんなぁ。そりゃ泣き言の一つも言いたく……って、あれ？

　ぼくはふとあることに気がついて、逃げ惑うルウへと声を上げる。

「ねぇねぇ、ルウ！　なんかルウ、さっき、技を二つ持っているようなこと、言ってなかったっけ？」

「！　そ、そうでした！」

　ぼくの言葉を受け、ハッとするルウ。自分でも忘れていたらしい。

　気力が幾いく分ぶんなりとも回復したのか、彼は気合いを入れて上じよう昇しようし、モブラビットの攻撃射程から外れる。そうして、再び意い気き揚よう々ようと実に偉えらそうに語り出した。

「ふっふっふ、控えおろう、控えおろう！　この勇者様の使い魔たるルウ様ともあろう者が、ただ一つの技しか持たないと考えたのならば、実に浅はか！　笑しよう止し千せん万ばん！」

『（つい最近まで実際一つしかなかったじゃんか……）』

　ぼくらの生温い視線にも気付かず、ルウは極きわめて堂々と続ける。

「ルウは日々進化する魔物！　魔物の中の魔物！　魔物オブザイヤーなのですぞ！」

「（きっと《愛らしさ部門》のみでの受賞なんだろうなぁ）」

　そんなぼくの緩ゆるい推理はさておき、ルウはぽかーんとするモブラビット達に対し、目を鋭するどく細めた。どうやら技を発動させるようだ。悔くやしいけどちょっとわくわくする。

「ではとくと御ご覧らんあれ！　ルウの新技、その名も……《静謐なる月の調べサイレント・ムーン》！」

『おお!?』

　相変わらずの無む駄だにカッコイイ技名に、ぼくらは息を吞んで状じよう況きようを見守る。実際《鮮烈なる太陽の恵みビビツド・サン》だって、本来はかなり有用なスキルだ。いかにルウが生きつ粋すいのマスコット要員っぽかろうと、こと、彼の技に対して、ぼくらの期待値はかなり高い。

　ぼくら、そしてモブラビット達が見つめる中、技名を叫さけび終えたルウは空中で「くるりくるり」と回転を始め、徐じよ々じよにスピードを増していく。

『おお……!?』

　これは、かなり期待出来る技かもしれないぞ！　現時点でぼくが予想するだに、高速回転しつつ体当たりをかます超ちよう威い力りよくの攻撃と見た！　実際モブラビット達も今までで最も緊きん張ちようした様子で身構えている。

　ルウはそのまま、どんどん回転していき……そして……。

「いざ！」

　その掛かけ声と共に、敵に向かって一直線に飛び込んで──

　──行ったりは全然せず。ただただ、重力に従い、地面に、ぽてりと落下した。

『──は？』

　一同、目を丸くして声を上げる。いや、丸くなっているのは、ぼくらの目だけじゃない。




　ルウの体が、完全に、ボールと化していた！




　元々丸っこくはあったけれど、今は、正しよう真しん正しよう銘めいの綺麗な球体。羽や耳や尻尾しつぽや角が上手うまく収納され、それどころか目や口や耳すらない、まさに「毛玉」そのもの。
















　それが今、地面に落ち、数回バウンドした後、その場に静かに佇たたずんでいる。

　…………。

　……いやまあ、確かに、その様は、色も相あい俟まってお月様の様ではあるけれど……。

『…………』

　モブラビットを含ふくむ周囲の者達がどうしたものかと戸と惑まどう中、突如、毛玉の中から少しくぐもった声が響ひびき始める！

「ふっふっふー！　見て下さいましたか、皆みな様さま！　これぞ、ルウの新技！　究極の防ぼう御ぎよ技であるところの《静謐なる月の調べサイレント・ムーン》ですぞ！」

「ぼ、防御技？」

　ぼくの質問に、ボール状の物体が「ですぞ！」と応じる。

「この形態に変化したルウの防御能力たるや、まさに鉄てつ壁ぺき！　如何いかなる攻撃をも無効化させてしまうのですぞ！　こりゃ凄すごい！　あっぱれですな！　あっぱれ、あっぱれ！」

　遂ついには自分の技を自分で褒ほめ始めた。ぼくは戸惑いながら応じる。

「いやその……自信満々なところ悪いけれど、全然、硬かたそうじゃないっていうか……」

「はっはっは、甘いですなご主人！　究極の防御とは、硬いことにあらず！　柔やわらかいことこそ、ノーダメージの秘ひ訣けつなのですぞ！　今のルウのことは、差し詰ずめ『ミスター・ノーダメージ』とでもお呼び下され！」

「はぁ……」

　ぼくがイマイチ納なつ得とくできずに居ると、突然、モブラビットがルウ──というか、ルウカラーのボールに飛びかかった！　そして、その手で、強烈な兎うさぎパンチをルウの体にクリーンヒットさせる！　これは流石さすがに痛そうだ！──と思ったのも束つかの間、ルウボールはボヨンッという音と共に、噓うそみたいに大きく吹ふき飛び、後方の木の幹にぶつかった後、ふたたびこちらにぽーんと跳ね返ってきて、コロコロと地面に転がった。

　ぼくらが心配げに見守る中……毛玉はまたも突如、喋しやべり出す！

「ノーダメージ、ですぞ！」

『お、おお!?』

　ぼくら三人が歓かん声せいの様なものを上げると同時に、モブラビットがびくんと少し動揺する。

　ルウは、中でさぞかしドヤ顔しているんだろうなというテンションで続けた。

「今のルウはまさにスーパーボール！　どんな攻撃を受けようと、この凄すさまじい弾だん力りよくの前では全てが無効！　どうですかな、これでご理解頂けたでしょう！　柔らかいことこそ、究極の防御だと！　そしてルウは、ミスター・ノーダメージであると！」

『おお……』

　ぼくら三人は素す直なおに感心し、パチパチと拍はく手しゆする。心なしか嬉うれしそうなルウボール。

　彼は調子に乗った様子で、モブラビット達に告げる。

「ほらほら、どんどん攻撃なさいませ！　ルウはどんな攻撃をも、ノーダメージでやり過ごしてみせま──」

　と、ルウの台詞せりふの途と中ちゆうで、モブラビットの一羽がその驚きよう異い的な脚きやく力りよくでルウボールを再び木に向かって蹴けりつける！　先さき程ほどよりも高速で木に衝しよう突とつし、大きく跳ね返ってくるルウ。……これは流石に痛かったんじゃないかと皆が見守る中、毛玉は再び喋る。

「ノーダメージ！」

『おお！』

「ふっふっふ、ほらほらどうしましたモブラビ──」

　ルウが何か言いかけたところで、また蹴るモブラビット。跳ね返ってくるルウ。ノーダメージ。再度蹴るモブラビット。返ってくるルウ。ノーダメージ。

　と、そうこうしている間に、いつの間にか木の方にもう一羽のモブラビットが移動。今度はそいつに対して蹴るモブラビット。ノーダメージ。飛んできたルウを器用に蹴り返すモブラビット。ノーダメージ。それを更さらに蹴り返すモブラビット。ノーダメージ。

　そんな、まるでサッカーのパス回し練習の様な状況をぼんやり見守っていたファルディオが、ぽつりと呟つぶやく。

「……あー、俺の気のせいかな。なんか……遊ばれてねぇか、毛玉」

『…………』

「それにこれ……なんつうか……確かにノーダメージではあるんだろうけどよ……」

　ファルディオが何か言いかけるも、ぼくと師匠は黙だまって見守る。

　実際ぼくも師匠も……薄うす々うす、その事実には勘かんづいていた。しかし、あんなに自信満々だったルウに言っていいものか悪いものか、測りかねていたのだ。

　そんなぼくらの思おも惑わくに関係無く、相変わらずモブラビット二羽のラリーは続く。

　蹴り返し、蹴り返し、蹴り返し、蹴り返し、蹴り返し、蹴り返し、蹴り返す。

　その様な状況は、ボール状態のルウからすると。まあ当然。

　ノーダメージ、ノーダメージ、ノーダメージ、ノーダメージ、ノーダメージ────




　────脳、ダメージ。




「うきゅう……………………」

　飛び交かう毛玉の中から、明らかに酔よってグロッキー状態らしき鳴き声が漏もれる。

　……最強の防御力とは一体、なんだったのか。

　流石に見かねたらしいファルディオが、ラリーの途中に割って入り、ルウを受け止める。ファルディオの腕うでの中ではらりとボール変化状態を解いたルウは、皆みんなの予想通り、ぐるぐると目を回していた。

「はらひれはれ………………」

「おいおい、大だい丈じよう夫ぶかよ、ミスター・脳ダメージ」

「はにゃ……何か今のは発音が引っ掛かりま──うにゅぅ……」

　ファルディオの腕の中でこてんと気を失うルウ。ファルディオは嘆たん息そくした後、乱暴にこちらにルウをぽーいと放ほうった。ぼくは慌あわててそれを受け取る。

「こっからは先は大魔ま導どう師したる俺様に任せとけ。そいつの面めん倒どうは頼たのんだぜ、トオル」

「あ、うん、分かった」

　言いながらぼくらに背を向け、モブラビット二羽と対たい峙じするファルディオ。台詞と動きが妙みようにカッコイイ。まるで最後のダンジョンの一場面みたいでさえある。……敵が物もの凄すごい雑魚ざこなことさえ除けば。もう一度言うけど、敵が物凄い雑魚なことさえ、除けば。

　ルウボールという遊び道具を奪うばわれあからさまに不ふ機き嫌げんな様子のモブラビット二羽と向かい合うファルディオ。彼は背負っていた杖つえを構えると、ニヤリと余よ裕ゆうの笑えみを見せる。

「ハッ、てめぇら、遂に俺を本気にさせちまったみてぇだな。俺様は大魔導師。杖を持たせちまったら最後……もう、てめぇらのターンは回ってこねぇぜ？」

『（これまで杖や呪じゆ文もんを使う余裕もない程追い詰つめられていたってだけの情けない事実を、ああもポジティブな言い回しで表現出来るなんて、ある意味天才だ！）』

　ぼくと師し匠しようは妙な部分で感動していた。

　とはいえ、モブラビット達の方は素直に、ファルディオの杖に警けい戒かいしてくれていた。大魔導師云うん々ぬんはさておき、彼が武器を手にしたことぐらいは理解出来たのだろう。

　モブラビット達が脚あしに力を溜ためてファルディオの隙すきを窺うかがう中、彼は、杖を掲かかげて早さつ速そく得意の魔法……禁きん忌き魔法を発動させる。

「ハイクオリア！」

　杖の先せん端たんから放たれた光が、ファルディオの体を包み込む。警戒を強めるモブラビット。ファルディオは光が収まった後、ニィと口の端はしを吊つり上げ、ちょいちょいと敵を挑ちよう発はつするかの様に指を動かした。

「おら、かかってこいや、雑魚共。パワーアップした俺様の禁忌魔法の威い力りよく、とくと味わわせてやるよ！」

〈キィ…………キキー！〉

　言葉が分からなくとも挑発行動は通じたのか、今にも飛びかかりそうなうさぎさん達。

　その光景を眺ながめながら師匠が、確かく認にんするように呟く。

「確かハイクオリアは、感覚強化魔法だったな」

「あ、うん、そうだね。本来は視覚とか聴ちよう覚かくとかそういうのを強化する便利な補助魔法っぽいんだけど……」

「ヤツの力量では、今のところ味覚と痛覚しか強化出来ないのだったな」

「うん……その上、眉まゆ毛げとか唾つばとか体の一部……『ちょっとした代だい償しよう』も必要だしね」

　まあ代償は効果切れたら返ってくるんだけれど。それでも、あんな微び妙みような効果に対して体の一部が持ってかれるというのは、とても納得がいかない。

　と、そんなやりとりをしていると、突然モブラビット達が一目散にファルディオへと向かって走り出す。いつもなら尻尾を巻いて逃にげるはずのファルディオだけれど、しかしなぜか今は、余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度で、敵を迎むかえ撃うつかのように杖を構えて立っていた。

「へへっ、俺様の成長を侮あなどってもらっちゃ困るぜ！　いつの間にか毛玉が新しん技わざを覚えていた様に、俺だって……流石に魔導書も無く新禁忌魔法は習得出来ねぇが、代わりに、習得済み禁忌魔法の大おお幅はばパワーアップに成功してるんだぜ！」

『おおっ!?』

　ぼくと師匠は歓声を上げる。事実だとしたら、確かにそりゃ凄い。今回使ったのはハイクオリアだから、それのパワーアップとして考えられる要素は……。

「新たな感覚強化によってパワーアップした俺様の戦せん闘とう力に、怯おびえるがいいわ！」

『おおっ!?』

　なるほど、そのパワーアップに余程の自信があるから、今回は正面からモブラビット達とやりあおうとしているのか！

　ぼくらが感心して見守る中、ファルディオは、目前まで迫せまったモブラビット達に対し、目をカッと見開いて告げる！




「鼻毛を代償に『平へい衡こう感かん覚かく』を強化された俺様の動き、とくと見やが──ぐはぁ!?」




『全くの無意味！』

　お腹なかにモブラビット二羽による頭ず突つきをモロに貰もらうファルディオ。

　ぼくと師匠が啞あ然ぜんとする中、よろめきながら後ずさったファルディオは吐と血けつ……じゃなくて、涎よだれを垂らしながら、驚きよう愕がくの表情を見せる。

「バカな……！　俺様の戦闘力に足りないものは、あとは平衡感覚ぐらいだと思っていたのに……！」

『錯さつ覚かくすぎる！』

　っていうか、なんでそれ以外が足りていると思っていたの!?　バカなの!?　先に『自分の強さ』に関する頭の中のバランス感覚を強化した方がいいんじゃないの!?

　ファルディオはしかし、なぜかここで会心のドヤ顔を見せてきた。

「しかし見ろ、この姿を！　貴様等の痛つう烈れつな攻こう撃げきによって、これまでの俺様なら完全に吹っ飛ばされて尻しり餅もちついていたであろうところを……今、こうして見事に立っているじゃないか！　なんというバランス！　これこそ平衡感覚強化の力──うひゃあ！」

『追撃受けてるし！』

　下手に立っていたせいで、モブラビット達の警戒が一いつ切さい緩ゆるまず、また追いかけ回されていた。……素直に倒たおれておけば、もうちょっとマシな展開になったろうに。

　ルウもぼくの腕の中ですっかり気を失ったままだし、もうこれは流石さすがにぼくらが出張ろうかと師匠と目を見合わせる。

　──と、その矢先、逃げ回りながらも再び杖を構えたファルディオが、モブラビット達に大声を上げる。

「お、俺様の魔法が一つだけだと思ったら、大おお間ま違ちがいだぜ！」

〈!?〉

　ファルディオの、良くも悪くも無む駄だに自信漲みなぎる態度に、一いつ瞬しゆん止まるモブラビット達。

　隣となりで師匠が「ん？　ヤツは他ほかに何か出来たろうか？」と首を傾かしげる。

　ぼくはその疑問に答えてあげた。

「あ、師匠はまだハイクオリアしか見てないもんね。実はその前に、ファルディオはヘルファイアっていう魔法を覚えているんだ」

「ヘルファイア？　ああ、以前話には聞いたな。確か、地じ獄ごくの業ごう火かが、目の前の全すべてを焼き尽つくすとかなんとか……。……ふむ。実に有用そうな魔法じゃないか」

「ああ、いや、そうなんだけどね。実際その炎ほのおはさ……」

　ぼくは「はぁ」と嘆息しながら、ヘルファイアの実態を師匠にバラす。

「敵の口から、出るんだ」

「……は？」

　師匠に「なにを言っているんだお前は」みたいな顔された。なんだかぼくまで恥はずかしくなりつつ、でも事実は事実なわけで、説明を続ける。

「や、だから、敵の口から出るの。炎が。しかも、ファルディオの魔力的に、すっごい小さい、マッチ棒擦こすった様なしょぼい炎が」

　……まあ、そのおかげで助かった場面も実はあるのだけれど、あまり特例すぎるので、ここでは言わない。

　師匠は呆あきれた様な嘆息を漏らしつつ、しかし「まあ……」と続けてきた。

「一応、全く使えなくもないかもしれんな。相手の行動に割り込むというのは、たとえそれがどんな効果であれ、敵に隙を作ることにはなる。ふむ、腐くさっても禁忌魔法か」

「あ、うん、それはそうなんだ。だから多分今回も……」

　改めてファルディオ達を見る。飛びかかろうとするモブラビット達に、杖を構えるファルディオ。……多分、攻撃を仕し掛かけられる瞬間にヘルファイアを発動して、彼等が無駄に炎を吐はいて驚おどろいている隙に逃げたり、攻撃する算段なんだろう。

　実際それは、そう悪くない作戦だと思う。以前ぼくも、それに近い使用方法で助けられたわけだし。

　ファルディオはまたも尊大な態度で杖を掲げ、叫さけぶ。

「とくと見ろ！　この俺様の……ハイクオリア同様に、パワーアップした禁忌魔法……ヘルファイアの、威力を！」

『（ん？　パワーアップ？）』

　ぼくと師匠が首を傾げる中、二羽のモブラビットが前歯を剝むき出しにしてファルディオへと飛びかかっていく。どうやら嚙かみつき攻撃を仕掛ける様だ。これは当たったら痛い。

　しかしファルディオは、待ってましたとばかりに、魔法を発動させた。

「ヘルファイア！」

　杖の先端が呼応するように赤く光る。上手うまい発動タイミングだ。嚙みつき攻撃をキャンセルさせた上に、上手く隙を突つけばカウンターも狙ねらえるかもしれない。

　ぼくと師匠が少し感心して見守る中、モブラビット二羽の口からファルディオに向けて、一いつ斉せいに──




　──焚たき火サイズの炎が、ボワッと吹ふき出した！




「おわぁっちぃ!?」

　肌はだに直撃こそしなかったものの、服や髪かみにちりちりと小さく引火しているファルディオ。

　彼は慌あわてて手で払はらい始めるも、その隙にモブラビットに襲おそわれるわ、そっちに構っていると裾すその火が燃え広がり始めるわで、てんやわんやだった。

　ぼくらはそれを死んだ魚の様な目で見守りながら、しみじみと考え込む。

『（なぜ火力をパワーアップさせたんだ……！）』

　敵の口から出るという前提の魔法に対して、なぜ真っ先に火力を強化してかかったのか。バカなの？　ぼくの保護者は、生きつ粋すいのおバカさんなの？

　モブラビットにぼこぼこにされながらも、ファルディオはなお不敵に叫ぶ。

「まさかあそこまでの威力が出るたぁ、想定外！　流石俺！　成長率がハンパねぇぜ！」

『（驚くべきポジティブシンキング！）』

　そこだけは若じやつ干かん尊敬出来なくもなかった。まあ、このままだと死にそうだけど。いくら成長率が高くても、ここで最底辺の雑魚モンスターたるモブラビットに倒されちゃいそうだけれど。

『…………』

　師匠と二人、ぼくの腕うでの中で気絶しっぱなしのルウ、そして今まさにモブラビットにタコ殴なぐりにされているファルディオを眺める。

　それからぼくはそっとルウをその場に横たえると、師匠と目を見合わせ……。

『……はぁ』

　二人、深く深く溜ため息いきを吐つき。

　そうして極きわめて足取り重く、ファルディオの救きゆう援えんに入って行ったのだった。

　…………。

　ちなみにその後、モブラビットは五秒とかからず殲せん滅めつ出来た。




　　　　＊




『面目ないです……』

　ボロボロになった二人がぼくらの前に正座し（ルウは耳をぺたんと垂れ気味にさせ）、しょんぼりと目を伏ふせる。

　最も早はやぼくや師し匠しようが怒おこるまでもない……というか怒る気にもなれない有様だ。

　師匠は仕方なさそうに嘆たん息そくすると、気まずそうに頭を搔かき、珍めずらしくフォローを入れる。

「ま、まあ、別に負けることが悪いわけじゃない。むしろ負け戦いくさにこそ、経験というものは濃のう縮しゆくされていると言っていい──」

『…………もう二度と戦闘なんか……』

「──はず、なんだが、なぁ」

　見れば見るほど二人の姿はボロボロで、なによりモチベーション的な意味で、むしろ戦闘前より大分弱体化した感があった。

　実際、師匠の言う様に、ゲームと違って現実では負け戦からこそ学ぶべき事が多いのは事実なんだろう。だけどもう一つ確実にゲームと違うことは……学ぶものが、決して、戦闘スキルの向上に繫つながる要素だけじゃないということ。つまりは……。

『もう、戦闘は素す直なおにお前等（ご主人達）に任すよ……（任せますぞ……）』

『……あー』

　師匠と二人、『（そりゃそういう結論になりますよねぇ）』と納なつ得とくし嘆息する。ぼくらが困っていると、ルウが心底滅め入いった様子で呟つぶやいた。

「ルウは今後、ご主人の物語のヒロイン的ポジションに収まろうと思います。基本ご主人に守られつつも、応おう援えんや内助の功でご主人の支えになる、そんなルウになりますぞ」

「いやそんな勝手に毛玉でヒロイン枠わくを埋うめられても……」

　蜜み柑かん色いろ浮ふ遊ゆう生物がヒロインって、中々にイロモノすぎないだろうか、ぼくの冒ぼう険けん譚たん。

　ファルディオもまた、げんなりとして呟く。

「じゃあ俺は……お前等が魔ま物ものを倒して得た名声や金銭を湯水のように消費し、ただただ幸福だけを享きよう受じゆしつつも、一方で役立たずな自分に苛いら立だちを覚え、時にセシリアやトオルに当たり散らしつつも、実際のところ根は結構真ま面じ目めで優やさしい気質なもんだから、自分のことを心から不ふ甲が斐いなく思い、しかしだからこそむしろ余計に燻くすぶって空回っては、また周囲の優しい人々に当たってしまう……そんな役回りに徹てつすることにするよ」

「勇者の冒険譚に、そんな厄やつ介かいな腫はれ物ニート息子むすこ的ポジションはいらん！」

　師匠が全力でファルディオを否定する。しかしファルディオは早さつ速そく膝ひざを抱かかえて体育座りし、ぶつぶつと俗ぞく世せに対する恨うらみ言ごとを呟き始めた。……な、なんて駄だ目めな大人なんだ！

　とにもかくにも、今回の一件で二人の心が完全に折れてしまった。まあ、ＲＰＧで最初に出会う雑魚ざこモンスターに１ダメージも与あたえられず負けたら、ぼくもそのゲーム投げ出さない自信がない。

　また、ぼくと師匠がこれまた無む闇やみに強いものだから、変に慰なぐさめの言葉をかけても、逆効果にしかならなそうだ。今になって、さっきぼくの応援の何に彼等がイラついたのか、少し理解できた気がする。

　ぼくは雰ふん囲い気きを切り替かえる様に「とりあえずさ」と切り出した。

「二人とも、怪け我がはそうでもないみたいだけど、土やら草やらで汚よごれが酷ひどいよ？」

　ぼくの言葉に、自分の体を見回す二人。それぞれ、毛や服が惨さん憺たんたる有様だ。

　その様子を見て、師匠が提案した。

「確か少し戻もどったところに、小さな沢さわがあったな。私とトオルはここで待っているから、そこで軽く汚れを落としてくるといい。あ、それとすまないが、ついでに私の剣けんも頼たのむ。少し前についた泥どろが固まってしまっていてな」

『はーい』

　師匠から剣を受け取ると二人、素直に来た道を戻り、沢の方へと向かっていく。確か、沢があったのはここから歩いて十分ぐらい戻った地点だ。そこそこ遠い。

　ぼくは、特にすることもなく、タラタラとかったるそうに歩く（飛ぶ）二人の背をぼんやりと見守る。すると、師匠が少しだけ緊きん張ちようした様子で、こほんと咳せき払ばらいしてから話しかけて来た。

「トオル。決して仲間想おもいのキミを怒らせたくて提案するわけじゃないのだが……」

　少し気まずそうにしながらも、師匠はしかし、ハッキリと告げる。

「正直なところ私は、あの二人を勇者の苛か酷こくな旅路に同行させることに関して、再考の余地があると考えている」

「……うーん……」

　いつものぼくならすぐ反発する様な意見だけれど、今回はタイミングがタイミングだったし、なにより師匠が二人のことも考えた上で言ってくれているのが凄すごく伝わってきたので、ぼくは腕を組んで思わず唸うなった。

　本当に正直な話をすれば、ぼくは、二人とずっと一いつ緒しよに旅がしたい。戦せん闘とう力がどうこうなんて、まったくどうでもいい。だって、ぼくは二人が大好きだから。二人と居て、すっごく楽しいから。

　でも勘かん違ちがいしちゃいけないのは、これは、観光じゃなくて、緩ゆるくても、「世界を救うための、勇者の旅」だってことだ。別に今まさに世界が滅ほろびかけているような切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようとかじゃないからイマイチ実感湧わかないけれどさ。それでも、なんだか責任ある立場なのはぼくなりに分かっているつもりだし、なにより……。

「（ぼくはぼくで……兄さんを助けるために、絶対旅を成功させなきゃだし）」

　二人には勿もち論ろん、師匠にも明かしていないことだけれど。ぼくは、女め神がみ様に会って、自分の命を代だい償しように、兄さんの命を救って貰もらう計画を立てている。これは、ぼくにとって最優先の命題だ。兄さんは勿論……母さんのためにも……絶対に……！

　だから、その上で邪じや魔まになる要素は、心を鬼おににしてでも斬きり捨てなきゃいけない。

　それが、ルウとファルディオだというのなら、本当に悲しいけれど、それでも……。

　ぼくが黙だまり込んでいると、師匠が更さらにだめ押しの言葉を続けて来る。

「しかも今回の旅は、今までにはないイレギュラーな事態まで起こり始めている」

「魔人の……ことだよね？」

「ああ、そうだ」

　師匠と二人、思わず目を伏せ、考えこむ。

　魔人。魔物の能力と、人間以上の知能を併あわせ持つ、敵。……そう、敵。誰だれ彼かれ構わず襲いかかる魔物とも違い、明確にぼくの……勇者の命を狙って動いてくる、敵。

　少し前、ぼくらは闘とう技ぎ都市ルザルでそれに関かかわり、なんとかこれを撃げき退たい、捕ほ縛ばくまでした。けれども、依い然ぜんとしてその生態や目的は謎なぞだらけ。あと何体いるのかも、組織立って動いているのかも、何もかもが謎。

　だけどその能力の恐おそろしさは、前回の一件で充じゆう分ぶん身につまされていて。それが今後も敵意を持って襲ってくるかもしれないことを考えると……。

　師匠がぽつりと呟く。

「酷こくなことを言うようだが……あの二人を守りながらやっていける余よ裕ゆうは、ないかもしれない。それは、トオルや私が危険なのは勿論だが、なにより彼らが……」

「うん、ぼくも分かってるよ。……えへへっ、それにしても、師匠は凄く優しいよね」

「そ、そんなことはない。私は……」

　照れ隠かくしをする様に、ぷいっと顔を逸そらす師匠。だけど、耳が真っ赤で、今どんな顔しているのかはぼくにバレバレだ。

「（師匠と二人旅か。少し寂さびしいけれど、でも、実際それが一番いいのかも──）」

　そんなことを考え始めた、矢先だった。ふと気付けば、さっきまで燦さん々さんと照っていた太陽の光がかげって──

《────》

　──次の瞬しゆん間かん、ぼくと師匠はアイコンタクトさえ交かわすことなく、咄とつ嗟さにその場から飛び退のいた。直後──

〈ズ────ンゥゥゥゥゥゥゥウウウ……！〉

「くっ!?」「うわぁ!?」

　状況を認にん識しきする以前に、ぼくらの体を猛もう烈れつな衝しよう撃げき波はが吹ふき飛ばす。まるで空気の津つ波なみにのみ込まれた様だ。あまりの風圧に息さえ出来ず、体はぐるんと回転し、凄すさまじい浮ふ遊ゆう感かんで最早重力の方向さえ分からない。

　足からの着地は諦あきらめ、必死で体を丸め込む。次の瞬間には背中から激しく地面に落ち、ぼくはそのままゴロゴロと転がった。

「────っ」

　視界がぐらぐらとし、今にも吐はきそうな程ほどに気持ち悪い。けれども、ぼくは草を手で摑つかんで無理矢理勢いを殺し、力の限り踏ふん張って立ち上がった！

　すぐに状況を確認する。目の前にはもうもうと立ちこめる土つち煙けむり。そしてぼくの少し前には、既すでに体勢を整え終えている師匠。

　相変わらず敵かなわないなぁと思いながらも、自分もすぐに棒状の武器──ミョルニルロッドを構え、状況把は握あくに努める。

「（さっきまでぼくらが居た、まさにその地点に……何かが、着ちやく弾だんした？）」

　考える前にとにかく咄嗟に避よけたけれど、目の前の状況……隕いん石せきでも落ちたかの様にもうもうと土煙が立ちこめる場を見ると、そう間違ってはいなそうだ。

　問題は、どこからこの、大たい砲ほうみたいな攻こう撃げきを受けているかということ──

「そうじゃない」

　首を回して辺りを見ようとした矢先、まるでぼくの思考を読んだかの様に師匠が、土煙の方から視線を動かさないままで呟く。

　彼女はそのまま、くいっと、顎あごで着弾地点の方を指した。

「敵は、まさに、あれそのものだ」

「え──」

　意味が分からず、戸と惑まどいながらも前を見やると……薄うすくなり始めた土煙の中に、ゆらりと、巨きよ大だいな丸っこい影かげが動いたのが見て取れた。

「な──」

　驚おどろいたのも束つかの間。影はそのままぐにょんと、まるでゴムボールを手で上から押し潰つぶした時の様に横へと伸のびると、次の瞬間──

〈ピゥ────！〉

　風を切り裂さく音と共に、あたりの土煙を巻き上げながら、まるでロケット花火の様に上空へと飛び立った！

「うぇぇ!?」

　まるで状況が理解出来ず。ただただ戸惑うぼく。上空を見上げると、それがどうやらピンクの丸っこい何かだとは分かったものの……遠すぎて、それ以上は分からない。

　流石さすがの師し匠しようも動どう揺ようした様子で額に汗あせを一筋垂らしつつ、応じてきた。

「私はなんとなくアレの正体を察せられたが……し、しかし、それにしても、まったく意味が分からない。なんだ、あの規格外すぎるサイズと能力は」

「し、師匠？　ぼくもよく分からないけど、と、とにかく今は……」

「あ、ああ、そうだな。とにかく今は……」

　ぼくと師匠がそんなやりとりを交わしている間にも、上空の物体は落下を始め、そして「ごぉっ」という風を押し潰す様な音が辺りに響ひびき渡わたり始めた直後──

　──信じられない速度で、ぼくら目がけて降ってきた！

『……避ける！』

　ぼくと師匠は再び、その場から飛び退く！　今度は心構えが出来ていた分、飛び退きながらも状況をしっかりと目視することが出来た。落下してきた物体と、丁度、目が合う。

　巨きよ体たいに似合わずつぶらで、真っ赤な瞳ひとみをしたそれは──

「──え」

「やはり、そうか……」

　──つい先程までファルディオ達が戦っていたモブラビットを大おお幅はばに巨大化させた……横よこ綱づな版モブラビットとしか言い様がない魔ま物ものだった。

〈ズ──────ンゥゥゥゥゥゥウウ！〉

　再び、地響きと共にとてつもない衝撃波が発生し、ぼくらは大きく吹き飛ばされる。が、今回はぼくも風圧を考え、器用にバク宙で勢いを殺すことでなんとか足から着地し、即そく座ざに武器を構えた。よし、これで次はぼくらが攻撃する番──

〈ピゥ────！〉

「え？」

　耳を突つき抜ぬける笛の音の様な風切り音にハッとして視線を上げると、既に、またもピンクの巨体は上空に飛び去ってしまっていた。太陽の眩まぶしさに目を細めながら呆ぼう然ぜんとしていると、師匠が珍めずらしい言葉を吐く……。

「こ、これは……案外、まずいかもしれないぞ、トオル」

「へ？　師匠？　どうしたの？　あのモブラビットの親玉みたいなのの、なにが問題？　あ、師匠、今武器が……」

　そういえば、師匠の剣は今ファルディオ達が持っていちゃっているんだっけ。

　ぼくはしかし、彼女を安心させる様に自らの胸をトンと叩たたく。

「大だい丈じよう夫ぶっ！　あの程度なら、武器なし師匠とぼくでも全然いけるよ！」

「そう……だろうか？」

「？」

　言っている意味が分からず、首を傾かしげるぼく。確かに、意外な攻撃方法と姿にびっくりはしたけれど……なんか丸っこくて可愛かわいいし、攻撃単調だし、ぼくと師匠なら、そこまで脅きよう威いに感じるほどの敵じゃなさそうだけれど。事実、攻撃避けるの楽だし。

　暢のん気きに構えるぼくに反し、師匠は上空の敵を見み据すえながら、深刻そうに呟つぶやく。

「こ、こんなギャグみたいな敵と攻撃手法に、この言葉を使う日がくるとは遺い憾かんにも程があるのだが……」

「？　えーと？　どうしたのさ、師匠」

　彼女が何を言っているのか意味が分からず聞き返すぼく。師匠は……そこで初めてぼくの方を見て、蒼そう白はくな表情で、口を開いた。




「対たい抗こう手段が、一いつ切さい、思いつかない……！」




「へ……？　い、いや、そんなの、ただ降りてきた時に攻撃すれば……」

　そう答えている間にも、落下してくるモブラビットのボス……略して、ボスラビット。

　ぼくはそれを避けると、今度はさっきよりも急いで攻撃に転じようと──

〈ピゥ────！〉

「…………」

　──全然間に合わなかった。落下攻撃とそれに付ふ随ずいする衝撃波を避けているうちに、素す早ばやく飛び立たれてしまっている。つまり、ぼくらの攻撃ターンが、来ない。

　だったら──と、今度は、師匠とぼく、二手に分かれ、片方を狙ねらって落下したところを、隙すきをついてもう片方の人間が攻撃することにする。今回は……ぼくの方に、ボスラビットが落ちてきた。というわけで、ぼくの回かい避ひ直後、師匠が、剣けんこそ持たないながらもその素早い身のこなしの体術で──
















「ぐ──!?」

　──ボスラビットに攻撃しようとするも、落下直後の凄まじい衝撃波に阻はばまれ、とてもじゃないけど近づけない。それどころか細かい砂じや利りや石が飛び散っているせいで、高速で飛び込めば飛び込む程、むしろこちらが深刻な大ダメージを負いかねない。

　一応、勇者の力をアテにして、師匠が引きつけている隙にぼくが攻撃に打って出てもみたけれど……結果は予想通りの惨ざん敗ぱい。

　こうなったらと、忠告する師匠を無視してぼくも大跳ちよう躍やく、敵の落下中にボレーシュートよろしく勇者パワーの蹴けりを繰くり出してみるも──

〈ぐにょん……〉

「へ……？」

　ボスラビットのまるっこい体が器用に変形し、ぼくのキックがすかされる。そして……。

〈はしっ〉

「へ？……って、う、うわぁああああ!?」

「と、トオル!?」

　その柔やわらかい手で足首を摑まれ、そのままぼくごと落下する！　間かん一いつ髪ぱつというところでどうにか脱だつ出しゆつ出来て助かったものの、一歩間違えば大惨さん事じだった。

　再び飛び上がったボスラビットを見つめて、ぼくは呆然と呟く。

「い、今のって、一体……。ぼく、死角から、凄すごくいいタイミングで攻撃したのに……」

「耳だ」

「え？」

　ぼくの疑問に、師匠が顔を青ざめさせたままで応じる。

「さっきも説明したじゃないか。モブラビットは、聴ちよう覚かくが発達した魔物。ただでさえ攻撃タイミングの限られた私達の動きは音によって完全に感知され、加えてあの体の柔じゆう軟なん性。こうなると、いかな私の攻撃速度だろうと、無む駄だだろうな」

「えーっと。つまり、ぼくや師匠の攻撃ターンは回って来ず、空中という唯ゆい一いつの攻撃タイミングには確実にカウンターを喰くらうと。ふむふむ、となると、えーと、どういうことだ？」

　こちらの攻撃手段なし。あちらの攻撃は一撃死レベルな上、衝撃波のせいで避けるのも相応に神経を消しよう耗もうする。石やら砂利の飛散による地味なダメージの蓄ちく積せきもあり、いつかは事故的にやられる可能性が非常に高い。と。ふむふむ。なんだ、つまり、これ……。

「え……う、噓うそ、でしょ？　もしかしてぼくら……つ、詰つんでる？」

　上空のボスラビットを見上げながら、呆然と呟くぼく。

　師匠は、深い溜ため息いきの後、喉のどを震ふるわせながら応じてきた。

「認めがたいことだが……あんな、結局はモブラビットのちょっとした上位種でしかなく、攻撃も単調で、なによりビジュアルが恐おそろしくトボけたあのおデブちゃんに……勇者と、一応は、二年連続闘とう技ぎ大会優勝経験者たるこの私が……全くもって、為なす術すべなしだ」

「そ、そんな馬ば鹿かな……！」

　啞あ然ぜんとするぼく。謙けん虚きよな姿勢は常に必要だと分かりつつも……やっぱりぼく、アレは正直普ふ通つうに勝てて当然の敵だと未いまだに思っちゃうけど!?　あのビジュアル的に！　単調すぎる攻撃的に！　なにより、驚く程ほどのなんの物語的な因いん縁ねんの無さに！

　でも確かに、ＲＰＧでもたまにあるかも、こういうこと！　ただの雑魚ざこ敵なんだけど、出会うタイミングとか能力相あい性しようが悪すぎて、ボスより苦戦した挙句、まさかのゲームオーバーになってしまうこと！　え、でもまさか……。……ええ!?

　再び、ぼくと師匠目め掛がけてボスラビットが落下してくる。慌あわててかわすぼくら。

「く……!?」

　攻こう撃げきに慣れてきたこともあってそこそこ余よ裕ゆうを持ってかわしたと思ったのに、想定以上の衝しよう撃げき波はとつぶてがぼくらを襲おそう！

「（くそっ、耳でぼくらの動きを察知して、あの器用に変形する体で落下地点を微び調ちよう整せいしてきてる！　これ本当に厄やつ介かいだ！）」

　即座に飛び上がるボスラビットを見上げながら、ぼくらの頰ほおを冷や汗が伝う。

　まずい……いつ完全に捉とらえられてもおかしくない状じよう況きようだ。喰らえば確実に一撃必殺。かするだけでも大ダメージ。大きく外してさえくれない。カウンターも無理。……最初に師匠が言った通り、ふざけているのかってほど、対抗手段が全く思いつかない。

『…………』

　師匠と二人、為す術なく敵の上じよう昇しようを見守る。しかもそこに加えて……。

「おーい、トオル、セシリアー。凄すげぇ音してたけど、随ずい分ぶん激しい稽けい古こだなぁ。おい」

「お待たせしましたぞ、ご主人！　ルウ、冷たい水で顔洗って、しゃっきりさんですぞ！」

『!?』

　最悪のタイミングで、二人が帰ってきてしまった！　まずい！　全く考こう慮りよしてなかったけれど……ぼくと師し匠しようならギリギリアレを避よけ続けられても、二人にはとても無理じゃないか！　それどころか、ぼくら自身にだって二人をかばっている余裕がない！

　血の気がすっと引いていくぼくと師匠。次で決めるとばかりに、更さらに上昇していくボスラビット。ぼくたちの視線の先を見て、ぎょっと顔をしかめる二人。

「な、なんだありゃあ？　でっけぇ……えと……饅まん頭じゆう？」

「いやいや、色合い的にはさっきのモブラビットっぽいですが……サイズが……」

「二人とも、逃にげて！　親玉が出て来たんだ！」「と、とにかく私に剣を！」

　ぼくと師匠の言葉に、キョトンと首を傾げる二人。そうして、数瞬後……二人は突とつ然ぜん、ニヤッと笑い、信じられないことを言い出した。

「おっしゃあ！　じゃあ、今度こそ雪せつ辱じよく戦せんだな！　油断さえしなけりゃ、この大魔ま導どう師したる俺様は負けねぇぜ！」

「そうですな！　ボスを倒たおせば、ルウ達の汚お名めいも濯そそがれるというものですな！」

『はぁ!?』

　状況が全く分かっていない彼等の言葉に、師匠と二人、啞然とする。

　な、な、なに言ってるのこの二人は！　状況分かってないの!?　本当の弱者って、敵との実力差が分からない人のことを言うらしいけど……まさにそれなの!?　こんなに地面がクレーターだらけになってるのに!?

　師匠とぼくがもう、本当にどうしようもなくパニクる中。

　二人は無駄に不敵に笑い……そうして、ファルディオが杖つえを構え、ルウが何かを口に含ふくんだ。

「よっしゃ、いっちょやったるか、毛玉！」

「はいですぞ、自じ称しよう大魔導師！　二人の反省会の成果、とくと見せてやりましょうぞ！」

「ば、馬鹿っ、お前等、アレはさっきのモブラビットとは全く──」

　師匠の言葉にも全く耳をかさず、戦せん闘とうの準備を進める二人。そうこうしている間にも、遂ついに頂点まで……最も早はや肉眼では点としか確かく認にん出来ないレベルまで飛び上がり……そして、いよいよ落下を始めるボスラビット。

　ぼくと師匠の心が絶望に染まる中、しかし空気を読まない二人は、意い気き揚よう々ようとボスラビットに対たい峙じする。

　まず、ファルディオが杖に精神力を集中させ、呪じゆ文もんを唱えた。

「ハイクオリア！」

　杖から放たれた光が、落下中のモブラビットを覆おおう。確かに、あの魔法は回避不能。すぐに変形するボスラビットにも当たる。だけど……それだけだ。

「（今いま更さら敵の感覚強化して、なんになるんだよ！）」

　既すでに落下は始まっている。代だい償しようとして何か奪うばうにしても、極きわめて小さな部位だけ。焼け石に水程の効果も期待出来ない。

　しかしファルディオは妙みようにやりきった表情でさがると、「ほれ」とルウを促うながした。

　前に出たルウが、自信満々で必殺技わざを繰り出す。

「喰らいなされ！　《鮮烈なる太陽の恵みビビツド・サン》！」

「（それに至ってはモブラビットにさえ効かないのが実証済みだし！）」

　もう、グダグダである。確かに、誘ゆう導どう性能が進化した《鮮烈なる太陽の恵みビビツド・サン》なら、高速落下中にも問題無く目を狙えるかもしれないけれど……。

「（そもそもぼくらの攻撃さえかわすほど聴覚が発達しているヤツに当たるわけがないし、たとえ当たったところで、視覚潰つぶしても全く意味がないし……）」

　もうホント、色んな意味でグダグダだ。見れば、師匠もどうやらぼくと殆ほとんど同じ思考を辿たどっているらしい。珍めずらしく苛いら立だった様子で歯ぎしりしている。

　ぼくと師匠は目を見合わせると、頷うなずき合う。こうなったら身を挺ていしてでも二人を助けよう。ぼくらがそう決意した……その、矢先の出来事だった。

《ピィィィィイヤァァァァァッァァァァアアアア！》

『……え!?』

　突とつ如じよ、あたりに甲かん高だかい獣けものの悲鳴が響ひびき渡わたる！　何事かと思って上空を確認すると、そこには……目を必死に押さえながら悶もだえるボスラビットの姿があった！

『え……』

　何が起こったのか分からず、呆ぼう然ぜんとするぼくと師匠。

　ボスラビットはそのまま、必死に悶えに悶えまくると、軌き道どうはすっかりぼくらから逸それていき、しかも著いちじるしくバランスを崩くずしたまま、最後にはその頭から……。




〈ズ────ドォォォォォオオオオオオオオオン！〉




　見事に、地面へと落下した。ぼくらから離はなれた位置で激しい土つち煙けむりがあがり、そして……。

『……え、ええ!?』

　信じられないことに。

　土煙の中から、キラキラと大量の光が──魔物消しよう滅めつの光が天に昇のぼっていく光景が展開される。……そりゃ、あの速度で頭から地面に突つっ込んだら、そうなるだろうけど……で、でも、そんな……つまり、だって、これは……。

「へっへー、どんなもんだい！」

「おおっ、やりましたなっ、ファルディオ！」

　ぼくと師匠が呆然とする中、二人が嬉うれしそうにハイタッチをかわす。

　全く意味が分からず口をぱくぱくさせるぼくらに、二人は、相変わらずの軽い調子で説明してきた。

「ああ、今のはな、ルザルの時の応用よ！　ハイクオリアで痛覚を強化して、代償にヤツの鼓こ膜まくを奪った。これでダメージ倍増な上、ご自じ慢まんの聴覚を封ふう印いんよ！」

『あ……』

　そのあまりにシンプルな作戦に、ぼくと師匠は目から鱗うろこが落ちる思いだった。

　更にルウが続ける。

「そこに、ルウの《鮮烈なる太陽の恵みビビツド・サン》ですぞ！　聴覚が封印された状況ならば回かい避ひされることもありませんですし、残された視覚を潰すことに意味も出て来ますぞ！　それに、今回飛ばしたのは、先程より更に酸すっぱくて臭くさい強きよう烈れつな果か汁じゆう付きの種ですからな！」

　空いた口が塞ふさがらないぼくと師匠。ルウがえへんと胸を張りつつ続ける。

「ただでさえしみる種が、ハイクオリアで痛覚を強化された目にあてられたら……うぅ、想像しただけで恐ろしい威い力りよくですな！　そうなればもう、聴覚と視覚を封じられ、激しい痛みに襲われる中落下している魔物の行く末は……自じ滅めつの一いつ択たくですぞ！」

『…………』

　もう、何も言えないぼくと師匠。

　二人はしかし、どうも自分達のしたことを「雑魚への雪せつ辱じよく」程度にしか思っていないらしく、それほど誇ほこるでもなく、むしろまだ雑魚への敗北を気にしているのか、かなり謙虚な態度に出てくる。

「まあ正直お前等みたいに正面切って勝ったわけじゃねえし、頭脳プレーでしかねぇけど、ここまでやれりゃあ充じゆう分ぶんだろ？　な？　それにほら……俺様は天才大魔導師だから当然としてもだ、この毛玉の頑がん張ばりぐらいは、多少評価してやってほしいっつうか……」

「そうですぞご主人、セシリア殿どの！　ファルディオはまあ性格的にアレですが……しかし、禁きん忌き魔法の限定的な有用性と、それを的確に使いこなす才能だけは、実際素す晴ばらしいと思うのですぞ！　ですから、どうか、お二人とも……」

　ぼくらの評価を気にする様に、ちらちらこちらを見てくる二人。

　そんな二人に、ぼくらは思わず顔を見合わせ。

　そして……その、きっかり五秒後。




『誠まことに、申し訳御ご座ざいませんでしたぁぁぁぁぁぁぁあああああああああああああ！』




『へ？』

　師匠とぼくは、地面に頭をこすりつけて、全力で土下座したのだった！




　　　　＊




「なーるほどぉ」「酷ひどいですぞっ、ご主人！」

『面目ないです……』

　師匠と二人地面に膝ひざをつけたまま事情を話し終えると、ファルディオとルウはすっかり呆あきれた様子でぼくらを見下ろしていた。

　しばらくの間、やれ薄はく情じようだのやれ思い上がっているだの言いたい放題言われるものの、流石さすがに今回ばかりは言い返す言葉もないぼくと師匠。

　そんなぼくらの神しん妙みような態度を受けてか、二人の文句も割と早く底を尽つき、それどころか、ルウとファルディオは困った様に顔を見合わせた後、不思議なことを言い出した。

「っても、まあ実際んとこ、わざわざ俺様や毛玉が助けなくとも、お前等二人ならあの程度の雑魚ざこ、どうとでもなったんだろうけどなぁ」

『？』

　師匠と二人、首を傾かしげる。いや……ぼくらは実際あの敵に完全に詰つんで……。

　しかしぼくらの疑問にも気付かず、二人は旅支じ度たくを再開させ、ぼくらに背を向ける。

　ファルディオの言葉を、ルウが「ですな」と話を引き取った。

「まあ流石にこのお二人程の力があれば、いくらでも対処法はありますものなぁ」

『え……』

　二人が支度を進める背後で、ぽかんと動けずにいる師匠。しかし二人は全く気付かず、まるで弾はずむように軽快なやりとりを続ける。

「ああ、実際トオルの腕わん力りよくがありゃ、そこらの石いし礫つぶてをテキトーに投とう擲てきするだけで充分だしな。いくら超ちよう聴ちよう覚かくとはいえ数撃うちゃあたるだろ。別に外してもそんなにデメリットねぇし、少なくとも落下軌き道どう逸そらすだけなら充分だ。自ら直接攻こう撃げきなんて、愚ぐの骨こつ頂ちようだな」

「あ」

「それで言ったらセシリア殿だってそうですな。その速度や技術があれば、ボスラビットが着地する寸前に跳ちよう躍やく、すれ違ちがうようにして敵の頭上をとってから、攻撃すればいいだけですしな。次の飛び上がり攻撃も防げて一石二鳥ですぞ！　実際あの衝しよう撃げき波はにわざわざ正面から立ち向かうなど、愚の骨頂と言えますなぁ」

「あ」

　ぼくと師し匠しようはすっかり啞あ然ぜんとするも、二人はまだ気付かず会話を続ける。

「そもそもの話、不意打ち喰くらうケースさえ除けば、一いつ般ぱん人でも全然対処法がある類たぐいの敵だよなぁ、あれは。一見派手なだけで」

「ですなぁ。一番簡単なのは、落下地点の調整ですかな」

「そうそう、地じ盤ばんのゆるいところなり、落とし穴なり、水の中なりに落とせばそれで終わりだろ？　基本、落下地点に何か仕し掛かけるだけで完かん封ぷうだ」

「ふむふむ、なんでしょう、むしろこんなに弱点のある敵も珍しいですな！」

「ああ、あんなのに負けるヤツなんてそうそういねぇさ……って、あれ？　おい、二人とも、どうした？　そろそろ旅再開しねぇの？」

　ふと、ファルディオがぼくらの様子に気がついて振ふり返る。ぼくらはと言えば……。

『……はーい』

　どんよりとした気持ちで立ち上がり、率先して二人の荷物を持ち、旅を再開させる。

　身軽になったルウとファルディオは、今やすっかり上じよう機き嫌げんだ。

「うむっ、しかしそれにしても俺様はやはり大魔ま導どう師しの器うつわたる男だな！」

「まあファルディオ個人の才能はさておき、このパーティに隙すきがないのは間違いないですな！　ご主人の力とセシリア殿の技、そして我らの知ち謀ぼう知略をもってすれば、乗り越こえられぬ困難などありませぬな！」

　ここで流石に、師匠が調子に乗る二人へと注意の言葉を投げかける。

「む、勇者の旅をあまり侮あなどるものじゃないぞ、二人とも。こういうことには、常に思わぬ落とし穴が待ち受けていることを想定して──」

「勇者と騎き士しが雑魚相手にえらく苦戦したりとかな」

　ファルディオがニヤニヤ笑いながら振り返る。ルウもまたニヤつく中、師匠は「貴様……」と歯ぎしりし、しかし今日ばかりは何も言い返せないといった様子で引き下がる。

　悔くやしそうな師匠に、ぼくは苦く笑しようして声をかけた。

「まぁ、こればっかりは仕方ないよ師匠。二人を足手まとい扱あつかいしたぼくらへの天てん罰ばつだ」

「ぐ……そ、それは……そう、かもしれないが……！」

　隣となりで低く唸うなる師匠。更さらに上機嫌で前を歩くファルディオとルウ。そうして、相も変わらず真っ青な空と、爽さわやかな風。

　ぼくは師匠と一いつ緒しよに落ち込みながらも、でもどこかで、これからも、このとても頼たのもしい仲間達と楽しく旅が出来ることにホッと胸をなで下ろしたのだった。




　──でもふと、しばらく歩いたところで、ぼくはぼんやりと考えてしまう。

「（ん？　待てよ？　じゃあもし『ぼくよりも力があって、師匠より技が冴さえて、ルウやファルディオよりも知謀知略に長たけた敵』なんていうものに、他ほかに頼たよれる味方も居ない旅の道中で出くわしちゃったら──ぼくら、どうなるんだろう？）」

　いや、どうなるも何もないか。そんなのは、ＲＰＧだったらそれこそ詰むしかない場面……真の意味でのゲームオーバーだ。知略が好きな兄さんにだって、どうしようもない。

　一いつ瞬しゆんごくりと唾つばを飲み込むものの、皆みんながまた口くち喧げん嘩かを始めたため、ぼくの不安はいつもの喧けん噪そうの中にすっかり紛まぎれていってしまう。

「（ま、勇者の旅ってそれ自体にそこまで危険な要素はないんだっけ。だったら……きっと大だい丈じよう夫ぶだよね。四人で、こうやってただ楽しく、ずっと旅を続けていけるよね、きっと）」

　ぼくはそう楽観的な答えを出すと、次の瞬間にはもう師匠と二人の仲ちゆう裁さいに意識が行き、それまで考えたことなんて、すっかり忘れてしまっていたんだ。




　……後にそれを激しく後こう悔かいすることになるとも、知らずに。








第一章（裏）　レベルアップ









　陰いん々いんたる無む明みようの闇やみと、屍し肉にくの腐ふ臭しゆう、そして啄たく死し蠅ばえの羽音。

　それが、ワタシの最初の記き憶おくだ。

　気が付くとワタシは死し骸がいの山の中に埋うもれていた。

　こうなった経けい緯いの記憶はない。それどころか、そもそも、自分に纏まつわる記憶が一いつ切さいない。

　状じよう況きようは全くもって意味不明。が、少なくとも、置かれた状況が酷く不快であることだけは確かだった。

　ワタシは深く考えるのをやめると、意識を切り替かえて脱だつ出しゆつを開始した。

　脂あぶらで滑すべる腐肉に苦心しながらも、どうにか山を搔かき分けていくこと数分。ようやく外に通じる僅わずかな隙すき間まが開いた。殆ほとんど無理矢理頭を外に押し出す。

　と、次の瞬間、月明かりに照らされた針葉樹が視界に飛び込んで来た。どうやら森の中らしいが、当然ながら、それがどこかは分からない。

　ぐじゅぐじゅと不快な音を鳴らしつつも体全体を外に出し、その場で四つの足を踏ふん張ってしっかり立ち上がりながら、一体これはなんだと足あし下もとを確かく認にんする。

　そこには、堆うずたかく積み上がった白はく狼ろうの亡なき骸がらの山があった。

　相変わらず状況はさっぱりだったが、しかし二つだけ、理解出来たことはあった。

　一つは、自分もどうやらそれらの白狼と殆ど同じ姿をしているらしいこと。

　そしてもう一つは、姿こそ白狼を模しながらも、しかし自分は、彼等動物とは決定的に根源を異とする存在──




　──魔物と呼ばれる存在であること。




　それだけは、誰だれに教えられたというわけでもないというのに、不思議と自覚出来た。

　途と端たんに一切の動どう揺ようが治まる。最も早はや、それ以上に知りたいことなどは何も無かった。

　ワタシは腐肉の山を下ると、そのまま森の探たん索さくに出た。

　命の気配が希き薄はくな夜の森の中をしばらく征ゆくと、その先で小さな池を見つけた。魔物に飲み食いは不要だが、体にこびりついた血と脂は煩わずらわしく、そこで洗い流していこうと近付く。──と、次の瞬間、鼻が微かすかな違い和わ感かんを訴うつたえた。

「（毒、か……）」

　当時のワタシは言語を持たなかったが、直感的にそれが危険だということだけは理解できた。今にして思えば、白狼の大量死の原因もそれにあったのやもしれぬが……考えても詮せんないことだ。ワタシにはなんの関係もないこと。

　ワタシは踵きびすを返すと、一度だけ白狼の山の方に視線をやった後……しかし何の感かん慨がいを抱いだくでもなく、静かに、その場を後にしたのだった。




　発生してから暫しばらくの間、ワタシはただただ、漠ばく然ぜんと生きた。

　漠然と放ほう浪ろうし、漠然と眠ねむり、漠然と風に吹ふかれ──漠然と人間を襲おそった。

　それらの行動理由に関して、ワタシは論理的に説明する術すべをもたない。《彼》に出で逢あい、いくばくかの知性と言語を獲かく得とくした現在であっても、なおである。

　ただ、そうあるべきだから、そうしていた。そうとしか言い様がない。

　通常の生物ならばそれを「本能」とでも表現するのだろうが、しかしそれでも充じゆう分ぶんな説明とはなりえまい。なにせ、それは生存のためでも繁はん殖しよくのためでもなかったのだから。ただただ、人間を襲うというそれ自体が目的であり、その先には何もない。

　しかし魔ま物ものたるワタシの実感から、一つだけ語れることがあるとすれば……ワタシは人間を見た際、反射的にどうしようもないほどの「排はい斥せき欲よく」にかられるということだ。

　殺意や悪意、といったものとも少し違うように思う。ただただ純じゆん粋すいな「出ていけ」という感情。別段、ワタシは特定の場所に縄なわ張ばり意識を持っていたわけではない。事実、自らのねぐらに虫や動物がいくら迷い込もうと、心地よい住み処かを他の魔物に横取りされても、一いつ顧こだにしなかった。が。こと人間という生物に出くわした時だけは、血が沸わき立つ程ほどの怒いかりを覚え、気付いた時には暴力的な排除行動に出てしまう。

　そこに罪悪感も危機感もない。すべきことをしているだけ。ただそれだけの、はずだった。

　……ある夜、年とし端はもいかぬ子供に爪つめを振りかざした、あの時までは。




　その日もその日とて、ワタシは偶ぐう然ぜん山中で出くわした人間達に襲いかかっていた。

　当時の、未いまだ知性のカケラもなかったワタシには分かるはずもなかったことだが、今思えばそれは、人間の中でも山さん賊ぞくと呼ばれる類たぐいの集団だったようだ。正確な数こそ思い出せないが、ざっと二十人以上は居たろうか。

　ただの旅人とは違い、人ひと里ざと離はなれた場所で日々を過ごし、悪事や荒あら事ごとを生業なりわいとする者達。その性質故ゆえに「対魔物」の技術はそこらの騎士よりも数段高く、その全すべてがタチの悪い武装を持つ始末。中には「魔法武具」と呼ばれるシロモノを駆く使しする者までいた。

　彼等は残ざん虐ぎやくな笑えみを浮うかべ、武勇を得んとするかの如ごとく、意い気き揚よう々ようとワタシに対たい峙じしてきたが……。




　悲しいかな、ワタシは、強かった。




　当時のワタシ自身にその自覚は無かったが、魔物の力や攻こう撃げき性が充分に抑おさえられた《加か護ご節せつ》たる世において、ワタシの獰どう猛もうさと戦せん闘とう力は常じよう軌きを逸いつしていた。

　ワタシは前脚の一ひと振ふりで屈くつ強きような武器を軽々と手た折おり、牙きばの一嚙かみで鎧よろいを粉ふん砕さいし、血と脂に汚よごれた爪で命を刈かり取った。

　恐きよう慌こう状態に陥おちいった山賊達を、しかしワタシは逃にげ出した者を追いかけてまで駆く逐ちくして回った。それは、ワタシにしては幾いく分ぶん珍めずらしいことであった。前述した様に、ワタシが人間を襲う理由はあくまで「排斥欲」からである。そのため普ふ段だんならばわざわざ逃とう亡ぼうする人間を追撃することもないのだが、なぜだか、当時のワタシは山賊という人種がいたく気に食わなかったらしい。

　そうして武装した山賊達を一人残らず殲せん滅めつし終えた後のこと。

　ワタシは山賊達の荷物の一つ、大きな麻あさ袋ぶくろが、波打つように動いているのに気がついた。どうやら、中で何かが暴れているらしい。

　ワタシは警けい戒かいしながらも近付くと、蠢うごめく麻袋に向かって爪を振りかぶった。が、ワタシはそこでふと逡しゆん巡じゆんした。中に生物が居ることは明白であったが、しかし、もしかしたらそれは人間ではなく、ただの動物であるかもしれないと考えたのである。

　当時のワタシは決して慈じ悲ひ深ぶかい存在ではなかったが、しかし、無益な殺せつ生しように愉ゆ悦えつを覚える類のそれでもなかった。

　ただただ純粋に、魔物であった。

　漫まん然ぜんと生き、特に目的は無く、無む闇やみに人間への憎ぞう悪おを抱き、襲しゆう撃げきす。それだけの存在。

　しかしだからこそ──ワタシは未だに、あの時のことが、理解出来ない。

　なぜ。

　麻袋の口くち紐ひもを緩ゆるませ、転がる様に飛び出してきたのが──まさにその、人間の幼子であったというのに。




　ワタシは爪を、振り下ろさなかったのか。




「うわぁっ！　おかーさん！　おかーさん！」

《…………》

　それは、四～五歳の女児であった。今改めて振り返ってみると、その身み形なりは一いつ般ぱんの人間よりも幾いく分ぶん華か美びであった気がする。恐おそらくは山賊に拐かどわかされでもしたのであろう。

　しかし、当時の、純然たる魔物であったワタシにそんな事情など分かろうはずもない。

　分かろうはずもないのだが……ワタシは、ただ爪を振り上げて、そのままであった。

　女児はしばらく泣きわめいた後、一瞬だけ、ワタシの姿を不思議そうに見つめ……しかし次の瞬間にはすぐに周囲の惨さん状じように気付き再び恐慌状態に陥ると、そのまま、何度も転びながら山を駆かけ下りていってしまった。

　ワタシはしばらくその背を見送ったが、しかしすぐに興味を失い、当時ねぐらにしていた山頂の方へと足を向けた。

　その時のワタシの心持ちは、相変わらずの無であった。喜びも悲しみも充足感もない。

　ただし、同時に、本能に背そむいた罪悪感や焦しよう燥そうもまた、無かった。




　女児を一人見み逃のがした途端、なぜだか全てがどうでもよくなっていたのだ。




　体にまとわりついていた重い鎖くさりが一つ、外れた様な解放感だった。

　一体、自分はなぜ躍やつ起きになって山賊を追撃していたのだろうか。女児を逃がしたことよりも、むしろ、それまで人間を懸けん命めいに襲っていたことの方に、ワタシは疑問を抱いた。

　人間への敵てき愾がい心しんが消えたのとも少し違ちがう。興味を失った、というのが最も正解に近い。

　それは、初めてワタシの心に、「余よ裕ゆう」と呼べる様な、些さ細さいな隙間が出来た瞬しゆん間かんだったのかもしれない。不可解でこそあれど、決して不ふ愉ゆ快かいではなかった。

　ワタシは岩がん壁ぺきの足場を軽快に跳とび渡わたり頂上へと向かう。そしてそのまま、当時ねぐらとしていた、見晴らしのいい大岩の上へと跳ちよう躍やく──




「ああ、おかえりなさい。意外と遅おそかったね？」




　──した直後、そこに人型の「先客」が居たことに気がついた。

《!?》

　ワタシは生まれて初めて戦せん慄りつした。全く油断していなかったと言えば噓うそになる。しかしそれにしても、ここまで生物に接近して気配に気付かないというのは、ワタシにとって未み曾ぞ有うの異常事態であった。

《ゥゥゥゥゥ！》
















　ワタシは即そく座ざに構え、低く威い嚇かくの唸うなり声を上げた。しかし先客はと言えば、大岩に腰こし掛かけて足をぶらぶらさせたまま、全く構える素そ振ぶりもない。

　風に雲が流れ、隠かくれていた月がその姿を現す。

　ワタシはそこで初めて、月明かりに照らされた「先客」の姿を確認した。

《────》

　それは、魔物であるワタシでさえ、目を奪うばわれる程の美び貌ぼうを誇ほこる少年だった。

　月光に煌きらめく長い銀ぎん髪ぱつ。向こうの景色が透すけて見えそうな程に白い肌はだと、儚はかなく繊せん細さいで華きや奢しやな体たい軀く。騎き士しの制服にも似たどこか堅かた苦くるしい衣い装しように身を包んでいるが、その割に一いつ切さいの武器や防具を身につけていない。首元に提さげられた綺き麗れいな水色の鈴が、彼の動くたびに「ちりん」と高い音を鳴らす。

　人里離れた山中に居る人間としては、場違いにも程がある軽装であった。

　だというのにも拘かかわらず……このワタシをも気け圧おす、圧あつ倒とう的てきな存在感。

　ワタシは、影かげを縫ぬい付けられたかの様に動けずにいた。

　緊きん張ちようを増すワタシとは対照的に、そのうち鼻はな唄うたでも始めるんじゃないかというほどに、酷ひどく上じよう機き嫌げんそうな少年。

　しかし警戒を緩めるわけにはいかない。ワタシは、更さらに唸りを大きくし、威い圧あつした。

　──と、次の瞬間、彼はいっそ不気味な程に滑なめらかな動作で立ち上がり、ワタシへと対峙した。

　全身が総毛立つ。

　来る、という予感。これまでも手て練だれと呼ばれる人間達の攻撃に多少の緊張を抱いた経験はあったが、それらとはまるで次元が違う。攻撃や負傷の予感じゃない。

　圧倒的な、死の、予感。

《オォォォォォォ！》

　ワタシは、必死で絶望に飲まれまいと、自らを鼓こ舞ぶするように遠とお吠ぼえする。

　そうして、せめて一いつ矢しだけでも報むくいて死のうとワタシが全身に力を滾たぎらせる中。

　彼は極きわめてゆっくりと、しかし隙すきのない動作でこちらに手を伸のばし──




「ねぇ、キミさ。突とつ然ぜんだけど、もしよければ……ボクの友達に、なってくれないかな？」




　──あまりにも無む邪じや気きで屈くつ託たくのない笑顔と共に、握あく手しゆを求めてきた。

《…………》

　ワタシは暫く固まってしまった。そこで起こっている何もかもが初めての経験で、自らを取り巻く世界がガラリと変質してしまったかのようで。しかし──

「あ、き、聞こえなかったかな？　あの、もう一度言うけど、ボクと友達に──」

《……ガゥッ！》

「うわぁ!?」

　──残念ながら、当時のワタシに、人間の言語が理解出来るわけがなかった。

　ワタシの爪による渾こん身しんの一撃を慌あわててかわし、「タンマ、タンマッ！」と、先程までの神秘性はどこへやら、跳はねる様に大岩を降りて逃げ惑まどう少年。これぞ好機とばかりに、彼の背後から攻撃を仕掛け続けるワタシ。しかしどういうわけか、少年の動き自体は極めて鈍どん重じゆうそうなのに、全く攻撃が当たらない。まるで完全にこちらの動きが予測出来ているかのようであった。

　少年は追撃をかわしながらも、真しん剣けんに焦あせった表情で、ワタシの説得を試みる。

「ちょ、ちょっと話を聞いて──って、そうか、まだ無理なのか──って、わぁ!?」

《グルゥ！》

　しかし無視して攻撃を仕掛けるワタシ。また逃げる少年。追うワタシ。…………。

　結局。

　この、妙みように緊張感に欠ける、山の頂いただきを舞ぶ台たいとした鬼おにごっこは──朝日が昇のぼりワタシが疲ひ弊へいするまで、延々と繰くり広げられることとなったのだった。




　　　　＊




　これが、ワタシと《彼》──ヨルが、初めて出で逢あった日の出来事。

　そして。

　ワタシがただの魔物から、知性と言語、そして《能力》を獲かく得とくせし魔物──




　──《魔ま人じん》へと進化を果たした日の、出来事である。








第二章　ディナータイム









「ただいまー！」

　帰宅してドアを開けると同時に、中へ向かって元気に挨あい拶さつをする。けれど、しんとした闇やみの奥からは誰だれの声も返ってこない。ただ、人感センサーだけがぼくを歓かん迎げいするように反応して廊ろう下かに光を灯ともしてくれた。

　ぼくは靴くつをきちんと揃そろえると、一いつ旦たん廊下脇わきの子供部屋に寄ってランドセルを置いてから、リビングへと向かう。

　ドア脇のスイッチを押して灯りをつけ、カーテンを閉め、冷れい房ぼうを入れる。ふと時計を見やると、もう七時過ぎだった。スポーツチャンバラの練習に出る日はいつも遅くなってしまうけれど、それにしても今日は帰宅が少し遅すぎたかもしれない。

　ぼくは反射的に謝りたくなり、誰にともなく「ごめんなさい」と呟つぶやいてみるも、その謝罪は誰に届くこともなく、宙へと消えていく。……わざと少し五月蠅うるさいぐらいの勢いで買い物袋ぶくろをテーブルに置いた。

　洗面所に寄った後、コンビニで買って来たお弁当とお新しん香こをテーブルに並べ、冷蔵庫から取り出したペットボトルの麦茶をコップに注ぐ。一通り夕食の準備を終えると、ぼくはテレビをつけ、一番賑にぎやかなバラエティ番組にチャンネルを合わせてから、「いただきます」と丁てい寧ねいに手を合わせた。

　特にテレビを見るでもなく黙もく々もくとご飯を食べ始めるぼく。やはり漬つけ物は美味おいしい。ぼくの一日の食事における、唯ゆい一いつの楽しみだ。

　兄さんが長期の入院生活に入って以降、喋しやべる相手のいない食事は、十五分かからずに終わってしまう。ぼくは弁当の空き容器とコップを流しに運び、丁寧に洗ってから、ゴミは分別し、コップを水切り棚だなに置いた

「……ふぅ」

　夕食の片付けを終えて、ソファに寝ね転ころぶ。

　ふとテレビに目をやると、お笑い芸人さん達が、なんだか物もの凄すごく楽しそうにじゃれあっていた。話の流れは全然分からないけど、不思議とぼくまでニヤけてくる。誰かが仲良さげに笑い合っている姿って、それだけ無条件にとても幸福な気分になれるから、ぼくはバラエティ番組やお笑い芸人さん達が大好きだ。

　だけど……なぜだろう。

「…………いいなぁ」

　ぼくは誰にともなくぼんやりと呟くと……賑やかなスタジオの音をＢＧＭに、いつもの様に一人、手によく馴な染じんだ携けい帯たいゲーム機を起動させたのだった。




　　　　＊




　夕ゆう陽ひの差し込むまばらな針葉樹林の片かた隅すみ、沢さわにほど近いキャンプ地点にて。

　今日も今日とてぼくら四人（三人と一いつ匹ぴき）は焚たき火を囲み、夕食の時を迎むかえていた。

「こほん。えー、さて、そんなわけで遂ついにこの時間がやってきたわけなんだが……」

　咳せき払ばらいの後、珍めずらしく普ふ段だんのおちゃらけた態度を控ひかえ、どこか畏かしこまった様子で切り出す自じ称しよう大魔導師の青年、ファルディオ・メルクリウス。夕陽に照らされた彼の赤あか髪がみは、今や炎ほのおと見み紛まがう程ほどに輝かがやいている。が、それとは対照的にその表情は決して明るくない。それどころか、些いささかの緊張まで孕はらんでいた。

　それは、ぼくを含ふくめた他ほかの三人も同じだ。

　神しん剣けん騎き士し団から派は遣けんされてきた十六歳の麗うるわしき天才女性騎士、師し匠しようことセシリア・シヴィルの表情もまた戦いに赴おもむく者のそれだし、いつもはお喋り好きなぼくの使い魔である蜜み柑かん色いろ毛玉生物、ルウも神しん妙みような面おも持もちで黙だまり込む。

　そしてぼく……飛鳥あすかが丘おか小学校四年、ミカミトオルもまた、この異世界《ノルンガルド》に召しよう喚かんされてからこれまでに経験した数々の激戦に負けず劣おとらずの険しい面持ちで、ただただジッと……手元の、「本日の料理」が盛られた深皿を眺ながめていた。

　ごくりと唾つばを飲み込んだ後、ファルディオが額に汗あせを滲にじませつつ続ける。

「初日の今日は、本題に入る前に、状じよう況きよう確かく認にんから始めたいんだが……いいか？」

　彼の言葉に、全員が黙ったまま頷うなずいた。ファルディオが「よし」と応じる。

「じゃあ、順を追って話を進めていこう。まず……そうだな。俺達四人は、勇者トオルを中心として、ここ数日の間、救世の旅を共にしてきた。そう、まさしく旅。旅だ。主要都市を安全かつ高速な交通機関を利用して渡わたり歩く観光とはわけが違ちがう。未発達だったり、魔物の生息する危険な地域も徒歩でゆかねばならない、本当の意味での、旅」

　一いつ拍ぱく置いて、更さらにファルディオが続ける。

「そんな旅を四人で行うとなれば、衣食住に関する密な協力は必要不可欠。とくに食料絡がらみは生命に直結する、最も重要な命題の一つと言っていい。となれば必然、俺達は、食事に関しても互たがいに協力し合わなければいけない。ベストをつくさなければいけない」

　頷くぼくら。火を眺め、どこか切なげに溜ため息いきを吐ついて続けるファルディオ。

「しかしここで一つ大きな問題が浮ふ上じようした。街に居た頃ころは気付かなかったが……俺達四人の中に、料理がまともに出来る人材が、ただの一人とて、いなかったということだ」

『…………』

　さっと目を伏ふせるぼくら。ファルディオがもう一度大きく溜息を吐く。

「一日や二日ならば、簡素な味気ない携けい帯たい食しよく料りようでも耐たえられる。しかし……二食ないし三食がそれでは、流石さすがに三日目には飽あきる。口が受け付けなくなる。食欲の減退っていうのは、旅において極きわめて深刻な事態だ。体調不良の原因になりかねない」

　全員がどんよりと表情を曇くもらせる。ファルディオが唾を飲み込んでから続けた。

「もう、背に腹はかえられない。こうなれば、四人で協力しあって、料理をしていくしかない。そう、一人一人にご大層な料理スキルがなくとも、それぞれが作業を分担していけば、ちょっとした料理を、毎日夕飯一食分作るぐらいなら出来るはずだ。俺達はそう考え、そして本日いよいよ……それを実行に移した」

　そう、ぼくらは生きるために、ついに自じ炊すいを決意した。

「分担された役割は、《調達》《仕込み》《調理》《待機》の四つ」

　親指だけ折った右手を、人さし指から順番に折り曲げていくファルディオ。

「まず《調達》は、その名の通り、食材調達係。肉なり魚なり草なり、現地調達出来るものを確保する。《仕込み》は、主に食材の解体や下した拵ごしらえ・片付けだ。最も重要な《調理》担当が料理だけに集中出来るようサポートする。そして《待機》は、キャンプ地点で周囲を警けい戒かい……という役割だが、まあ、基本は休きゆう憩けいだな。だが現状において《待機》は、料理に直接関かかわらない分、その日の料理を客観的に評価し、分担の適性を公平に評価する任も負う。その役割上、夕食時の会話の進行役も兼かねるわけで……つまりは、今日の俺だ」

　頷くぼくら。一見《待機》は楽そうだけど、実は重要な役目を持っていたりする。

　ファルディオが説明を続けた。

「俺達はまだ、自分達の適性の把は握あくに至っていない。誰が、どの工程に向いているのか。それを、当日料理に直接関わらない待機役が中心となって客観的に判定し、そのクオリティから適性判定を行っていく予定なんだが……」

　そこで区切って、ファルディオは、いよいよ今日の本題に取りかかった。

「まず、今日の《調達》。挙手してくれ」

「はい！」

　ぼくは元気よく手を挙げる。ファルディオはちらりとこちらを見て、そのまま「報告を」と促うながしてきた。ぼくは立ち上がり、多少緊きん張ちようしつつも、自信を持ってそれに応じる。

「ぼくは今日、イノシシ？　みたいな動物を勇者パワーで叩たたきのめして、持ち帰ったよ」

　ぼくの報告に、ファルディオが笑え顔がおで頷く。

「ああ、イノトンな。それは俺も確認したし、正直感心したぜ。流石、勇者。今日の調達に関してはケチのつけようもない程、完かん璧ぺきだったぜ。よくやったな、トオル」

「へへー」

　鼻の下をこすって着座するぼく。次にファルディオは彼の左手、ぼくからは焚き火を挟はさんで対面にいる師匠、セシリア・シヴィルへと視線をやった。

　彼女はすっと立ち上がると、相変わらずの凜りんとした空気を纏まといつつ、淡たん々たんと語る。

「私はトオルの獲とってきたイノトンを捌さばき、調理しやすい切り身に加工した。ただその作業量だけに、他の準備の方には余り手が回らなかったが……」

「いや、それで充じゆう分ぶんだぜ。あの巨きよ体たいをきっちり捌けるのは、正直この中じゃお前以外いなかったろうさ。そういう意味では……女め神がみ教会関係者を素す直なおに褒ほめるのは悔くやしいが、セシリアも《仕込み》として完璧に役割を全まつとうしたと言っていいだろうな」

「光栄だ」

　そう言って、相変わらず無表情ながらもどこか誇ほこらしげに胸を張り、座る師匠。

　そして最後……全員の視線が、喋るふわふわ毛玉生物、ルウへと向く。

　彼は立ち上がる代わりに羽をぱたつかせてふよっと少し浮うき上がった。ファルディオが、どこか俯うつむきがちな様子で「で」と話を振ふる。

「《調理》担当の、毛玉よ……作業報告してくれないか。出来るだけ、詳くわしく」

「かしこまりましたぞ！」

　くるっと楽しげに一回転して応じるルウ。彼はどこか空回りした不自然なハイテンションで、報告を開始した。

「《調理》を任されましたルウは、まず、大量のお肉を炙あぶりましたぞ！　今日の料理に使うためなのは勿もち論ろん、生肉は保存にも向きませんからな！　それはもう丁寧に丁寧に、じっくりと、全すべて炙りましたぞ！　途と中ちゆう、ルウが味見もしましたが、流石天然物のイノトン。《顎あご要いらず》の異名に違たがわぬ柔やわらかい肉質と舌の上で甘みが弾はじけるような上質の脂あぶら。ただ炙っただけで、実に美味しいジューシーな肉料理と化しておりましたな！」

　ルウの美味しそうな料理描びよう写しやに、ぐぅ、とぼくのお腹なかが鳴る。師匠とファルディオもまた、酷ひどく辛つらそうにお腹をさすっていた。

　そう、今のぼくらにルウの話は……本当に、酷こくな話だったのだ。

　ルウが続ける。

「ルウはしかし、使つかい魔まとして勇者たるご主人の毒味役も兼ねる身！　何かあってはいけないと、素材のあらゆる部位をとにかく毒味致いたしましたぞ！　いやー、そのおかげでルウは最も早はやすっかり満腹さんですが、ご心配めされるなご主人！　ルウは本望ですぞ！」

　苦しげに、だけどどこか非常に満足げに、お腹をぽんぽん叩くルウ。ぼくが「だろうね……」とかなり皮肉を込こめて返すも、ルウはそれにも特に気付かず、「はいですぞ！」と応じて続ける。

「さて、素材の毒味が終わればあとはルウなりの味付けをするのみ。先程も申しました様にルウはもうこの時点で満腹さんでしたが、ご主人を始めとした皆みなさんには更に美味しく上等なお肉を味わって頂くべく、ルウはこのお肉達を──煮に込こむことにしましたぞ」

　場の空気が一気に重くなる。だってそれは……いよいよ、この惨状をもたらした、直接の原因に話が踏ふみ込んだのだと、誰だれもが気付いてしまっていたから。

　ハイテンションから一転、どこか表情を青ざめさせながら、ルウが続ける。

「おいしくなーれ、おいしくなーれと、ルウはご主人のために一いつ生しよう懸けん命めい、大きなお鍋なべで煮込み、煮込み、煮込みましたぞ。そんな折、ふと手持ち無ぶ沙さ汰たで眺めていた調味料群の中に《お肉を柔らかくする粉》があるのを発見したのでございます。刹せつ那な、ルウは『ただでさえとろける程に柔らかいお肉に、さらにこれを加えたら……ごくり』と息を吞のんだのですぞ！　そして……気付いた時には、粉をしこたま投入しておりました！

　ルウは一心不乱に鍋をかきまぜましたぞ。粉の効果か、なぜかみるみる鍋の中身のかさが減ってきたため、迷わずお肉を追加、追加、追加。ついには全ての肉を放ほうり込み、さらに煮込み、煮込み、煮込み……。途中からおたまでぐるぐるするのが妙みように楽しくなり、中の様子を窺うかがうのも忘れて一心不乱に煮込み続けた結果、この極上の逸いつ品ぴん──」

　ルウの言葉を受け……全員が、手元の深皿に、目をやる。

　そこにあったのは──得体の知れない、焦こげ茶ちや色いろのドロッとした液体だった。

　ルウがそこで、いよいよ、本日の料理名を告げる。




「『生命のスープ』が完成するに、至ったのですぞ！」




『ただのグロい肉にく汁じゆうじゃないか！』

　スプーンで深皿の中のドロリとした茶色い液体を掬すくい、鼻を近づける。肉そのもの以上に肉のドギツイ臭くさみが香かおるという、全く意味の分からないシロモノだった。確かに「生命のスープ」という名前らしく、軽く人体錬れん成せい出来そうな感はある。

　ルウが下手な口笛をぴゅーぴゅー吹ふいた後、視線を逸そらして言い訳してきた。

「さ、さぁ、たーんと食べて下され皆さん！　か、カロリーはたっぷりですぞ！」

『だろうねぇ！（でしょうねぇ！）』

「あ、ちなみにルウはもう美味おいしい焼肉でお腹いっぱいなので、ごちそうさまでした」

『（ちくしょう！）』

　ルウ以外の全員、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶした様な表情になる。でも折角の貴重な食べ物を無む駄だにするわけにもいかず……ぼくらは震ふるえる手で肉汁ジュースをスプーンに掬うと、一口飲んで、悶もだえた。どれくらい悶えたかというと……小学四年生のぼくが今日「のたうちまわる」という言葉を心の底からしっかり理解した程度には、全員が悶えた。

　しかし元は貴重な食料、無駄にするわけにもいかない。ただ黙もく々もくと、心を殺して肉汁を口に運ぶぼくら。

　こうして、ぼくら最初の分担料理は見事失敗に終わり、夜は更ふけていくのであった。




「本日もこの時間がやって参りましたな！」

　昨晩の惨さん劇げき、通つう称しよう『肉汁すすりの夜』から一夜明け。

　今日も今日とて冒ぼう険けんを終えたぼくらは、皆みんなで焚たき火を囲んで夕食タイムを迎むかえる。

　今日はルウが待機、つまりは司会進行役だ。彼は深皿に盛られた本日の料理を期待の眼まな差ざしで見つめ、じゅるりと涎よだれを垂らす。見れば、師し匠しようやファルディオの顔も非常に明るい。まだ食べてこそいないものの、昨日と違って料理の見た目が非常に良いからだろう。ぼくは本日の《調理》担当として、鼻高々だった。

　早く食事にありつきたいのか、ルウがサクサクと進行する。

「では《調達》担当のセシリア殿どの、ご報告を！」

「うむ。料理を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだろうが、私はフコッケーを二羽程ほど獲ってきた」

　師匠が立ち上がり説明する傍かたわら、ルウが「フコッケーとは、ご主人の世界で言うニワトリの、しかし高速で空を飛ぶバージョンですな」と解説する。実際、確かに皿に盛られたそれの見た目は鶏とり肉にく料理以外の何物でもない。昨日とは違ちがい、適度にこんがりとついた焼き目が食欲をそそる。

　ルウが唾つばを飲み込む中、ファルディオが「そういや」と切り出す。

「セシリア。お前、どうやって天然のフコッケーなんか獲ったんだ？　鳥を獲れる道具なんてなかったろう？　地面に降りてきているところでも確保したのか？」

「ん？　ああ、いや、もっと普ふ通つうにだが？」

　首を傾かしげ、「何を今さら」と言わんばかりの態度の師匠。しかしぼくらが今一つ察せず戸と惑まどっていると、師匠はなんでもないことの様にサラッと告げて来た。




「一羽は低空飛行中のところを跳ちよう躍やくで捕ほ縛ばくし、もう一羽は遠えん距きよ離りから剣けん圧あつで落とした」




『明らかに人間業わざじゃない！（ありませんな！）』

　愕がく然ぜんとするぼくら。勇者補正もない人間のやり方じゃ絶対無かった。

　ファルディオが全力でツッコむ。

「っつーか剣圧ってなんだよ、剣圧って！　百ひやつ歩ぽ譲ゆずって跳躍までは許すが、剣圧って！　んなもん、本の中だけのトンデモ理論だろうがよ！」

「？　これは異なことを。誰しも剣の一振りで衝しよう撃げき波はの一つや二つぐらい出せるだろう」

「出せねぇよ！　なんで出んだよ！　どんだけ高速で振っても、そうはならねぇよ！」

「いや、高速で振る必要などない。精神を集中し、剣先から気を放てば良いだけだ」

「出たよ『気』！　剣圧以上のトンデモ理論来たよ！　科学的じゃねえにも程がある！」

「敵の口から炎ほのおを吐はかせられるトンデモ魔法使いには言われたくないツッコミだが……」

　師匠が困り果てた様子で顔を顰しかめる。結局、師匠の力に関しては「ちょっとした魔法の一いつ環かん（テキトー）」ということで結論を落ち着けて、夕食に話を戻もどす。

　ルウがお腹をきゅうと鳴らしつつ、ファルディオに振った。

「では、《仕込み》担当のファルディオ、報告よろしくですぞ！」

「おう！　っつっても、これも見た通りだけどな。フコッケーを捌いただけだ。正直あんまり慣れてねぇけど、以前読んだ本を思い出しつつやったら、意外と出来たわ」

「うむ、捌き方に特に問題はないようだな。及きゆう第だい点てんと言えるだろう」

　師匠のお墨すみ付つきを貰もらい、着座するファルディオ。そうしていよいよ、ぼくに話が回って来た。ぼくは《調理》に関して沢たく山さん語りたくてうずうずしていたものの、しかし、見ればルウがとても空腹そうだ。なので、ぼくは立ち上がってまず提案する。

「ぼくの話は、皆、食べながら聞いてよ。ね、ルウ？」

「ご、ご主人！」

　ルウが嬉うれしそうに瞳ひとみをパァッと輝かがやかせる。ファルディオとセシリアも同意してくれたため、皆は「いただきます！」と声を合わせて、料理に手を伸のばす。

　ぼくは説明を始める。

「ファルディオが捌いてくれた肉を、ぼくはまず一口大にカットし、その後一度それらを串くしに刺さして炭火で焼いたんだ。ぼくの世界で言う、焼き鳥ってやつだね！」

　一口大に分けられ、こんがり焼き目のついた、しっとりジューシーな鶏肉の切り身。実に単純な料理だけれど、それだけに、実に食欲をそそる。

「ただこの後の味付けのことや、皆の食べやすさのことを考えて、焼けた肉を串から外して、そこから──」

「いや、もう充分だトオル。ここまでの調理過程とこの見た目で、既すでにこの料理の完成度は保証済みだ。トオルも早く食べたらいいさ」

　師匠が笑え顔がおで説明に割り入る。ぼくは「そう？」と応じ、着座し、皆と一いつ緒しよにフォークを鶏肉に刺す。しかし、それでもやはり事前に今回の重要な味付けテクニックを話しておきたいなと思い直したぼくは……。

「あ、それでね。食べてくれたら分かると思うんだけどね、そこからの味付けは──」

　ぼくの解説を聞きつつも、皆が笑顔で鶏肉を口に運ぶ。

　ぼくは、むんと胸を張って、いよいよその自信の味付けを語ってあげた。




「──浅あさ漬づけに、してみたんだ！」




『!?』

　肉を口に含ふくんだ途と端たん、全員がなんとも言えない表情をする。説明を終えたぼくも一切れ頰ほお張ばると、肉汁代わりにジューシーな浅漬けの汁しるが口一いつ杯ぱいに広がる！

「うーん、これこれ！　やっぱり漬つけ物の味付けは万能だね！」

　ぼくはにんまりとした。流石さすがぼくの大好物、漬け物！　なにを漬けても万能だね！　ちゃっかり街で調味料の仕入れ時に浅漬けの素もとを買っておいた甲か斐いがあったよ！

『…………』

「あれ？　皆、どうしたの？　食が進んでないみたいだけど……」

　ふと気付くと、すっかり皆の手が止まっている。しかも、全員の顔から能面の様に表情が無くなっていた。その様子たるや、まるで──

『（別に吐き出すほどの致ち命めい的てきなまずさでもないけど、見た目や素材の良さから想定された期待値を大おお幅はばに下回る味付けなものだから、なんだか……物もの凄すごくガッカリだ！）』

　──とでも言わんばかりの表情だ。まあでも実際美味しいわけだから、気のせいだよね。

　ぼくがもぐもぐと美味しい料理を頰張りながら首を傾げていると、三人は……俯うつむいたままで、ぽつりと、呟つぶやく。

『こ……』

「こ？」

　籠こもる様な小さい声に耳を澄すます。と、次の瞬しゆん間かん、三人は突とつ如じよ憤ふん怒ぬ[image: 迸]ほとばしる表情でぼくを睨にらみ、全力で叫さけんで来た！

『こぉんのっ、漬け物馬ば鹿かぁぁぁぁぁぁああああ！』

「ふぇ？」

　皆が何を怒おこっているのかわからず、もしゃもしゃ肉を食べながら首を傾げるぼく。

　こうして、非常に不本意ながら、本日の夕食もまた、《失敗》の烙らく印いんを押されることとなったのだった。




「よぉしっ、お楽しみの夕飯タイムだぁー！　お腹なかぺっこぺこだね！」

　昨晩の惨劇、通称『子供の発想』（ぼくとしては不本意！）から一夜明け。

　今日も今日とて冒険を終えたぼくらは、皆で焚き火を囲んで夕食に臨む。

　今日はぼくが《待機》の日だ。司会を務めるにあたり料理を確かく認にんすると、実に美味しそうなフライ料理がそこにあった。サイズやカタチ的に、魚のフライだろうか？　確認のためにフォークでサクッと一つ割ってみる。ふわっとパン粉の香こうばしい匂においが漂ただよい、ほくほくとした白身が現れた。うん、これは本当に美味しそうな魚のフライだ。

《調理》担当の師匠に視線をやると、彼女は実に自信ありげに胸を張っていた。いつもと流れは多少違うけど、師匠に早さつ速そく話を伺うかがってみる。

「師匠、よく揚あげ物なんか出来たね！　凄いや！」

　ぼくの質問に、機き嫌げん良よく頷うなずく師匠。

「だろう。私も自分でびっくりだ。まさかここまで上手うまくいくとはな。女め神がみ様の加護に感謝を捧ささげると共に、今回ばかりは『女としての自分』も褒ほめてやらねばな」

「うんっ、本当に凄いと思うよ！　師匠は強いし、凄くいい奥さんになるね！」

「う────」

「？」

　なぜか顔を真っ赤にして俯く師匠。あ、料理褒められて照れたのかな？　そっか。

　小学四年生にしてとても察しのいいぼくは、大人な態度でそれ以上の追つい及きゆうを避さけ、料理はどう見ても完かん璧ぺきだし、今日はもうこのまま食事タイムに入ってしまおうかなと考える。

　が、その矢先、ふとおかしなことに気がついた。

「？　ファルディオ？　ルウ？」

『…………』

　どうしたことだろう。料理がこんなに美味しそうだというのに、二人の表情が妙みように優すぐれない。一瞬、昨日みたいにビジュアルと味付けの差を危き惧ぐしているのかとも思ったけれど、そう訊たずねても首を横に振ふるのみ。実際彼らの表情は、不安というより、「怪け訝げん」という感じだった。料理をジッと見て、二人で視線を合わせたと思ったら、また料理を見て、ぼくの様にフォークで割って白身を確認し、そこでまた怪訝そうに視線を交かわす。

　その全く意味の分からない動作を受け、ぼくは、師匠が照れて止まっている隙すきに、彼らに質問しておくことにした。

「えっと……二人とも？　一体、何がそんなに疑問なの？　そりゃその……師匠に料理出来るイメージとかないけどさ。今回に限っては、凄く美味しそうな魚料理じゃない」

『！』

「？」

　ぼくの言葉に、なぜかびくんと反応するファルディオとルウ。本当に意味が分からず目をぱちくりとしていると、二人は、もう一度目を見合わせた後、おずおずと口を開いた。

「なあ、トオル。今日は俺が《調達》で、毛玉が《仕込み》だったわけだけどよ……」

「？　うん、そうだよね。あ、ごめん、まだ労ねぎらってなかったね！　ファルディオは魚の調達、ルウは魚捌さばきと下準備、お疲つかれ様！　いやぁ、たまには魚もいいよね──」

「やってないんだ」

「え？」

　ぼくの言葉の途と中ちゆうで、妙なことを言い出すファルディオ。ぼくが首を傾げていると、なぜか顔を青ざめさせるファルディオに代わって、ルウが続けてきた。

「や、やってないのです、ご主人。そのどちらの工程も……ルウ達は一いつ切さい……」

「？　あ、サボったってこと？　つまり今日は《調達》から《調理》まで師し匠しようが全部──」

「そうではなくて！」

　ルウは怯おびえるように師匠を確認し、彼女が未いまだに呆ほうけて話を聞いていないのを確認すると、一度唾を飲み込み……。そして、まるでとんでもない秘密を明かす様に告げて来た。




「本日ファルディオが採集し、ルウが下処理したのは……魚などではなく、果実だったのですぞ！」




「──は？」

　全く意味が分からず聞き返すぼく。手元の料理を確認する。……まごうかたなき、魚のフライ。白身がほくほく、とても美味おいしそうだ。

　ファルディオが焦あせった様子でまくしたてる。

「いやホントなんだって！　わけが分からないのは、俺達も一緒なんだよ！　なんで魚料理なんだよ、今日！　俺が調達出来たのは、あくまで果くだ物もの的な木の実数種だけだぞ！」

「えっと……じゃあ、それに加えて師匠が自分で魚も獲とっただけじゃ……」

「そんなわけありませんぞご主人！　今日の食材はあくまで、果実だけですぞ！　下処理の後、しっかりセシリア殿どのに手て渡わたしたルウが言うのだから間ま違ちがいありません！」

「いや、だからさ。それはそれとして、魚は魚で師匠が……」

「獲れるわけがないのです！」

「ええ？　あ、釣つり具がないから？　でも師匠だよ？　それこそ剣けん技ぎで簡単に──」

「それ以前に、そもそも、この周辺には川も池も海もないのにですか!?」

「え」

　思わず固まるぼく。……そうだ。今日は水場の近くを通らない日だから、事前に水を多めに汲くんで出ようと、朝の出立時にも言っていたっけ。となると……。

　ようやく事情がのみ込めてきたところで、ぼくは二人と同様サーッと青ざめ、もう一度料理を見る。……明らかに、白身魚のフライ。どこからどう見ても。でも……。

「えと……じゃあ、これって……………………なに？」

『（ふるふる！）』

　訊きくなと言わんばかりに首を横に振る二人。ぼくはごくりと唾つばを飲み込んだ。

「で、でもほら、もしかしたら、魚に良く似た陸生動物がいたりとか……」

「な、なるほど、流石ご主人、その可能性ならば……」

「それはそれでキモイ気はするが、まあ得心はいくな。しかしそんな動物……」

　三人、ひそひそと推理をする。そうこうしていると、どうやら正気に戻もどったらしい師匠が、ハッとしてぼくらに食事を促うながしてきた。

「いけない、揚げ物は温かい内に頂かねばな。では早速頂くことにしようじゃないか皆みんな。この──」

『こ、この？』

　ごくりと唾を飲み込んで、彼女の口から出るであろう料理名に耳を澄ませる。き、きっと、ぼくらの聞き慣れない新しい陸生動物の名前が出てくるはずだ！　絶対！

　師匠はフライをサクッとフォークで刺さして持ち上げると、にっこり笑顔で告げた。




「この──《天然果実百パーセント・白身魚のフライ》を」




『ちょっと待て！』

　一いつ斉せいに待ったをかけるぼくら！　もう、わけがわからない！　何から訊いていいのか分からない！　なにそれ!?　どういうこと!?

「？　どうした？」

　真ま面じ目めな顔したまま、不思議そうに首を傾かしげる師匠。ぼくは三人を代表して、「いやいやいやいや！」とツッコんだ。

「おかしいでしょう！　これのどこが果実!?　そして白身魚はどこから!?」

「？　何を言っているのだトオルは。《調達》と《仕込み》担当に聞けば分かるとおり、私は今回、二人に託たくされた果実のみを使って作っただけだぞ。この……白身魚のフライを」

「出来ないよ！」

「？　これはまた異なことを。事実、出来ているではないか」

「異なのは、この歪ゆがんだ現実の方だよ！」

「確かに、異世界召しよう喚かんという現実はトオルにとって一種の悪夢かもしれないが……」

「いやいやいやいや、今はそういう話じゃ全然なくて！　それどころか異世界召喚や勇者の件なんか霞かすむ程ほどに、今、目の前のこの料理が受け入れられないんだよ！」

「トオル。世界を旅するならば、異文化も受け入れていかなければいけないぞ」

「異文化にも程がありすぎるよ！　たとえ魔ま法ほうや女神みたいなファンタジーは受け入れられても、師匠の明らかにおかしい料理だけはどうしたって受け入れられないよ！」

「おかしい？　何を言っているのだ？　今日の料理はこんなに美味しそうではないか」

　師匠がフライを差し出す。た、確かに、こんがりきつね色に揚がった白身魚は本当に美味しそうだけど……。
















「いやそうだけど！　っていうかなんで美味しそうなのさ!?　おかしいよね!?」

「りょ、料理を美味しそうに作って怒られるとは、なんと理り不ふ尽じんな……」

　しゅんとする師匠。ああっ、もう！

「と、とにかく詳くわしい調理方法を教えてよ！　そうしたら納なつ得とくするからさ！」

「ふむ？　調理方法？　そんなもの至し極ごく単純だ。まずルウから下拵えを済ませた果実を受け取った私は──」

『…………（ごくり）』

　待望の謎なぞ解ときシークエンスを目の前に、息を吞のむぼくら。

　師匠は宙を見上げて何か思い出す様にしながら、語った。




「──それを魚にして、揚げた」




『超ちよう展開キタァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！』

　い、今のぼくがおかしいのかな!?　ねぇ!?　ぼくの読解力的なものが足りないの!?　なんかサスペンス系の海外ドラマＤＶＤを一本借り忘れて、次の話を二話ぐらい飛ばして見ちゃったかの様な断絶があったんだけど！

　啞あ然ぜんとするルウやファルディオを代表して、ぼくが全力でツッコむ！

「なんなのそれ!?　ねぇ!?　『魚にして』って何!?　どういう工程!?　具体的に一体何したのさ!?」

「む。早く揚げたてを食べたいのだが……仕方ない。具体的には、えーと、そうだな」

　師匠が腕うでを組んで詳しよう細さいに調理過程を振り返る。息を吞んで聞き入るぼくら。

「まず、果実を半分ほど絞しぼってジュースを作り、その一方で魔法調理器具によってもう半分の果実を凍こおらせたな。その後、それら二つを一いつ緒しよにミキサーにかけ、最後にシロップを少々加える。そうすることで、シャリシャリ食感の、甘くて爽さわやかな美味しい美味しい────魚の完成だ」

『そこはスムージーが出来るべき場面では!?』

「すむーじー？　なんだそれは。私は最初から、魚を作るつもりで動いていたぞ」

『!?』

　聞けば聞くほど、頭がぐんにょりしてくるような話だった。

　ぼくらがすっかり沈ちん黙もくしてしまっていると、師匠がしびれを切らした様子で、告げる。

「とにかく、まず食べようではないか。もう冷めかけてしまっているぞ」

『う……』

　師匠の剣けん幕まくに押され、仕方無くフォークでフライを刺すぼくら。

　ぼくらがそれを口の前まで持って来ると……師匠は、元気に挨あい拶さつをした。

「では、いただきます！」

『い……いた……だき、ます』

　師匠はぱくりと、ぼくらは恐おそる恐るフライを口に入れる。

　その瞬しゆん間かん、ぼくらの口内に広がった風味は──




『さ……………………魚だぁあああああああああああああああああああああああああ!?』




「？　だからずっとそう言っているだろう？　一体何を血迷っているのやら……」

　ぱくぱくと美味しそうにフライを口に運びつつ首を傾げる師匠。怪け訝げんな面おも持もちでフォークに刺さったフライを見つめ、ちびりちびりと齧かじってみては、そのまごうかたなき「魚感」に愕がく然ぜんとするぼくら。

　こうしてこの日の食事は……美味しいは美味しいのだけれど、終始「今自分は何か得体の知れないものを食べている！」という恐きよう怖ふに怯えながらの……とても食事とは認めたくないシロモノと相成ったのだった。




「では、夕食の時間としようか」

　昨晩の惨さん劇げき、通つう称しよう『名状しがたい魚じみた何か』から一夜明け。

　今日も今日とて冒ぼう険けんを終えたぼくらは、皆で焚たき火を囲んで夕食タイムを迎むかえる。

　今日はぼく、ファルディオ、ルウの三名が料理担当で、師匠が《待機》だ。彼女の評価にぼくらがそわそわとする中、師匠は手元の料理に目を落とす。そうして──

「…………ごちそうさまでした」

『いやいやいやいやいやいや！』

　いきなり手を合わせて立ち上がろうとする師し匠しように、三人、必死で縋すがり付く。

　彼女は心底嫌いやそうな顔でぼくらを振ふり払はらった後、仕方なさそうに座りつつも、全力でぼくらを批判してきた。

「そうかそうかっ、どうしても私にコレを食べろと言うのだなっ、貴様等は！」

　怒いかり心しん頭とうといった様子で料理を指差す師匠。ぼくらは全員、サッと目を逸そらす。だってそれは実際……とてもじゃないけど、見るに堪たえない産物なのだ。作っておいてなんだけど、描びよう写しやしたくない。テレビだったら確実にモザイクかかる。

　師匠は怒りやまない様子で、ぐわっとぼくらを見回した。

「一体、なにをどうしたらこんな得体の知れない料理が完成するのだ！　っていうかそもそもこれ、素材はなんだ！　おい《調達》！」

「は、はいですぞ！」

　ルウが勢い良く飛び上がる。師匠が睨にらみ付けると、ルウはガタガタと怯おびえながら語り始めた。

「る、ルウに動物を捕つかまえるのは難しいですから、木の実や野草を採集する方面で動いていたのですぞ。ルウは実に頑がん張ばりましたぞ。森を飛び回り、食べられそうな植物をせっせと集めたのですぞ！」

　ルウの言葉に、師匠はいくらか冷静さを取り戻した様子で「ふむ」と唸うなる。

「それは至極真っ当な考え方だな。どうやら、《調達》作業の方に問題は無さそ──」




「結果として、ルウは実に毒々しくも美しい、蛍けい光こう色のキノコを各種大量に確保するに至ったのですぞ！」




「大問題にも程がある！」

　師匠が愕然として叫さけんだ。視線を逸らすルウを、師匠が糾きゆう弾だんする。

「どう考えても『食べられそうな植物』じゃないだろう、それは！」

「いえ、中にはルウを捕ほ食しよくしようとするような恐ろしいキノコもありましたぞ！」

「そういう意味での『食べられそうな植物』じゃない！　というか　なんのつもりだ！」

「る、ルウはルウなりに頑張ったのです！　決して、『ややっ、あれは実に面白いキノコですな！　やややっ、あそこにも！　よしっ、《調達》時間には余よ裕ゆうがありますし、ちょっくら面白キノコ狩がりと洒落しやれ込こみますかな！』などと思って遊びに興じた結果、いつの間にか《調達》タイムが終わっていた……なんてことは、絶対ありませんぞ！」

「採集した本人からして既すでに『面白キノコ』と表現してしまっているではないか！」

「ご、ご安心めされよ、セシリア殿どの。（かゆかゆ）。こんな色こそしておりますが、きっと毒などありませぬさ。（かゆかゆ）。きっと大だい丈じよう夫ぶですぞ！（かゆかゆ）」

「なにやらキノコを採集した手がとても痒かゆそうだがっ!?　明らかに食べちゃいけないキノコだろう、これは！」

「ちょ、《調達》の報告はこれにて終しゆう了りようですぞ！」

「この段階でもう既に料理が詰つんでいるっ！」

　叫ぶ師匠。まあ……気持ちは分かる。本日《仕込み》担当のぼくだって、ルウから食材を渡わたされた時はどうしようかと思ったもの。

　師匠が額に手をやりながら、ぼくをちらりと見る。ぼくは立ち上がって説明開始。

「今日の《仕込み》はぼくだよ。ルウから食材を受け取ったぼくは、仕方ないから、それらの中からいくつか、かろうじて食用になりそうなキノコを数個見み繕つくろって──」

　僕が喋しやべっていると、師匠がぷらぷらとやるせなさそうに手を振った。

「ああ、その辺はもういいさ。こうして全すべての元げん凶きようが分かった今、《仕込み》と《調理》には同情するばかりだ。トオル、よく頑張った。料理担当を全員いっしょくたに批判して、悪かったな──」




「なんだかバランスが悪いから、美味おいしそうなのだけ、全部捨てちゃった☆」




「まさかの真の黒幕現る！」

　愕然とする師匠。てへっと微笑ほほえむぼくに、彼女は猛もう烈れつに嚙かみついてきた。

「明確な悪意がある分、むしろルウより邪じや悪あくじゃないか！　どういうつもりだトオル！」

「え？　いや……どうせなら、味はどっちかに尖とがった方がいいのかなーって。……この前作った鶏とり肉にくの浅あさ漬づけ、皆みんなに中ちゆう途と半はん端ぱだ中途半端だって罵ののしられたしぃ……」

「地味に根に持つタイプか！　ああっ、だからと言ってなぜここまで……」

「あ、大丈夫、美味しそうなキノコは、ちゃんと森の動物さん達にお裾すそ分わけしてきてあげたから！　皆、凄すごく喜んでたよ！」

「なぜその優やさしさをまず自らのパーティに向けられない！」

　すっかり呆あきれ、頭を抱かかえてしまう師匠。

　ぼくが自分の作業を語り終えて着座すると、師匠は力ない瞳ひとみでファルディオを見た。

「……流石さすがにここまで来ると、もう貴様が何をしていたとて、驚おどろきはせん。事前段階で既にこの料理は終わっている。そういう意味じゃ、この食材に手を加える気き概がいがあっただけでも、評価に値あたいすると言えるだろう。よく頑張ったな、メルクリウス」

　師匠の言葉に、深く頷うなずくファルディオ。

「まったくだぜ。ピンクやら黄色やらのビビッドなキノコをこんもり渡された《調理》担当の気持ち、察してくれよ。こうなったらもう、俺に出来る事は非常に限られてくる」

「だろうな。いや、貴様は良くやったよ。先程とは違ちがい、もう何を聞いても怒おこらないさ。たとえさらに毒性を増すような作業を行っていようと、これを料理しようと思ったその気概だけで、充じゆう分ぶんに評価に値──」




「だから俺は、キノコで絵の具を作って、ちょいとエロ絵を描えがいてみることにしたのさ」




「最も早はや料理を作る意志さえ無かっただと!?」

　ファルディオはぐっと拳こぶしを握にぎり込み、自分の作業を語る。

「キノコで描くエロ……。そこなお嬢じようさんや、なんだかそれって、そこはかとなく、一段階上のエロスだとは思いませんか？」

「すまない、メルクリウス。私は貴様が何を言っているのか、微み塵じんも理解出来ない」

「俺はまず煮に詰つめたね。各色に分けたキノコを、それぞれに。そうして各種絵の具が完成し、いざエロ絵を描かんとしたところで……はたと気付いた。そもそも俺は絵が苦手だと」

「正気の沙さ汰たとは思えない話だな」

「その途と端たんに色々萎なえ、そこで『そういや俺って《調理》担当だったなー』と思い出し、仕方ないんで作った絵の具全部混ぜて、こうして皿に盛ってみました。おしまい」

「おい待てコラ」

　師匠は素す早ばやく抜ぬきはなった剣の切っ先をファルディオの首筋に突つきつけた。

「ルウの様な手違いや、トオルの様な間違った配はい慮りよならいざ知らず、そもそも《調理》の意志さえまるで無かったというのは、どういう了りよう見けんだ！」

「い、いや、んなこと言われても！　あの食材渡されて、《調理》の意志を湧わきたたせろって方が無理あるだろう！」

「む……」

　一理ある、といった様子で唸り、とりあえず剣を収める師匠。次の瞬しゆん間かん、彼女のお腹なかが小さくきゅうと鳴った。

　恥はずかしそうに頰ほおを赤らめる師匠。そんな彼女の様子に、ぼくら三人は顔を見合わせ。そして……全員で師匠が置いた皿──煌こう々こうと七色に輝かがやく不可思議な液体に満たされた皿に手を添そえると、それをそっと、三人……爽さわやかな笑顔で差し出してみた。




『おあがりよ』




「食うか！」

　鬼き気き迫せまる表情と共にぐいっと皿を押し戻もどしてくる師匠。ぼくらの、孫にこっそりおやつを与あたえるおばあちゃんばりに温かい思いやりの心は、届かなかったらしい。

　ぼくはぷくーっと頰を膨ふくらませる。

「師匠ぉ、ちょっとでもいいから食べてみてよー。折角ぼくら男子三人が頑張って作った、『男子ごはん』なんだからさー」

「何が『男子ごはん』だ！　『瀕ひん死しごはん』の間違いではないのか！」

「お、うまいですな！　ファル田だ君、セシ丸まるさんに毒スープもう一皿持って来てくだされですぞー」

「はーい、かしこまりましたー！」

　ファルディオがすっと自分の分のスープを差し出す。師匠はそれを受け取ると、「どうもどうも」と嬉うれしそうにスプーンを手にとり、中身を口へ──

「って、飲むわけないだろう！」

『（でもちょっとノッた……）』

　男子三人が師匠の意外な一面に感心する中、師匠は更さらに続ける。

「そもそも、今既に自分達で毒スープ呼ばわりしてしまっていたろう！　分かっているのではないか！　これは、どう足あ搔がいても食べられたものではないと！」

『う！』

　痛いところを突かれるぼくら。そのまま、しばしの沈ちん黙もくが訪おとずれ、焚たき火の弾はじける音だけが空間を満たす。

　しかしふと、ファルディオが何か思い出した様子で「あ、そうだ」と呟つぶやき。荷物を漁あさり始めた。皆が何事かと見守る中、彼は荷物から体温計の様なものを取り出し、皆に「これこれ」と見せる。

「これ、俺が旅に出る前に買った、『なれる！　旅人！　夏号』の付録でついてた魔ま法ほう道具の一つなんだけどさ」

「なんだその、むしろ本気で旅に臨む気がない者しか読まなそうな雑誌は」

　師し匠しようを筆頭に、全員が胡う散さん臭くさそうな目で見る中、ファルディオが説明を続ける。

「《毒物チェッカー》つって、この先せん端たんに触ふれたものに有害な物質が含ふくまれていた場合、音で危険を知らせてくれるっつー、有り難がたいシロモノなんだ」

「ほぅ、それは確かに便利そうだな。しかし……信用出来るのか？」

　師匠が訝いぶかしげに訊たずねる。ファルディオは「ああ、それは大丈夫だと思うぜ」と告げると、コップに少し飲料水を注いで、《毒物チェッカー》を起動し差した。何も鳴らない。

　次に彼はキョロキョロとあたりを見回し、傍そばに生えていた雑草をちょいっと千切ると、それをパラパラとコップの水に入れる。

「これ、子供が草笛とかによく使う草なんだけど、汁しる吸うとお腹が緩ゆるくなっちまうんだ。別にすげぇ腹痛が起こるとかでは全然ないんだけどな。でもほれ、この通り……」

　再び《毒物チェッカー》を浸ひたすファルディオ。するとチェッカーが反応し、音が──




《…………ふっ、やめときな、ボウズ…………》




『渋しぶっ！　警告音、渋っ！』

　なんか苦味走った超ちようリアルな中年男性の声で、優しくやんわり窘たしなめられた！

　まあ色んなことに疑問は残るものの、性能は確かな様だ。ファルディオ曰いわく、あまりにちょっとした毒物にさえ反応しすぎてしまうという欠点はあるらしいものの、それはそれで逆に信用が出来るとも言える。

　ファルディオは師匠に返された自分のスープを手に取ると、一度ごくりと唾つばを飲んだ後、《毒物チェッカー》を起動して先端を浸す。──と。

《……………………》

　待てど暮らせど、チェッカーは警告音を鳴らさない。ファルディオが、なぜか「おかしいな」という様子で、額に汗あせを搔かきながらスープをかき混ぜる様にチェッカーを動かすも、反応無し。他ほかの人の皿に入れても、やっぱり反応無し。壊こわれたのかと疑い、先さき程ほどのコップに入れると、今度は中年男性による警告音。だけどスープに戻すと、やはり無音。

　……と、いうことは……。

『……………………』

　全員で顔を見合わせて、ごくりと喉のどを鳴らす。

　それは……むしろ、誰だれもが信じたくない結果だった。

　だって……毒物ならば、これを「食べないで廃はい棄きする」大義名分が生じる。でもこれが食べられるとなると……。

『……………………』

　ガタガタと震ふるえ出すぼくら四人。ぼくらはこの企き画かくを始める前に、ある誓ちかいを立てている。それは……「食べ物を粗そ末まつにしない」ということだ。全員が料理素人しろうとだけに不味まずいものが出来上がってくる可能性は最初から考えられていたが、それでも、それが「食べ物」である限りは、食べる側もベストを尽つくす。それぐらい自分達を追い込まないと、短期で料理スキルの上じよう昇しようは見込めないし、なにより、食材に失礼だ。

　しかし……これは……いくらなんでも……。

「でも……チェッカー的には『全く問題のない食べ物』なんだよね……」

『…………』

　ぼくの呟きに、びくんと反応する三人。

　……ぼくらは幽ゆう霊れいの様に各自自分の場所に戻ると、茫ぼう然ぜん自じ失しつといった感じでスープを見つめ。その後、切なさを湛たたえた瞳で焚き火を眺ながめる。

　しばらくそんなことを繰くり返した後。全員が、ちょっとした催さい眠みん状態の様に心を殺し終えたところで、本日の進行役たる師匠が、切り出した。

「…………いくか」

『……（こくり）』

　頷くぼくら。その様相たるや、まるで生せい還かんが絶望視される戦場へと放ほうり出される小隊だ。

　ぼくらはロボットの様に液体をスプーンで掬すくうと。それを口元にゆっくりと運び、そして……全員一いつ緒しよに──

『いただきます！』

　──これまでで一番のボリュームの掛かけ声と共に、口内に放り込んｊ；あこわもｆっもｍｋぉあｐｖｗふｓｒｊふぁをｐｌわｓに。




　気付いたら朝だった。太陽の光が小型のドーム型テントの天てん井じようを透すけて目を刺し激げきする。風が樹木を揺ゆらし、鳥の規則正しい鳴き声が響ひびく中、ぼくはむくりと起き上がると、ブランケットを剝はいで両りよう隣どなりを見た。いつもの様に、ぼくを中心にして、ルウとファルディオが川の字に寝ね転ころがっている。ルウはむにゃむにゃ涎よだれを垂らし、ファルディオは迷めい惑わくな程にガサツな大の字状態。

　ぼくはしばらくぼんやりとした後、さて、いつもの様に歯でも磨みがこうかと立ち上が──

「って、違ちがう違う！　あれ!?　なんで!?　なんで朝!?」

　そこでようやく事態の異常性に気付く。慌あわててファルディオとルウを起こし、そのままテントを出て、女性テントに飛び込み、すぐに師匠を起こそうと彼女の体を揺さぶ──

「ん…………すぅ……」

「（あ、意外とあどけない寝ね顔がおだなぁ、師匠）」

　そういえば師匠の寝顔なんて初めて見るなぁと、思わず彼女の肩かたに手をかけたまま、ぼーっとしてしまう。

　──と、次の瞬間師匠が突とつ然ぜん目を覚まし、ぼくとばっちり視線が合う。途端に彼女はしゅぼっと頰を赤らめた。師匠は「え、や、え、あ？」とブランケットの端はしをきゅっと握って、目を白黒させる。

「と、トオル!?　な、なぜこちらのテントに……は！　こ、コレが噂うわさに聞く、夜よ這ばいというものなのか!?」

「よばい？　うんと、良く分からないけど、とりあえず朝だよ、師匠」

「え……あ……」

　外の明るさを確かく認にんして、落ち着きを取り戻す師匠。しかし次の瞬間、彼女はまた今までとは違った種類の動どう揺ようでぎくりと固まった。ぼくを押しのけるようにバッと上半身を起き上がらせ、頭を押さえて、呻うめくように漏もらす。

「私は……なぜ普ふ通つうに寝ている？」

「そこなんだよ、師匠」

　もう一つのテントで同様の疑問に気付いて慌てだしたらしい二名の気配を背後に感じながら、ぼくは深く深く溜ため息いきを吐ついたのだった。




「つまり、なんだ、今一度まとめるとだな……」

　あれから約十分後。昨夜からの記き憶おくがごっそり抜ぬけ落ちていることを受け、全員で状じよう況きようを調査、確認をした結果……驚きよう愕がくの事実が判明した。

　全すべての報告を聞き終えた師匠が、ごくりと一度唾を飲み込んでから、その全ぜん貌ぼうを語る。

「私達はあの後スープを全て完食し、片付けもいつも以上に丁てい寧ねいにこなした後、焚き火の始末もきっちりとやり遂とげ、それどころか今日の旅支じ度たくをも実に几き帳ちよう面めんに終わらせ、服をしっかりと寝ね間ま着きに着き替がえ、就しゆう寝しんしたが……その記憶は誰にも一いつ切さいないと。そして現在、全員共通の実感として……すこぶる体調が良く、すり傷や打ち身も全快している、と」

　師匠の言葉に、こくりと頷うなずくぼくら。場に、妙みような沈黙が訪れる。

　確かに、ファルディオの《毒物チェッカー》に間違いは無かった。状況を見るに、毒どころか、非常に体に良い料理だったことさえ窺うかがい知れる。片付けだって完かん璧ぺきだし、記憶が失われていること以外は、何も悪いことなどない。でも、なぜだろう。だからこそ……。




『（逆にすげぇ怖こえぇぇぇぇええええええええええええええええええええええええ!?）』




　昨晩のぼく達は、本当にぼく達なの!?　なんでそんなに、ちゃんとしてたの!?　そしていくら体に良くたって、一晩で怪け我がを治せる食事って何!?　副作用は大だい丈じよう夫ぶなの!?

　ぼく達はぶるっと身を震わせると、それぞれ、いそいそと旅支度を整え、逃にげる様にその場から旅立ったのだった。




「それにしても、酷ひどい食事続きだぜ……」

　昨夜から今朝にかけての惨さん劇げき（？）、通つう称しよう『変なキノコ、ダメ、絶対』から数時間。

　ぼくらは次の村に向けて、街道を歩いていた。

　ファルディオの愚ぐ痴ちに、ルウと師匠が同意する。

「まったくですな。どうして毎晩毎晩、ああいったことになるのか……」

「結局今一つそれぞれの適性も摑つかめぬままだしな。そもそも、このメンバーで夕食を作ること自体、諦あきらめるべきなのか……」

　嘆たん息そくがちに呟つぶやく師匠の意見に、ファルディオとルウも頷く。

　しかしぼくは一人、それらに同意せず歩き続けると。

　トボトボと元気無く歩く三人より少し前に少し駆かけてから、くるっと振ふり返り、笑え顔がおを見せた。

「でも、ぼくは好きだけどなっ、皆みんなで作って食べる夕食！」

『え……？』

　三人が不思議そうに首を傾かしげる。どうもぼくの言いたいことが今一つ伝わっていないらしい。ぼくは、苦笑いしながら続けた。

「確かに、料理自体はびっくりするほど毎回酷いけどさ。でも……」

　ぼくは少し空を見上げ、元の世界での記憶を辿たどる。

　人ひと気けのない暗い部屋、温かみのない空気、味の変わらないコンビニの食事、孤こ独どく。

　ぼくは視線を皆の方へと戻もどすと……大好きな仲間達の顔を見て、改めて、告げた。




「皆と作って食べた失敗料理は、それでも、一人で食べるご飯の百万倍は美味おいしかったよ！　本当に！」




『────』

　三人がどこかハッとした表情をし、そしてすぐに、どこか柔やわらかく微笑ほほえんでくれる。

　食事は、何を食べるかじゃない。誰と食べるかなんだ。

　ぼくは改めてそのことを嚙かみ締しめると……青空の下、元気に旅を再開させたのだった。




　…………。




　……と、本当ならここで綺き麗れいに話を終わらせたいところなのだけれど。

　大変遺い憾かんなことに、実は続きがあって。

　すっかり上がりきったテンションの下、ぼくは鼻はな唄うたをうたいながら、陽気に歩いていた。しばらくしてようやく目的地の村のすぐ傍そばまでやってくると、皆を振り返り、「ねぇねぇ！」と実に楽しい気分のまま、新たな話題を振る。

「皆さ、皆さ。村についたら、最初に何がしたい？」

　満面の笑みで訊たずねるぼく。

　皆はそんなぼくに、にこぉっと再び温かい微笑みを返してくれると……まるで当然とばかりに、示し合わせたわけでもないのに、声を完璧に揃そろえて、微み塵じんの迷いもなく答えてきたのだった。




『まともな食事がしたいです（ぞ）』




「……デスヨネー」

　額に汗あせを搔かきながらも、今回ばかりは素す直なおにそれを認めるぼく。

　今回の、真の教訓。

《いい話風》にまとめられることにも、やはり限度というものはあるらしい。




　……というかぼくも、正直アレなら一人コンビニ弁当の方が数段マシだったです、はい。








第二章（裏）　ディナータイム









「ゲインにはさ、愛あい嬌きようが足りないんだよね、愛嬌が」

　ヨルの不ぶ躾しつけな言葉に、ワタシは黙だまって彼を睨にらんで返した。

　ヨルは腰こしに手を当て、更さらに語気を強めて食いかかってくる。

「そーいうとこだよ、そういうとこ！　どうして笑顔の一つも浮うかべられないかなぁ」

「そう言われてもな。今やワタシは名前ばかりか知性や言語をも手に入れ、容姿も限り無く人間の骨格に近付いた。が、しかし顔や毛並み、質感は変わらず白はく狼ろうのままだ。そのワタシに、人間のそれと全く同様の笑みを浮かべろというのは、些いささか酷こくな話ではないか？」

　下した顎あご周りの毛並みをゆっくりと撫なでつつ返す。ヨルは「そういうことじゃないんだけどなぁ」と大おお袈げ裟さに溜息をついて肩を落とした。長い銀ぎん髪ぱつがさらりと揺れる。

　どうも昔から、この手の話題は苦手だ。ワタシは追つい及きゆうをかわす様に黙って手近な岩へと腰こし掛かけると、鞘さやから剣けんを抜き、手入れを始めた。

　再び嘆息したヨルは焚たき火を挟はさんで前方の岩に腰を下ろし、ぐるりと辺りを見回す。

「……で、ゲインは相も変わらず、こんな陰いん気きな森の中で生活しているわけだ」

「いや、この森に来たの自体は最近だ。……しかしヨルよ、ふと気になったのだが、そもそも『陰気な森』とはなんだ。それではまるで世の中には『陽気な森』とやらがそこかしこにあるような口ぶりでは──」

「だーかーらー！　そういうとこなんだって、そういうとこー！」

　駄だ々だを捏こねる様に足をバタバタとさせるヨル。姿形も相あい俟まって完全に無む邪じや気きな子供の態度だが、しかし、ワタシは知っている。彼が決して、そんな生やさしい存在ではないということを。むしろ人間の子供などとは、対極に位置する存在だということを。

　彼はしかしあくまで無邪気な態度のまま、ぶーと口を尖とがらせてきた。

「どうしてゲインは、いつまで経たってもそんなに堅かたいんだろうなぁ。スーリムやミュートやイグニールは、すぐに、もっともっと『人間らしく』なったのにさ」

　指し摘てきされ、三人の顔を思い出す。確かに彼等は容姿も完全に人間のそれならば、中身も限り無く人間に近い。《魔ま人じん》に進化して尚なおも森で暮らすワタシとは異なり、彼等は今やすっかり人間社会に紛まぎれ込んで生活出来ていることからも、その差は明白である。

　中でもイグニールの人間ぶりは一ひと際きわ見事だ。態度が常に軽けい薄はくで、更には人間の「狡こう猾かつさ」を愛してやまない彼は、常に人の多い都市部へと入り浸びたっては、その「言葉で人間を操あやつる」という《能力》を活いかして派手な祭事の中心に身を置く。

　人間に興味がないワタシには、到とう底てい理解出来ぬ感覚であった。

　ヨルが焚き火越ごしにワタシを見つめ、どうにも納なつ得とくいかない様子で続けてきた。

「うーん、ボクの目に狂くるいはないはずなんだけどなぁ」

「……ふむ。例の、《魔人としての資質》とやらの話か？」

　麻あさ布ぬので剣を磨みがきながら応じる。ヨルは深く頷いた。

「そう。人間に対する感情や関かかわり方が、通常の魔物と一線を画かくす、特とく殊しゆな魔物。そういう存在こそを、ボクは《魔人》としてスカウトしているつもりだったのだけれど……」

「ならば、ワタシに関してだけは見込み違ちがいだったな。スーリムやミュートやイグニールの様な《人間愛》など、ワタシは微塵も持ち合わせてはおらぬ」

「みたいだねぇ。だから、ボクの力をもってしても、容姿が人間に変化しきらなかったのかなぁ。うーん……その強力すぎる《能力》といい、キミはホント、謎なぞだらけだ」

「それは、ヨルにだけは言われたくない言葉だな」

　思わず苦く笑しようするワタシの顔を見て、ヨルは一いつ瞬しゆんだけ珍めずらしいものを見た様にキョトンとすると、「そりゃ確かに」と微笑んだ。ようやく場が和なごんだことに、ワタシは多少なりとも安あん堵どする。成なる程ほど、愛嬌や愛あい想そというものは、こういう場で役立つのらしい。覚えておこう。

　機き嫌げんを回復したヨルは、そのままいつものように他ほかの《魔人》達の近きん況きよう報告を開始する。

「ミュートは相変わらず魔法都市ルーンへイムに滞たい在ざいして、技術研究者達に張り付いていたよ。趣しゆ味みと実益を兼かねてとかボクには調子のいいこと言っているけど、あれは完全に趣味十割だね。顔がいやらしかった」

「だろうな。人間の『罪悪感』を好む彼女にとって、ルーンへイム以上の街もないだろう」

「まあね。たまに他の街もつまみ食いに行っているみたいだけど、あくまで根城はルーンへイム一いつ択たくみたいだ。それと対極的なのはスーリムだね。彼は一所に落ち着くということがなく、常に街から街、村から村へと動き回っているよ」

　その報告に、ワタシは「ふん」と鼻を鳴らして応じる。

「人間の『脆ぜい弱じやくさ』を愛すヤツらしいことだな。大方、か弱い人間を狩かり尽つくさない程度で切り上げ、繁はん殖しよくの余地を残して移動してるだけの話であろう？　悪趣味この上ない」

「相変わらずスーリムに厳しいねぇ、ゲインは。同じ古参の《魔人》同士、もう少し仲良くしていこうよ。ね？」

　苦笑いするヨルの言葉に、ワタシは思わずムッと顔を顰しかめる。

「ヨルは、ワタシと同じくスーリムのやり方には否定的な側だと思っていたのだがな」

　ワタシの見解を受けて、ヨルは腕うでを組んで唸うなり始めた。

「うーん、まあ、そうだね。彼のやり方自体は、ボクの好みじゃないかなぁ。ほら、ボクはさ、ゲインや普ふ通つうの魔物よりは勿もち論ろん、偏へん執しゆう的な愛情を持つ《魔人》達よりも遥はるかに──人類を、愛してやまないからね」

「ならば──」

　スーリムに釘くぎの一つでも刺さしてやれ、とワタシが続けようとした矢先。

　ヨルは──相変わらずの無邪気な子供の笑顔で、何でもないことのように続けてきた。




「でも、人類には結局いずれ滅ほろんで貰もらうからなぁ。それを考えると、彼らの扱あつかいに関して、わざわざ友達と険悪になってまで指摘をする程でもないっていうかぁ……うーん」




「────」

　まるで世間話の延長の様に、あくまで軽い口調でそんなことを言い、悩なやむヨル。

　ワタシはそのどこかズレた感性に、身み震ぶるいを禁じ得なかった。

「（これだ。これがあるから……ヨルは、得体が知れない。底が見えない）」

　無邪気な振ふる舞まいが演技だとは思わない。彼は常に本音を喋しやべっているのだろう。しかし……だからこそ、その深しん奥おうに時折垣かい間ま見みえる歪ゆがんだ闇やみが、あまりにも異様。

　ワタシが黙り込んでいると、ヨルは一度ニコッと笑ってから話を近況報告へと戻もどした。

「あ、そうそう、あと、ゲインと一番親しかった、イグニールの話なんだけどさ」

「あ、ああ。ふむ、ヤツは今どうしている？　確か以前聞いた話では、新たな祭事の匂においを嗅かぎつけて闘とう技ぎ都市ルザルに向かったということだったが……」

　懐なつかしい友の顔を思い出す。確かに、《魔人》の中では、ワタシは彼と一番馬があった。態度の軽薄な彼とワタシでは、その性格は完全に対極と言って良かったが、それでも彼の芯しんには「人間への尊敬」が根付いており、ワタシはそこに好感を抱いだいていた。ワタシは人間が好きでも嫌きらいでもなかったが、「尊敬する」という感情自体には一種の高潔さがあると考える。そしてそれは、少なくともスーリムやミュートからは感じられないものであった。

　久々にイグニールに会ってみるのも、悪くはないかもしれない。

　ワタシがそんなことを考えながらヨルの近況報告を待っていると、彼は──突とつ然ぜん声のトーンを落として、驚おどろくべき報告を口にした。




「彼は《女め神がみ教会》に捕つかまったよ。どうやらルザルで、《勇者》にやられたらしい」




「!?」

　驚きよう愕がくして思わず立ち上がる。手から滑すべり落ちた剣がカンッと甲かん高だかい金属音を森に響ひびかせる中、ヨルは焚き火を見つめたままで続けた。

「どうも先走ったみたいだね。狡猾で慎しん重ちような彼らしくもないというか……いや、祭り好きの彼らしいのかな。誰だれよりも先に《勇者》と遊びたかったんだろうねぇ」

「っ、何を悠ゆう長ちようなことを！　囚とらわれているというならば、すぐにでも助けに──」

「やめときなよ」

「っ！」

　ヨルの底冷えするような声に、硬こう直ちよくするワタシ。ヨルはワタシを一いち瞥べつもせず続けた。

「《女神教会》と事を構えるのは、今じゃない。ヤツラを侮あなどってはいけないよゲイン。ヤツラは、今のボクやゲインが何の犠ぎ牲せいもなく打ち負かせる程、甘い組織じゃないんだ」

「しかし、ならばイグニールは──」

「助けるさ」

　間かん髪はつを容いれずに宣言するヨル。彼は顎の下で手を組み、瞳ひとみを鈍にぶく光らせて続けた。

「その時がきたら──《女神教会》の人間達に地じ獄ごくの苦しみと後こう悔かいを与あたえて皆みな殺ごろしにした上で、必ず、ボクは彼を──友達を助ける。助けてみせる」

　力強くそう言い、ワタシを見つめるヨル。ワタシは黙って岩に腰を下ろした。

　彼のこちらを励はげます様な笑え顔がおを見ながら……しかしワタシは不可解な思いを抱く。

「（やはりまるで分からない。ヨルは、人間が好きなのか、嫌いなのか。慈じ悲ひ深ぶかいのか、冷れい酷こくなのか。そもそも魔物なのか、それ以外の何かなのか。何もかもが分からない。ただ、ワタシに唯ゆい一いつ分かることがあるとすれば、それは……）」

　思わず黙もつ考こうするも、ヨルの「だからさ」という声を受け、ワタシは顔を上げた。

「今は、別のことに力を貸してよ、ゲイン。特殊能力《捕ほ食しよく》を有し、ボクの知る限りで最強の戦せん闘とう能力を誇ほこるキミにさ。その未いまだ衰おとろえぬ野生を見込んで、やって貰いたいことがあるんだよ」

「ワタシにやらせたいこと？　イグニール救出の他に、何をすることがあると……」

「そんなの、あとはもう一つだけに決まってるじゃないか」

「？」

　ワタシが首を傾かしげていると、ヨルは満面の笑みを浮かべ。

　至し極ごく当然のことを告げるかの如ごとく、実に楽しそうに、その指示を口にする。




「ボクの代わりに、勇者を追つい跡せきして、殺してきてよ。ね？　いいでしょ？」




「…………ああ。了りよう解かいした」

　少しの沈ちん黙もくの後、ワタシは剣を拾って鞘に収め、そのままヨルに背を向けて歩き出した。

　ヨルは「あははっ」と笑って背後から声をかけてくる。

「相変わらずゲインは素っ気ない程に行動が早いなぁ。まあいいや。とりあえずルザル方面向かってくれる？　追跡する上での必要情報は、ルザル近きん郊こうでまた伝えるからさ」

「了解したが……追跡？　勇者の旅の経路上で待ち伏ぶせするのでは駄だ目めなのか？」

　ワタシが首を傾げると、ヨルはどこか悪戯いたずらっ子の様な笑みを浮うかべてきた。

「それでもいいんだけど、それ以上に確実で無む駄だのないやり方があるからさ。実は、ボクにちょっとアテがあってね。未だ野生の力を失っていない、キミにだからこそ有用な追跡協力が、出来るかなと思うんだ」

「？　よく分からないが、任務は理解した。期待に添そえる様、努力しよう」

「うん、頼たよりにしてるよ。あ、キミが頑がん張ばってくれている間、ボクは《女神教会》対策の準備をしているからさ。何か助けが必要だったり、もしくは事が終わった際は、例の如く遠えん慮りよなく心の中で呼んでよ。じゃ、そんなわけで、よろしく！　またルザル近郊で！」

　言い終えると同時に、背後からすっと気配が消える。振り返って確かく認にんしてみると、案の定既すでにヨルの姿は無かった。神しん出しゆつ鬼き没ぼつとは、まさに彼のためにある言葉だろう。……神か鬼おにかは、未だに分からないが。

　ワタシは一つ嘆たん息そくの後、歩き出す。まずはルザルか。……しかし、それにしても……。

「（勇者を追跡する上でのアテとは、一体なんなのだろうか？）」

　実際、イグニールの一件で我ら魔ま人じんの存在が知られているであろう現状では、教会も勇者自身も出来るだけ我らの目につかぬよう、この広大な世界の旅を進めていくだろう。……待ち伏せ以外のやり方で、彼らを確実に追える術すべがあるとするなら、それは……。

「（と、いかんな。勝手な憶おく測そくで先入観を抱くなど、愚ぐの骨こつ頂ちようだ）」

　自省しながらも森の中を駆かけ出し、改めて任務に意識をやる。

　勇者の追跡、並びに殺害。ただそれだけが、ワタシに与えられた役割。

　そう意識を改め直して、無心で走ること数十秒。

　ふと、ワタシは自身が不可解な昂たかぶりを抱いていることに気がついた。

「（なんだこれは……？　期待？）」

　奇き妙みような感情に戸と惑まどいつつも、ワタシは自身の奥へと潜もぐる様にして、その根源を探さぐる。

「（一体何への期待だ？　イグニールの仇かたきを討うてることに対してか？　いや……そのような負の感情ではないな。これはもっと、単純かつ純じゆん粋すいな何か。そう、これは……）」

　──と、一つの結論に辿たどり着きかけた、その矢先。

　突然、ワタシの行く手に小さな野の狐ぎつねが飛び出してきた。急なことではあったが、ワタシの反射神経ならば容易に避よけられる距きよ離りである。

　ワタシは僅わずかに身をずらすと、一いつ切さい速度を緩ゆるめること無く、野狐の横をすれ違ちがい──

《──キュゥッ!?》

　──ざまにその首根っこを摑つかんで捕ほ獲かくし、そのままその柔やわらかな腹へとかぶりついた。

《──!?──ィィ──！》

　せめて苦しまぬ様にと、次の一嚙かみで素す早ばやく心臓に牙きばを突つき立て絶命させる。そのままワタシは毛皮ごと肉を千切り、骨を砕くだき、臓物を喰くらい、血の一ひと滴しずくまで貪どん欲よくに啜すすった。

　気付けばワタシは、狐を口に銜くわえたまま、人の猿さる真ま似ねを捨て、四足で森を走っていた。魔人になって久しい高こう揚ようが体中を駆け巡めぐっていく。

「（勇者！　圧あつ倒とう的てきな力の象しよう徴ちよう！　我らの敵！　イグニールをも降した……敵！）」

　今ならば、先んじてルザルで勇者とぶつかったイグニールの気持ちが理解出来る。

　魔物も人をも超ちよう越えつした我らの前に現れた、初めての好敵手。魔人が死力を尽くすことを許される数少ない存在。それが……まさかここまでワタシを昂ぶらせるとは！

　野狐を全すべて平らげ、血に濡ぬれた口元を歪める。成なる程ほど、これが本当の……心からの、笑顔というものらしい。

　その直後、脳内を閃せん光こうの様に一いつ瞬しゆんで駆け抜ぬけていく、野狐の《経験と記き憶おく》。

　次の瞬しゆん間かんには、ワタシの四足走行は更さらに洗練化され、住み慣れた夜の森の中を最適化された動きで駆け抜けていた。

　久々の能力発動に、一瞬目眩めまいを覚える。自らの能力ながら、やはりこの瞬間は苦手だ。元来の無益な殺せつ生しようを好まぬ性質も手伝い、普段は使用する理由が皆かい無むと言っていい。

　しかし……生まれて初めてのことだが、今ばかりは、喰いたくて仕方無かった。

　勇者に対たい抗こうするための能力を養うために。

　勇者と存分にやりあうための活力を得るために。

　そしてなによりも……。




「（異世界から来訪せし強者の経験や記憶。それは一体、どれほどの……！）」




　ワタシは抑おさえ切れぬ衝しよう動どうに身み悶もだえしながらも、精せい緻ちで無駄のない風の如き疾しつ駆くで、勇者の追跡を開始したのであった。








第三章　アドベンチャー









「おおー！　ここが、《女め神がみの試練》の一つ、《決断の洞どう窟くつ》かぁ！」

　山の岩いわ肌はだにぽっかりと開いた洞ほら穴あなの前で、思わず感かん嘆たんの声を上げるぼく。音が穴の奥へと山やま彦びこの様に反はん響きようしていく。すっかり楽しくなって意味も無く「やっほー」等と叫さけんでいると、ぼくに遅おくれてやってきたファルディオ達もまた、洞窟の前で足を止めた。

「ほぉ、こりゃまた随ずい分ぶんと綺き麗れいに穴が開いてやがらぁ」

「ホントですな。洞窟というよりは、トンネルといった方が近そうですぞ」

　確かにルウの言う通りだ。歪いびつな天然洞窟というよりは、掘くつ削さくされた感じというか。

　ルウの疑問に、師し匠しようが応じる。

「うむ、その印象は間違ってないぞ。ここは少なくとも天然の洞窟ではないからな」

「え、人が作ったっていうこと？」

　ぼくが振ふり返りながら訊たずねると、師匠は腕うでを組んで少し困った風に唸うなった。

「いや、その辺が難しいところでな。中を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんなのだが、ここは、現代を生きる我々の魔法技術をもってしても、なお再現不能な特とく殊しゆ機構に溢あふれていてな」

「えーと？　じゃあ……一体誰だれが作ったのさ？」

「当然、女神様だ」「教会の勝手な歴史解かい釈しやくにおいては、な」

　師匠の答えに対し、間髪を容れず言葉を付け足すファルディオ。師匠は一瞬ムッと顔を顰しかめたものの、彼を無視する様にして説明を続けてきた。

「《女神の試練》を含ふくむ一部遺い跡せきや発はつ掘くつ物には、明らかに人の手にはあまる技術が用いられている。そういった物を我々女神教会は神の作りし物《神工物》と称しようし、神聖視しているのだ」

「へぇ。なんか良く分からないけど、こう……ロマンだね！　ワクワクするね！」

　思わずはしゃぐぼく。元の世界に居た頃ころは、兄さんと二人、夢中になってオカルト番組とか見てたっけ。懐なつかしいなぁ。

　ぼく同様、ルウもまた「実に興味深いですなぁ」と目を輝かがやかせ、師匠もどこか誇らしげだ。だけどファルディオだけは、心底不快そうな表情で視線を逸そらしていた。……おかしいなぁ。いくら女神教会が嫌きらいでも、いつものファルディオなら、こういう一いつ攫かく千せん金きんになりそうな話にはもうちょっと食いつくはずなんだけど──って、そんな風に様子を窺うかがってたら、なんか目が合っちゃった。

　ファルディオがどこか慌あわてた様子で視線を逸らす。

「っ。……あ、あー、ほら、こんなとこ、早く通り抜けちまおうぜ」

「あ、待ってよファルディオ」

　なにか気まずそうにして足早に先を行くファルディオ。ぼくらは怪け訝げんに思いながらも、慌ててその背を追い、洞窟へと足を踏ふみ入れた。

「わ、涼すずしい」

　日ひ陰かげに入った途と端たんに露ろ骨こつに体感温度が下がった。いっそ少し肌はだ寒ざむいぐらいだ。

　ぼくらが涼しさを満まん喫きつしていると、ルウがふよふよと洞窟の壁へき面めんに寄っていき、ちっちゃい手でぺちぺちと壁かべを叩たたきだす。……可愛かわいいけど、なにしてるんだろう、あれ……。

　ハッとぼくの視線に気付いたルウが、どこか焦あせった様子でわたわたと言い訳する。

「な、なんでもないですぞ！　ルウは決して、壁を壊こわそうとかしてないですぞ！　《女神の試練》よりも隠かくし通路や財宝探しを重視しているだなんてこと、ないのですぞ！」

「言いながらもペチペチ壁叩いてちゃ、なんの説得力もないよ……」

「う、こ、これは、罠わなの有う無むを確かめるためであって──って、うにゃあ!?」

　突とつ然ぜん、ルウの叩いている岩壁の一部がぽろっと崩くずれて、そこから何かが吹ふき出す様な音が漏もれてくる。ルウは目をきゅーっと瞑つぶって泣きながらぼくの方へ逃にげてきた。

「なんか気体が出て来ましたぞ！　くちゃいですぞ！　しみますぞ！　ごしゅじーん！」

「おー、よーしよしよし、怖こわかったねぇ」

　正直自業自得だよなぁと思いながら、怯おびえるルウの頭を撫なでる。その様子を見ていた師匠が、シューシューとガスを吹き出す穴を見つめながら、解説する。

「ふむ、どうやら《土ど泡ほう》をつついてしまった様だな」

「どほう？」

「ああ。この辺りの地域でたまに見られる現象でな。土や岩の中にガスの溜たまった泡あわの様な空間がぽっかり出来ていることがあるんだ。なに、匂においこそキツイが著いちじるしい毒性や激しい可燃性はないから、気にするな。そこのガスも、じきに止まるだろうさ」

　師匠の解説にほっと胸を撫で下ろすぼくら。良かった、大変な罠とかじゃなくて。

　それでもルウは一応反省したらしく、探たん索さくをやめて大人しくぼくの肩かたに乗った。

　師匠と苦笑いする中、先を行くファルディオが、頭を搔かいてあたりを見回す。

「っつーかこれ、探検用の装備とか持ってきたのかよ、セシリア。少なくとも、携けい行こう向きかつ強力な照明器具が必ひつ須すだぞこれ」

　確かに彼の言うとおりだった。今はまだ入り口近くで日の光があるけど、それが奥まで続くわけもない。でも直前に立ち寄った村で松明たいまつなんかを調達した記憶もない。一応、いつもキャンプ時に使っているランプはあるけど、持ち歩きづらいし。

　一体どうするのかなと思って師匠の方を見ると、彼女はなぜか首を横に振った。

「いや、通常の洞窟ならばいざしらず、この《決断の洞窟》にそんなものは必要ないさ」

「？　どういうことだ？」

　ファルディオの質問には答えず、くいっと顎あごで前方を指す師匠。気付けば目の前には、洞窟を丸々と塞ふさぐ、大きな金属製の壁が立ちはだかっていた。

「な、なんだこりゃ」

　ファルディオがギョッとしながら、それをコツコツと叩く。とても分厚く硬かたそうだ。近付いて見ると、壁全体には奇妙な幾き何か学がく的な模様が全面に亘って彫ほられていた。

　ぼく、ルウ、ファルディオがぽかーんとする中、師匠は脇わきの方に寄り、少し目を凝こらして壁を調べた後、「ああ、これだこれだ」等と呟つぶやく。ぼくが寄っていくと、彼女は金属製の壁の一部、そこだけ少し材質が違う黒い六角形の紋もん様ようの部分を指差した。

「トオル、ここに手をかざしてみてくれないか？」

「え、あ、うん、別にいいけど……」

　言われるがままに手をかざすぼく。と、次の瞬間──

「わっ」

　──その六角形の頂点それぞれから光の筋が[image: 迸]ほとばしり、線を辿る様にして壁の幾何学模様を浮うき上がらせていく。光はそのまま壁全体を瞬またたく間まに網もう羅らすると、最後に何度か明めい滅めつし、そして──

　──巨きよ大だいな壁がまるごと、光に溶とけるかのように消えていった。

『────』

　ぽかーんとする、ぼくら。対して師匠は少し驚おどろいた風ではあるものの、元々心構えは出来ていたらしく、「では行くとするか」と淡たん々たんと応じて奥へと進む。見れば、そこから先の洞窟は、天てん井じようから壁から床ゆかまで全て先程の巨壁と同じ素材、そして幾何学模様で覆おおわれていた。恐おそる恐る足を踏み入れると、今度はぼくのつま先部分から光が[image: 迸]り、内部を照らしていく。瞬く間に、洞窟は適度な明るさに調節された。

　感心しながらも、ぼくらが少し先へと進んだところで、背後から再び激しい発光が漏れてくる。何事かと思って振り返ると、先程消えたはずの金属壁が復活していた。どうやらあの巨壁は、自動扉とびらの様なものだったらしい。

「……ほへぇー……」

　感心しながら、周囲を見回す。

　確かにこれは、度ど肝ぎもを抜かれる技術だなぁ。いや、この世界の現在の魔法技術力だって、ぼくは充じゆう分ぶん凄すごいと思っているけれど……なんかこの空間は、やっぱり異質だ。

「（なんだろ……ぼくの世界の科学に近い感じ？　いや、それにしても未来だけど）」

　まあ残念ながら、兄さんと違ちがってぼくは「ＳＦ」とかって呼ばれる方面に明るくない。今のぼくに唯ゆい一いつ分かることと言えば……。

「光る幾何学模様って、やっぱちょーカッケー！　うん、女神様はセンス抜ばつ群ぐんだ！」

『…………』

「あ、あれぇ？」

　なんかイマイチ同意が得られなかった。っていうか、なんか「そっかそっか、良かったなぁ、そこの子供」みたいな温かい目された。……なんだよ！　カッコイイじゃんかよ、光る幾何学模様！　授業中の暇ひま潰つぶしで、皆みんなノートに幾何学模様書くじゃん！　ねぇ!?

　とにもかくにも、観察や感動もそこそこに、ぼくらは洞窟を進み始める。少しして、先を行く師匠が「さて」と仕切り直す様に切り出してきた。

「ここから先の仕し掛かけに関しては、私にも未知だ。気を引き締しめる様に」

　師匠のその発言に、ファルディオが首を傾かしげる。

「未知？　おいおいずっと勇者の旅をサポートしてきた女神教会様が、勇者が確実に毎回訪おとずれるはずの《女神の試練》に関して、ここまでしか知らねぇってこたぁねぇだろ」

　ファルディオの少しトゲのある言葉に、しかし師匠は静かに首を横に振る。

「《女神の試練》の内容に関しては、記録したり他言することがタブーとされているのだ」

「おいおい、なんだそりゃ。理由は？」

「…………それが、慣習だからだ……」

「はっ、いかにも胡う散さん臭くさい女神教会様らしいこって」

　呆あきれた様に吐はき捨てるファルディオ。師匠は何処どこか悔くやしそうにしながらも、でも反論はしなかった。

　いつになくファルディオの機き嫌げんが悪いせいか、なんだかかなり微び妙みような空気になってきたので、ぼくは慌ててルウに世間話をする。

「そ、それにしても、すっごいなぁ《決断の洞どう窟くつ》。こんなに凄い技術力あるなら……なんか超ちよう面おも白しろい最さい先せん端たんゲーム機とか落ちてたりして！」

「あ、ならばルウは高性能なトリミングマシーンに期待したいところですぞ！」

　きゃっきゃとはしゃぐぼくら。そんなぼくらの様子に、背後の師匠とファルディオが苦く笑しようを漏らす。少しだけ、雰ふん囲い気きが回復した。良かった良かった。

　ファルディオが「しっかしよぉ」と声をあげる。

「《決断の洞窟》って言うからには、俺達、何か決断させられるわけか？」

　その質問に、師し匠しようが「ああ」と応じる。

「それはそうらしい。詳くわしい記録こそ残せないが、噂うわさレベルで聞いた話によると、前勇者の旅に同行した古株の騎き士し団員が、《決断の洞窟》に関して『あんなに厳しい決断を迫せまられたのは、後にも先にもあれっきりだ……』と、驚く程ほどにやつれた表情で語ったとか」

「な、なんだそりゃ。凄すげぇ怖こえぇじゃねえかよ……」

　ファルディオが自らの体を抱だきしめる様にしてブルッと震ふるえる。彼ほどではないにしろ、ぼくとルウもまた、いいしれぬ不安に襲おそわれていた。

　厳しい決断を迫られる洞窟……。

　なんだろう、強力な悪あく魔まが跋ばつ扈こする山……とかより、ずっと嫌いやな感じがする。

　全員が不安で口数も減ってくる中、少し歩いた先で再び入り口のあれと同様の巨壁にぶち当たった。見れば例の黒い六角形もある。これも扉ならば、あれにぼくが手をかざせば先へ進めるんだろうけど……。

　でもただ一いつ箇か所しよ、前回と少し違うことがあって、それは……。

「六角形が……二つ？」

　左右に分かれる形で、手をかざすべき六角形が二つある。

　どうしたものかとぼくらが逡しゆん巡じゆんしていると……次の瞬しゆん間かん、まだ何もしていないのに、壁の幾何学模様が淡あわく光り出した。そして──




〈──《決断の洞窟》へようこそ、新たなる《審しん判ぱん者》よ〉




『!?』

　突とつ如じよ場に響ひびき渡る、どこか無機質な女性の声。

　声はさらに続く。

〈私はここ《決断の洞窟》を含ふくめた三箇所全すべての試練を管理する者。以降、もし必要あらば『アウル』とお呼び下さい《審判者》よ〉

「え、えと……なに？　チンパンジーがどうしたって？」

「違う、《審判者》だ、トオル。審判する者と書いて、《審判者》」

　師匠がそう解説してくれるも、やっぱりイマイチ事情が飲み込めない。キョトンとしたままのぼくに、師匠は口早に説明してくれた。

「要は勇者のことだ。なぜか《女め神がみの試練》を始めとする《神工物》では、勇者のことをそう表現するらしい。理由は未いまだに良く分かっていないらしいが」

「そうなんだ」

　とりあえずそれだけ確かく認にんし、改めて扉と思おぼしき壁かべに向き合うと、そのタイミングを見計らった様に再び声……アウルが解説を始める。

〈ここから先の扉は、全て二に択たくに回答することで開かれていきます。提示される二択のうち、最初に読み上げられた選せん択たく肢しを取る場合は、左。後者の選択肢を取る場合は、右の認証装置に《審判者》の手をかざして下さい〉

「えっと、じゃあそれに正解したら次に進めるっていうことなのかな？」

〈いえ、この試練に『正解』『不正解』という概がい念ねんは御ご座ざいません。心の赴おもむくままに自由に選択して頂ければ、ただそれだけで道は開きます〉

「なんだ、楽勝じゃねえか」

　ファルディオが気の抜ぬけた様子で呟く。確かに。これじゃただのアンケートだ。試練という言葉が全然似合わない。

　ぼくがそんなことを考えていると、アウルは〈ただし〉と付け加えてきた。

〈選択の制限時間は三十秒。それを超ちよう過かした場合だけは、試練失敗と見なされます〉

「ふむ、まさに決断能力が試ためされる洞窟というわけですな！」

　ルウの言葉に、全員が頷うなずく。声は尚なおも続けてきた。

〈ちなみに、試練を失敗された際は、罰ばつとして──〉

　その言葉に、ごくりと唾つばを飲み込むぼくら。世界の命運を握にぎる様な試練を失敗した者への、罰則！　きっと、それはそれは恐ろしいものに違いない。

　ぼくらが緊きん張ちように冷ひや汗あせを搔かく中……アウルは、淡々と、罰則を告げてきた。

〈──アレをアレな器具でアレされます〉

『ペナルティがアバウトすぎて逆に怖こわい！』

　機械的で無感情な音声とのギャップもあり、かなりの恐きよう怖ふだった！　なにをされるか分かったもんじゃない！

　ぼくらのそんなリアクションに構わず、アウルは淡々と状じよう況きようを進めていく。

〈では、第一問〉

『!?』

　唐とう突とつに始まった問題に、慌あわてて耳を澄すますぼくら。

〈まずは通路選択です。この洞窟を先に進むにあたり、次の二つの道──〉

　問題の序じよ盤ばんを聞き、ぼくらはホッと胸を撫なで下ろす。よし、とりあえずは大した決断を迫られないみたいだ。これなら、迷ってタイムオーバーの危険性もないだろう。

　ぼくらが気を緩ゆるめる中──アウルは、その選択肢を、告げて来た。




〈ちょっぴり太る通路と、うっすらハゲる通路、どちらを通りますか？〉




『選びがたあぁぁぁぁぁぁぁあぁぁぁああああああああああああああああい!?』

　確かにこれは、これまでの人生でも最高難易度の決断を迫られてる感があった！

　音声による秒数カウントが始まる中、師匠が「く……！」と呻うめいた。

「なんという残ざん酷こくな……！　確かにこれは、情報を記しるすのも躊躇ためらう試練……！」

「おいおい、んなこと言っている場合じゃねえぞ！　早く決断しねぇと！　俺は……ふ、太る道の方に一票だ！」

「ルウは……ルウも、太る道の方に一票ですな！　毛並みが崩くずれるのは耐たえ難がたいですぞ！」

　二人が意見を表明し、ぼくは師匠をくわっと見つめる。

　師匠が、動どう揺ようした様子で「わ、私は……」とごにょごにょ応じた。

「元々頭とう髪はつの毛量は多い方だし……以前ならば体型など気にしなかったが……」

　そこでちらりとぼくを見て、目を隠かくすように俯うつむき、頰ほおを紅あかくして告げる。

「い、今は女として太ってしまうのが、その、不思議と怖いというか……うん」

　これで意見は二対一。となると当然、三人の視線はぼくに集中するわけで……。

　ぼくは、ぽりっと頰を搔いた。

「いや……ぼくは別に、どっちでもいいかなぁ……」

『ふざけるな！』

「うぇえ!?　な、なんでそんな怒おこるの!?　わ、分かったよ、じゃあ……ぼく以外の多数決で、太る方で！　最悪これはダイエットすればいいだけだしね！　じゃいくよ！」

　ぼくはそう告げると、制限時間ギリギリのところで、左の六角形に手をかざす。瞬間、目の前の壁が激しく発光して消える。先に続くのは……なぜか、非常にポップなオレンジ色に着色された回かい廊ろう。……あれ、なんだろう、確かに不思議と太りそうだ……。

『…………』

　ぼくらはごくりと息を吞み込むと、覚かく悟ごを決め、とぼとぼとその道を進んだのであった。




〈では第二問〉

『…………はぁ』

　再び行き止まったのは、回廊を五分ほど進んだ時だった。扉とびらを目の前に、全員が、自分の腹の肉を軽くつまむ。……太ったよーな、そうでもないよーな、微妙な感じだ。なんだろう、露ろ骨こつに太ってくれた方が、まだギャグ的な救いがあるよ！

　この試練、楽なようで案外クセモノかもしれないぞと皆みんなが息を吞む中……次なる選択肢が提示される。

〈この私の喋しやべり方、もう少し砕くだけた口調の方が親しみが湧わくでしょうか？〉

『知るかっ！』

　今度は一転して、ホントどうでもいい選択を迫られた。しかしそのどうでも良さが故ゆえにむしろ選択を迷う。しばし相談していると、突とつ然ぜんカウントが止まって再び音声が流れた。

〈……あ。こほん。……アウル的にぃ、もっとかりぃ方がいい気もしてるっつうかぁ、シパっち的にはそこんとこどうっスかぁ？〉

『うざい！』

　なんか言い直してきた！　軽い口調で言い直してきたよ！　しかも果ては審判者をシパっち呼ばわりだよ！

　アウルがさらに、ＹＥＳなら左、ＮＯなら右でという案内をしてきたところで、ぼくは誰だれの意見も聞かずに迷わずＮＯのプレートに手を叩たたきつけ、扉を消し去る。

　若じやつ干かんイラッとした気分のまま先へ進むと、すぐにまた次の扉がやってきた。

〈…………。…………はい、第三問いきます〉

『なんか不満そうだ！』

　これなんなの!?　自動音声とかじゃないの!?　っていうかそもそも世界の命運を賭かけた試練として、このノリでいいの!?

「出来れば、もう少し素す直なおに選び易やすい選択肢が来て欲しいのですけどなぁ……」

　ルウがぽつりと呟つぶやき、全員がそれに賛同する中、音声が続ける。

〈再びルート選択問題です。一方は、通過するだけで身の汚よごれが綺き麗れいさっぱり落ちる上、特とく殊しゆな気体成分により体に活力が満ち、空腹や寝ね不ぶ足そくまでもが解消される、通つう称しよう《リフレッシュロード》。もう一方は──〉

「お、ようやくテンション上がる選択肢きたな！」

　ファルディオが待ってましたとばかりに身を乗り出す。確かにこれは、ボーナス選択肢っぽい。どっちを選んでも、それぞれ独自のメリットがあって迷うっていうアレだろう、ＲＰＧだと、最強の剣けんか最強の盾たて、どちらか一つしか貰もらえない場面みたいな。ぼくあれ、なぜか大好き。いいよね、二択パワーアップ。ちなみに剣取るタイプです。

　各おの々おのが勝手に期待を膨ふくらませて待つ中、アウルは後半の選択肢を提示する。




〈もう一方は、地面が緑色の粘ねん性せいあるゲルで覆おおわれ、異様なアンモニア臭しゆうとべたつく湿しつ気けが空間を満たし、無む駄だな傾けい斜しやがある上、時折謎なぞのちっちゃい中年おじさんまで目もく撃げきされる、不快なことこの上ない悪路。通称《げんなり坂》。……さて、どちらを通りますか？〉




『条件が露骨すぎて逆に怪あやしい！』

　想定外の選択肢に全員が面食らう中、カウントが開始される。

　ぼくは慌てて皆に相談した。

「え、なにこれ、なんなの!?　罠わな!?　罠なの!?　舌した切きり雀すずめで言うところの、大きいつづらと小さいつづら理論で考えた方がいいの!?」

　ぼくの言葉に、ファルディオ、師し匠しよう、ルウがそれぞれの反応を返す。

「その喩たとえは分かんねーが、世の中美味うまい話には必ず落とし穴があるもんだぜトオル！　ここはどう考えたって、苦難の道を取るべき場面だろう！　勇者への試練的に！」

「いやしかし、仮にも《女神の試練》と称しようされる遺い跡せきが、勇者に、そんな捻ひねくれた回答を求めてくるものだろうか……」

「確かに、逆に一周回って《リフレッシュロード》に行ってこそ、『素直さ』を評価されて正解という可能性も高しですな！」

「結局どっちなんだよー！」

　頭をわしゃわしゃと搔き毟むしり、混乱するぼく。……実を言うとぼく、じゃんけんとかが凄すごく苦手なタイプだ。だって、どうやって考えていいか分からないんだもの！

〈残り十秒〉

　その音声にハッとするぼくら。まるで正解の道筋が分からない中、三人はカッと目を見開くと、ぼくに向かって一いつ斉せいに叫さけぶ！

『トオル（ご主人）に任せた！（ました！）』

「ええっ!?」

　酷ひどい！　結論を子供に丸投げなんて、なんて薄はく情じような大人達と使つかい魔まなんだ！　ぼくだって全然分からないのに！　だ、だけどもう迷っている時間はない。うぅ！

「く……そんな風に言うなら……もう、こっちだぁ！」

　カウントが残り五秒を切ったところで、ぼくは、左の認証装置に手をかざした。……つまりは、《リフレッシュロード》の方だ。

　扉が光と共に消え、奥に続く道が現れる。緑色の光に満たされたそこは見るからに優やさしげな空間だった。

　ぼくらは一度顔を見合わせると、早さつ速そく通路を進んで行く。──と。

「お、おお!?」

　思わず声を上げるぼく。なんだろう……体が妙みように軽くなって、元気が湧いてきたぞ!?

　もしかしたら気のせいかもとも思ったものの、見れば他ほかの皆も同様に感動していた。

「おわ、すげっ、見ろよこれっ、俺の服の土汚れがどんどん消えてくぞおい！」

「それに見ろメルクリウス、私など、指先の小さな切り傷が綺麗に塞ふさがっている！」

「なんと！　ルウのお腹なかのぺっこりん具合も、みるみる緩かん和わされてゆきますぞー！」

　全員、その素晴らしい効能にきゃっきゃとはしゃぎつつ回廊をゆく。これは凄い。本当に凄い。一家に一台欲ほしい。これさえあれば、お風ふ呂ろいらず食事いらず医者いらずだよ！　ぼくらはそれぞれに自分の体を検あらためながら、笑え顔がおで歩く。

　いやー、凄いなぁ、うん。これはホントに凄いや。こっちで大正解だったね、うん。

『…………』

　ふと気付けば、皆、笑顔で実に快適そうにしながらも……なぜか、無言になっていた。

　実を言うと、その理由は、ぼくにも分かっていて。凄く言い辛づらいんだけど。

　うん……その……えっと……なんていうか、こうなってくるとさ……。

『（……むしろあっちの道が気になって仕方ない！）』

《リフレッシュロード》があまりに事前情報通りな快適空間であったことを受け、ぼくらは逆に妙な不安に苛さいなまれていた。も、もしかしたら、あっちの道はもっと何かいいことあったんじゃないの!?　いやそうじゃなかったとしても……今になって、「謎のちっちゃい中年おじさん」の目撃情報が超ちよう気になってきたんですけど!?　なにそれ!?　妖よう精せい!?　実は旅の重要キャラ!?　でもこの謎はもう一生解かれないわけだよね!?　ゲームと違ちがって、セーブポイントからやり直してもう一方のルート見てくることとか、出来ないんだよね!?　い、いや、こっちの道も良かったんだけど！　凄くいいとは思うんだけど！

『…………』

　ぼくらはそのまま、心底快適には思いながらも、物凄く微び妙みような表情で《リフレッシュロード》を抜ぬけきった。

　第四の扉を前にして……問題が提示される前に、ぼくは思わずぽつりと呟く。

「……なんか…………ごめんよ」

『…………いや……全然……』

　三人が、物凄く微妙な苦笑いで応じてきた。う、うぅ!?

　場がなんとも言えない空気に満たされる中、再び音声案内が開始される。

〈では、悪路でちっちゃい中年おじさんが寂さびしく体育座りをする中、次の問題です〉

『なんかホントごめん！』

　思わず謝るぼくら！　しかしアウルはぼくらを無視して淡たん々たんと続ける。

〈今回はルートや喋り方の様な変へん更こう要素は無く、どちらを選んでも進む道自体は変わらない純じゆん粋すいな質問ですので、気軽にお答え下さい〉

「りょーかい！　確かにそれなら気軽だね！」

　ほっと胸を撫なで下ろしつつ応じるぼく。ただのアンケート形式ならどんと来いだ。

〈では第四問。……メアリー、ジョージ、マイクの三人は、同い年で幼おさな馴な染じみ。三人はいつも一いつ緒しよで、その仲むつまじさは村全体をも明るくする程ほどでした。

　三人が十七歳になった頃ころの話です。村一番の器量良しに成長したメアリーと、聡そう明めいで物静かな読書青年へと成長したマイクは恋こいに落ちました〉

『……？』

　一体何が始まったのかと首を傾かしげるぼくら。しかしアウルは「黙だまって聞け」と言わんばかりの強引さで、先を続ける。

〈幸せな二人の唯ゆい一いつの気がかりは、ジョージのことでした。三人でいつも一緒に笑いあっていただけに、自分達だけが恋人同士として付き合うことに、二人は呵か責しやくの様なものを覚えていたのです。そんな二人の様子に気付いたジョージはしかし、その持ち前の快活さと明るさでカラカラと笑い飛ばしながら言いました。

「馬ば鹿かなことを！　お前達二人が幸せなら、それこそが俺の一番の幸せに決まってる！」

　その言葉に勇気づけられた二人は、ほどなくして、夫ふう婦ふとなりました。仲人なこうどは当然ジョージが務め、村総出の式は、それはそれは華はなやかで夢の様な一時となりました。

　ただ一人……本当は以前からメアリーの事を想おもっていたジョージだけは、その晩少しだけ涙なみだを流してしまいましたが、二人の幸せを喜ばしく思う気持ちもまた本物であり、彼は自宅で一人祝い酒を呷あおりながらも、「おめでとう」と何度も繰くり返したのでした〉

『じょ、ジョージ！』

　ぐっと思わず手を握にぎり込むぼくら。アウルは一いつ拍ぱく置いて語りを再開させる。

〈メアリーとマイクが結けつ婚こんして、二年後のある日のことでした。マイクは仕事で隣りん国ごくへ一か月程出張することとなり、メアリーとジョージは非常に寂しく思いながらも、彼を笑って送り出しました。……実を言うとメアリーのお腹なかの中にはマイクとの間に授かった新しい命が宿っていましたが、その仕事がマイクの長年の夢を叶かなえる第一歩であることを知っていたメアリーと、そして相談を受けていたジョージは、子供のことを伏ふせ、黙って彼を送り出すことにしたのです。それを彼に話すのは、一か月後でも問題ないだろうと〉

『……ごくり』

　話の先に不ふ穏おんなものを感じたぼくらは、息をむ。

　……そんな中アウルは、次の言葉を、妙に重々しく切り出してきた。




〈……隣国で突とつ如じよ巻き起こった内ない紛ふんに、マイクが巻き込まれて亡なくなったという一報が届いたのは、その三週間後のことでした〉




『あぁっ！』

　打ちひしがれるぼくら。少し間を置いてから、再び始まる物語。

〈メアリーとジョージは悲しみの底に沈しずみました。彼らにとってそれは、まるで半身を失ったかのような喪そう失しつ感かんでした。生きるための最低限の行動でさえ、億おつ劫くうになっていきました。しかし……それでもジョージは自らを懸けん命めいに奮い立たせ、いつもの生活を再開させました。そんなジョージをメアリーは薄情だと非難し、果てはマイクが邪じや魔まだったんじゃないかと酷い言葉まで吐はきかけてしまいましたが、しかし、ジョージは黙ってそれを受け容いれました。なぜならジョージは……たとえそれが負の感情であったとしても、マイクの子供を身ごもった彼女には何か活力を与あたえなければいけないと、考えていたからです〉

『じょ、ジョージ！』

　再び拳こぶしを握るぼくら！　最も早はやすっかりジョージファンだ！

〈ジョージのそんな献けん身しんが実を結んだのか、メアリーは無事、出産を済ませました。そして、子供にマイクの面おも影かげを見たメアリーも徐じよ々じよに精神が安定。彼女はジョージへの非礼を詫わび、二人は再び良き友人となりました。……ジョージのメアリーに抱いだく想いは決して友情だけのそれではなかったのですが、しかし、彼は一生それを告げる気はありませんでした。友として、メアリーとマイクの子を守っていこうと心に決めていたのです〉

『ジョージぃぃ……』

　最早涙まで流し始めるぼくら。ジョージ……あんた男だよ……最高の男だよ……。

〈しかしそんな彼らをずっと見守ってきた村人達は、もどかしく思っておりました。ジョージの気持ちは周囲の目にも明らかであり、メアリーとその息子むすことジョージが三人で歩く姿は非常に微笑ほほえましく、子供もジョージに心底懐なついていることから、彼らが夫婦になれればどんなに素す晴ばらしいかと噂うわさしていたのです。そしてそんな噂は、ある日、メアリーの耳にも届くこととなりました〉

『！』

〈メアリーは最初戸と惑まどい、次にマイクへの罪悪感からジョージと距きよ離りを取るようになりましたが、日に日に自分の中でジョージへの想いが高まっていることに気付いてしまいます。彼女がどうしようもない板いた挟ばさみの苦しみの中に囚とらわれていたある日……突とつ然ぜん部屋に押し入る様にしてやってきたジョージは、驚おどろく彼女の肩かたを荒あら々あらしく摑つかむと、酷い剣けん幕まくで告白しました「マイクなんか忘れて、俺と結婚しろ」と。それは優しい彼らしくないあまりに横暴な態度で、なにより『マイクなんか』という言葉が許せなかったメアリーは反射的に拒きよ絶ぜつしてしまいました。するとジョージは、驚く程あっさりとその場を立ち去ったのです〉

『じょ、ジョージ？』

〈メアリーは冷静になって少し考え……そして気付きました。ジョージは、わざとそんな態度をとったのだと。彼女の迷いを消し去るため、わざと、酷い振ふられ方をしたのだと〉

『ジョージィィィィ！』

〈メアリーは駆かけ出しました。子供に背中を押され、村人達に促うながされる中、村を出ようとしているジョージに追いついた彼女は、驚いて振り向く彼に、遂ついに、その言葉を告げます。「もし貴方あなたさえ良ければ、これからも私達と、ずっと一緒に──」〉

『おぉぉぉおおお！』




〈──と、まさにその時でした！　村に、死んだはずの彼……マイクが、奇き跡せきの生せい還かんを果たしたのは！〉




『!?』

　大混乱に陥おちいるぼくら。しかしそれでもアウルは珍めずらしく感情の感じられる抑よく揚ようをつけ、クライマックスを語り始める。

〈彼はメアリーとジョージを見つけると、二人にがばっと抱きついて、幸せそうな笑顔と共に語ります。

「ああっ、良かった、メアリー、ジョージ！　君達二人とまた出で逢あえるなんて、夢みたいだよ！　心配をかけて本当にすまなかった！　僕はあの内紛に巻き込まれた後、重傷を負って一時的に記き憶おくを失ってしまってね。またそれが運悪く丁度商売相手と身分証を見せ合っていた矢先の出来事だったから、僕は暫しばらく別の人間として生活することになってしまったんだ。しかも彼の所属していたのが実は犯罪集団で──っと、これを話し出すと長くなってしまうんだけど。とにかくついこの間、ようやく内部からその犯罪集団を壊かい滅めつさせることに成功したんだ！　そしてその動乱の最中で、頭を強くぶつけた際に……なんと、僕の記憶が回復したんだよ！

　ああ、メアリー、ジョージ！　本当に会えて嬉うれしいよ！　さあメアリー、早さつ速そくで悪いけど、早く家に帰ろう！　ははっ、実を言うと記憶が戻もどってからというもの、僕は君と暮らしたあの家が恋しくて仕方ないんだよ！　ジョージも！　さあ、行こう！」〉

『あ、あぁ……』

　そんな運命の悪戯いたずらに愕がく然ぜんとするぼくらに対し……アウルは、突然〈さて〉と仕切り直したと思ったら、元の冷れい淡たんな声質で淡々と質問してきた。




〈メアリーが本当に選ぶべきは、マイク、ジョージ、どっち？〉




『選べるかぁぁぁぁぁあああああああああああああああああああああああああああ！』

　あまりに重たい選せん択たく肢しだった！　なんと苛か酷こくな試練なんだ、《決断の洞どう窟くつ》！

　三十秒のカウントダウンが始まる中、ぼくらはぎゃあぎゃあと相談を始める。

「う、んなもん、ジョージ一択だろうがよ、チクショウ馬ば鹿か野や郎ろうが！」

　涙をローブの裾すそで拭ぬぐいながらファルディオ。

「いやしかし、それではマイクがあまりにも可哀かわい想そうすぎるではないかっ。彼に落ち度は全くないのだぞ？　しかも記憶を失って尚なお犯罪組織に抗あらがうだなんて、見上げた男だ！」

　珍しく感情的になりながら師し匠しよう。

「それより息子さんの気持ちはどうなさるのですか！　確実にジョージに懐いておりますぞ！　あ。いえ、だからといって、本当のお父上に身を引かせるのもなんとも……」

　自分のことの様に迷いながらルウ。

　彼ら三人の意見を受けて、ぼくはと言えば……。

「ぼ、ぼくはジョージが大好きだよ！　ジョージこそ男の中の男だよ！　ジョージには幸せになって欲しいよ！　でも……でも、それじゃマイクがあまりに不ふ憫びんすぎるよぅ！」

　つまりは、とてもじゃないけど答えを出せる気持ちじゃなかった。うぅ！

〈残り十秒〉

「と、とにかく、正解がなんにせよ、一応の結論だけは出さねぇと！　トオル！」

　ファルディオが焦あせった様に呟つぶやき、全員がぼくを見る。うぅ……分かっているけど！　分かっているんだけど！

〈残り五秒〉

　最早迷っている時間はない。どちらかは選ばなければいけない。

「……っ！」

　ぼくは意を決すると、残り時間ギリギリのところで、左の選択肢を──つまりは、マイクを取る選択をした。

　扉とびらが消え、新たな通路が現れる。今回は何の効果もない、通常の通路だ。

　ぼくらは精神的にどっと疲つかれながらも歩き出す。どうやら次の扉は、しばらく先の様だ。

　四人、とぼとぼと無言で歩きながらそれぞれにメアリーやマイクやジョージのことへと想いを馳はせていると、ふと、回かい廊ろうの途と中ちゆうで師匠が声をかけてきた。

「トオル。先さき程ほどキミは最終的にマイクを選んだ様だが……一応、その根こん拠きよを教えて貰もらっていいか？　私はてっきり、キミはジョージに感情移入しているものだとばかり……」

　不思議そうに首を傾げる師匠に、ぼくは「うーん」と後頭部を搔かきながら応じる。

「確かにジョージに感情移入していたけど……だからこそ、マイクを選んだっていうか。なんだろう……ジョージはさ、たとえメアリーに選ばれなくても、その、きっと幸せなんじゃないかって、思ったんだよね」

「……どういう意味だ？」

　師匠が少し目を細め、なぜかファルディオとルウもぼくに注目する。

　ぼくは宙を見つめながら、ぼんやりと答えた。

「うんと……ほら、マイクが戻って来たこと自体って、凄すごく喜ばしいことでしょう？　それに元々ジョージは、メアリーとマイクを心から祝福していたんだ。ジョージの恋こいは叶わなくてもさ、メアリーとマイクが幸せそうなら、それでジョージは充じゆう分ぶん満足だよ」

「……ふむ。そうか。それが、トオルの……考え方か」

　神しん妙みような表情で頷うなずく師匠。なぜか場が無言になる中……ぽつりと、ファルディオが、どこか不満げな呟きを漏もらした。

「……ジョージだけにそんな想いをさせて、本当にメアリーとマイクは幸せなのかね……」

「あははっ、ファルディオは本当にジョージが好きなんだなぁ」

「…………」

「ファルディオ？」

「いや……まあ、そうだな。今はそれでいいさ。実際俺はジョージが好きだしな」

　どこか不自然な苦笑いと共にぼくを見つめるファルディオ。ルウもまた、「なるほど、《決断の洞窟》とはよく言ったものですな」などと良く分からない呟きを漏らす。

「…………？」

　ぼくは思わず首を傾かしげる。……なんだろ。師匠もルウもファルディオも、何が言いたいんだ？　ぼくの選択方法、なにか間ま違ちがってたかな？　そうは思えないんだけど……。

　少しもやもやとしながら歩いていると、いつの間にやら、次の扉の前まで来ていた。

　例の如ごとく、案内音声が場に響ひびきわたる。

〈次が《決断の洞窟》最後の選択問題となります〉

『おおっ！』

　ようやく見えた終わりに、色めき立つぼくら。アウルは淡たん々たんと先を続ける。

〈では、最終問題〉

　ごくりと息をむぼくら。これまでも酷ひどい選択ばかり迫せまられていたことを考こう慮りよすると、最後にどんな決断を迫られるものか分かったもんじゃない。

　警けい戒かいするぼくらに……アウルは、どこか、不思議と今までより真剣味を帯びた声質で問い掛かけてきた。




〈彼方かなたより来訪せし《審しん判ぱん者》よ。貴方は──この世界が、好きですか？〉




「え」

　その、今までとどこか趣おもむきの違う質問に戸惑うぼく。皆みんなも目を白黒させる中、カウントダウンが開始される。

　戸惑って皆の顔を見回しても、三人もまた、どう助言したものやらという感じだった。

「完全にお前をご指名なんだから、トオルが好きに選べばいいんじゃねえのか？」

「ですな。どちらが正解ということもなさそうな選択ですしなぁ」

「うむ、一見『好き』と答えるべきなようではあるが、これまでの設問の捻ひねくれ方を見るに、そう単純なものでもないかもしれん。だからトオル、キミの好きな様にしたらいい」

「あ……うん……分かった」

　皆に促され、扉の前に立つぼく。

〈残り十秒〉

「…………」

　ぼくは少しだけ迷ったものの……でも、答えは殆ほとんど最初から決まり切っていたため、すぐにプレートへと手を伸のばした。……左の、ＹＥＳを示すプレートに。

　次の瞬しゆん間かん、いつもの様に扉が消え去る──と同時に、突とつ然ぜん、ぼくの体が発光し出した！

『!?』

　仲間達のギョッとした表情を見たのも束つかの間、次の瞬間、視界が、まるでテレビのチャンネルを切り替かえるように変化する。

　気付けばそこは、淡あわく青い光に満たされた、球体状の空間の中。ぼくはその真ん中でなぜかフワフワと浮ういていた。

「!?……!?」

　混乱してキョロキョロと辺りを見回すも、そこには《決断の洞窟》の壁かべと同じ材質らしき、球体状の壁へき面めんがあるのみ。ルウもファルディオも師匠も居ない。

「（どっかに……ぼくだけ移動した？）」

　既すでに異世界への召しよう喚かんを経験済みなだけに、そう驚おどろきは大きくなかった。けれど……困った。なにをどうしたらいいのやら、さっぱり分からない。

　思わず腕うでを組んで唸うなっていると、突然、球体空間にアウルの声が響き渡わたった。

〈《審判者》よ。まずは見事《決断の洞窟》をクリアなされましたこと、心よりお祝い申し上げます〉

「アウル？　良かった、一人で心細かったんだ。それで、ここは一体……」

　ぼくの疑問に、彼女は少し間を置いてから、解答してくれる。

〈この空間は、《審判者》のみが立ち入りを許可される中ちゆう枢すうとなっております。今回の《決断の洞窟》のみならず、残り二つの試練、《代だい償しようの迷めい宮きゆう》《裁きの楼ろう閣かく》においても、クリア条件達成後、《審判者》は強制的に必ずここへ招き入れられる手て筈はずとなっておりますので、ご理解の程よろしくお願い致いたします〉

「あ、そうなんだ。分かった。えっと、それでぼくは、何をすればいいの？」

〈特に何かをする必要はございません。私から語られる『審判者たる者の心得』とでも言うべき短い話を聞いて頂くだけで結構です。ただし一つだけ注意して頂きたいのは、ここで語られる全すべては、《審判者》以外には決して他言無用ということです〉

「え、仲間とか教会の人にも駄だ目めなの？」

〈はい。《審判者》から一定以上の情報が《人類》に漏れたと判断した時点で、《審判者》は即そつ刻こく強制送そう還かんとなり、試練も失敗と見なさせて頂きます〉

「わ、厳しいね。気を引き締しめないと……」

　ぼくは思わず口にチャックの動作をする。……それにしても、《人類》の部分が妙みように強調されていて、変な言い方だなぁ。うーん……まあとりあえず、誰だれにも言わなきゃいいって理解で、いいんだよね？　うん。

　前置きが終わったところで、音声がいよいよ本題にうつる。

〈《審判者》よ。貴方あなたはこの旅の終わりで、大きな《決断》を迫られることになります〉

「決断？　勇者の役目って、ただ女め神がみ様起こすことでしょ？　そこに決断も何も……」

　まあぼくの場合、願い事が願い事だから、そこに決断は必要だろうけど……そんなこと、この音声さんが知るはずもないしなぁ。

　不思議に思っていると、音声さんがぼくの疑問に答えてくれる。

〈その《再起動》自体にこそ、本来ならば《決断》が必要であったのです〉

「？　はい？　さ、さいきどー？　決断が必要？　へ？」

　何がなにやらちんぷんかんぷんだった。だけれど、そこに関しては、なぜかアウルは詳くわしく説明してくれず、話を先に進めてしまう。

〈《審判者》よ。理り不ふ尽じんな重き決断を託たくされし者よ。どうか、最後まで公平であって下さい。《勇者》等という偽いつわりの呼こ称しように惑まどわされぬことを、私は切に願います〉

「は、はい？　あの……えと……。……ま、まかせとけぇ？」

　汗あせをだくだく搔きながら、男らしく胸をぼんと叩たたくぼく。……やばい、なに言ってんのか全然分からない。でもなんか凄く真しん摯しに頼たのまれたから、とりあえず安心させてあげなきゃと思って、応じちゃった。……い、いいのかな。いいよね？

〈《審判者》よ。最後に決断を下すのは、他ほかの誰でもない貴方です。しかし、どうか苦しまないで下さい。その決断の責任は、貴方だけにあるわけではない。むしろ貴方に決断を預けた我々にこそ、本来全ての責任と罪があるのです〉

「わ、我々？」

　この音声さん……アウルは、一体何なのだろう？　ただの機械音声じゃないってのは分かるけど……でも、じゃあ、何なのだろう。うーん……。

　黙だまり込むぼくに、音声さんは仕切り直す様に語りかけてくる。

〈では、残る試練、《代償の迷宮》と《裁きの楼閣》で再び出で逢あえることを、心より祈いのりつつ、これにて《決断の洞どう窟くつ》における試練の全行程を終しゆう了りようとさせて頂きます〉

「え、あ、うん。なんだか良く分からないけど……えっと、ありがとね！　またね、アウル！　ぼく、旅を頑がん張ばるよ！」

〈……。…………。……《審判者》よ。今代の貴方の旅は、恐おそらく、歴代の全ての中で最も苛か酷こくかつ、重大な転機に見み舞まわれるものとなるでしょう〉

「？　アウル？」

　今までとは少し違う声こわ色いろに戸と惑まどうぼく。と、そんな最中、ぼくの体がぼわっと光り出した。これは……ここに来た時と同じ状じよう況きようだ。ということは……。

〈《審判者》よ。しかし、この世界を取り巻く状況がどうであれ。願わくば、貴方のその旅路が──〉

　視界を真っ白な光が満たしていく。それはどんどん濃こくなり、最後には景色の全てを覆おおって、そして弾はじける──その直前。

　アウルの最後の……どこか優やさしげな声音の言葉が、ぼくの耳に届いた。




〈──笑え顔がおと光に満ち溢あふれた、心楽しきものとならんことを！〉




「──うん！　ありがとう！　頑張るよ！」

　ちんぷんかんぷんな説明だらけの時間だったけれど、最後のそれにだけは、心からの自信を持って応じることが出来た。

　そして、その次の瞬間には──。

『!?』「わっ」

　──驚く仲間達三人の目の前……どうやら洞窟を抜ぬけたらしい外の空間に、ぼくは放ほうり出されていた。

　よろめきながら着地すると、びっくりした様子の皆が慌あわてて声をかけてくる。

「お、おい大だい丈じよう夫ぶかよトオル。急に消えたり現れたりして……」

「ご無事でございましたかご主人！　ルウは本当に心配しましたぞ！」

「無事戻もどったようだな、トオル。我々にも一応キミだけが中枢に呼ばれているという説明はあったのだがな。それでも流石さすがに心配したぞ」

「皆……うん！　ぼくは全然大丈夫だよ！　えっと、中であった詳しいこと話せないんだけど……」

　というか情報漏もらすも何も、ぼく自身が全然理解出来てないから、そもそも無理だ。

　師し匠しようが「うむ」と頷うなずいた。

「その辺の事情もアウルに説明を受け、無理に訊たずねないようにと釘くぎを刺さされている」

　ちゃんとその辺もフォロー済みらしい。ほっと胸を撫なで下ろすぼくに、しかしルウとファルディオが不満そうに口を尖とがらせる。

「でも、そんな風に言われると逆に気になるというのが、人情ですなぁ」

「だよなぁ！　トオル、中枢でなにあったんだよ。仲間にもとても言えない事っつうと……まさか、あの美人声だったアウルにご褒ほう美びとしてエロいサービスなんかを受け──」

「詳しく話せトオル」

　目にも止まらぬ速さで、師匠に剣けんを突つきつけられた。しかも闘とう技ぎ大会でフルンに見せた様な、非常に冷れい酷こくな目をしていらっしゃる！

「だ、駄目だって言っているでしょう！　『話せ』じゃないよ師匠！　試練やこの世界を救う旅、失敗になっちゃうよ！」

「む……。……まあ、それもやむをえまい、か」

「全然やむをえなくないよ！　そんな理由で世界を救い損そこねるってどういうこと!?　女神教会の神しん剣けん騎き士し団員として、あまりに失格すぎるよ師匠！」

「勇者失格の破は廉れん恥ち行こう為いに身を任せたキミに、そんなことを言われたくはない！」

「なんでぼくがエロいことした前提になってるのさ！　してないよ！　っていうかアウルの本体とか、出てきてないし！　最後までアウルは声だけだったし！」

「こ、声だけプレイって……トオルお前、ガキの分際でなんて高度な……」

「ファルディオは黙っててよ！　と、とにかく、変なことは何も無かったからね！」

「む、そうなのか。ならばよい。取り乱してすまなかったな」

　ちゃっと剣をおさめ、いつも通りの涼すずしい表情に戻る師匠。……いやいやいや、いくらなんでも取り乱しすぎじゃなかった!?　なんで!?　なんでそんな何事も無かった風に出来るの!?

「では予定通り、このまま《トレンドの森》を抜け、《ナルス》を目指すこととしよう」

　師匠が前方にある、鬱うつ蒼そうとした暗い森を指しつつ告げる。ぼくらはそれに「うーい」と気け怠だるく応じつつ、師匠に続いて歩き出した。

　しばらく進んだところで、ぼくはふと一人立ち止まり、《決断の洞窟》を振ふり返る。

「（いつか、決断を迫せまられる……か）」

　あの言葉は本当に、勇者の役割に対してだけの警告だったのだろうか。それとも、本当はぼくの願いにも気付いた上での……。

「（って、考えすぎか。心読めるなら、アンケートの意味ないもんね）」

　ぼくは前に向き直り、再び歩き始める。

「（それに決断と言っても、あの洞窟ほど大変な選せん択たくを迫られることなんて、もうそうそうないだろうし。うん、あの洞窟を抜けた今のぼくなら、どんな難題にだってすぐに決断を──って、あ、そっか！　あれは、ぼくにそういう素す早ばやい決断の経験を積ませるための洞窟だったのかぁ。ほへー。良く出来てるなー）」

　なんだか妙にテンションが上がってきたぼくは、三人に走って追いつくと、いつもの様にきゃっきゃと騒さわがしく……音声のおねーさんに言われた様に、楽しい旅を再開させたのであった。




　……その、僅わずか一時間後には。




　仲間の命に関する重大な決断を迫られる事態に陥おちいるだなんて、夢にも思わずに。








第三章（裏）　アドベンチャー









　昼前にルザル近きん郊こうへと到とう着ちやくしたワタシの第一声は、嘆たん息そく混じりの嫌いや味みであった。

「……これでもワタシは、駿しゆん馬めよりなお速く、野を駆かけてきたつもりだったのだがな？」

「あ、うん、確かに到着早くてびっくりしたよ。やっぱり凄すごいねぇ、ゲインは」

　ニコォと笑い、心底感心した様子でワタシを見つめる銀ぎん髪ぱつの華きや奢しやな少年、ヨル。なにをどうやってワタシの先回りが出来たのかは、一いつ切さい説明する気がないらしい。

「…………ああ、もういい」

　最も早はや張り合うのも馬ば鹿からしい。

　ヨルはワタシのふて腐くされた態度をクスクスと笑うと、すぐに本題を切り出してきた。

「じゃあ改めて。ここでは勇者達を追う上での、〈しるべ〉をキミに託すよ。いいかい、これからキミが勇者を追う上での指針、それはね──」

　ヨルから〈しるべ〉に関する説明を受けたワタシは、思わず腕うでを組んで唸うなる。

「確かにそれが〈しるべ〉だと言うのならば、それはワタシにしか務まらない追つい跡せき任務だろうな」

「でしょ、でしょ？」

　どうだボクの人材選択と情報能力、とでも言わんばかりに胸を張るヨル。

　しかしワタシはそれを無視して、自らの顎あごを撫でた。

「しかしここまでのお膳ぜん立だてが出来るのならば、いっそのこと、ヨル自らが直接出向いた方が早いのではないか？」

　ワタシの疑問に、ヨルは珍めずらしく気まずそうに頭を搔かく。

「前も言ったけど、今ボクは女め神がみ教会対策で忙いそがしい身でね。そうじゃなくても、そもそも勇者に直接会う気はないのさ」

「？　勇者に興味がないということか？」

「……いや、逆だよ、ゲイン。それは全くもって、逆だ」

「逆？　逆とは、つまり……」

　ワタシが言葉の意味を考えていると、ヨルは、ニコリと爽さわやかな笑みを浮うかべた。




「勇者を前にしたら、ボク、我を忘れて大惨さん事じを引き起こさない自信がないんだ」




　極きわめて軽い口調で淡たん々たんと語るヨルの極めて無感情な瞳ひとみに、ワタシはゾッとする。

「（彼の言う《大惨事》とは、人が一人二人死ぬ程度のことでは済まぬのであろうな）」

　そしてその様なことを、まるで他人ひと事ごとの様に分ぶん析せきする彼の底が見えない。

　ヨルはしかし突とつ然ぜん表情を崩くずすと、今度はどこか照れ臭くさそうに、ワタシに上うわ目め遣づかいでお願いをしてきた。

「だから、悪いけど、ゲイン行ってきてよ。ね？　お願い？」

「お願いもなにも、ワタシはハナからそのつもりで……」

　今いま更さらな頼たのみに戸惑うワタシに対し、ヨルはニッと意地の悪い笑みを浮かべて告げる。

「ほら、良く出来たら、フリスビーで遊んであげるからさ！」

「むしろ今のでワタシは完全に興が削そがれたぞ！」

　犬コロ扱あつかいとは失敬すぎる！　ワタシをなんだと思っているのだ、此奴こいつは！

「っ、もういい！　それ以上余計なことを言うな！　ワタシは任務に就つく！　ではな！」

「あ、なんだよ、せっかちだなぁゲインは」

　すっかり憤ふん慨がいしてヨルに背を向け、この場から一刻も早く去らんと歩き出すワタシ。

　そうして十数歩進んだところで、背後から、ヨルが「おーい」と呼びかけてきた。振り返りも歩みを止めもせぬまま「なんだ！」と苛いら立だちをもって返すワタシ。

　そんなワタシにヨルは……優やさしく温かい声こわ音ねで、しかしハッキリと、忠告してきた。

「いつも口を酸すっぱくして言っていることだけど、任務と言っても、一番大事なのはキミ自身の命なんだからね？　ゲインを信用はしているけど、それでも相手は勇者なんだ。少しでも危ないと思ったら、すぐに退くんだよ！　分かったね？……おーい、返事はぁ!?」

「…………。…………まあ、善処しよう」

　振り返らないままそう応じると、ヨルは「声ちっさ！　もー！　ホントに分かってんのー!?」と更さらに声を張り上げてきたが、ワタシは速度を上げて、場を急いで離はなれる。

　…………まったく。

「（ヨル、お前の方こそ分かっているのだろうか。お前がそんな風だからこそ……むしろ我ら魔ま人じんは、たとえ自らの命を賭としてでも、より一層お前の助けになりたいと願ってしまうのだということを）」

　ワタシは一つ、深く、深く嘆息すると。

　改めて任務への意気込みを熱く滾たぎらせ、〈しるべ〉を頼たよりに勇者の追跡を開始したのであった。




　　　　＊




「ふむ、最初の〈しるべ〉は、どうやらこの辺りを示していたようだが……」

　だだっ広い陽気な野原の中なか程ほど、橙だいだい色いろの果実のなった木の前で確かく認にんのために立ち止まる。

　確か《ハルラ緑野》と言ったか。見み渡わたす限りの草原に、時折背の低い木がまばらに生えてはいるものの、それ以外に目立つものは何もない。

「（まあ当然この辺りはとうに通過しているのであろうな。最早〈しるべ〉の痕こん跡せきさえあまりに微かすかだ。最初の〈しるべ〉にはそろそろ見切りをつける頃ころ合あいだろう）」

　ワタシはそう考えると、改めて次の〈しるべ〉を目標に据すえ、走り始めた。

　しばらく野を駆けて行くと、ふと、視界の端はしに不思議な風景が目に入った。一いつ瞬しゆん無視しようかとも思ったが、そもそもこれは一刻一秒を争う任務というわけでもない。ワタシは方向転てん換かんし、そちらへと向かった。──と、そこで見たものは……。

「なんだ……？　これは……」

　穏おだやかな緑野のある一角に、いくつかの、まるで穏やかならぬ暴力の形跡……巨きよ大だいな窪くぼみが複数出来上がっていた。まるで空から岩でも降ったかのようだが、穴の中や周辺にそれらしき物体は見当たらない。

　ワタシはしばし足を止めて考えた。

「（勇者に関係のあるものと見るべきか？　確かに勇者は怪かい力りきだと聞くが……）」

　かと言って、無む闇やみに地面を掘ほる理由もそうあるまい。しばらく考えたものの、まあどちらにしたところで追跡の役には立たぬと結論し、その場を去ろうと──

「────」

　考えるよりも先に脊せき髄ずい反射で後ろへ軽く跳とぶ。その直後──

〈ズ────ンゥゥゥゥゥゥゥウウウ！〉

　──目の前に、何か巨大な物体が着ちやく弾だんし、凄すさまじい衝しよう撃げき波はがワタシの体を襲おそう。が……。

「ぬぅ！」

　ワタシは四つ足で踏ふん張り、目を凝こらして土つち煙けむりの中の「それ」を確認した。刹せつ那な、「それ」はぐにゃりと巨体をバネの様に潰つぶしたかと思うと、空を切り裂さく様な音と共に上空へと飛び立つ。

　ワタシは二足で立ち上がり、日ざしを手で遮さえぎりつつ空を眺ながめた。

「なるほど、この窪みは、アレのせいか……」

　巨大な兎うさぎ型の魔物が、遥はるか上空からワタシを狙ねらっている。魔物が魔物を襲うことは、実はそう珍しくもないことであった。とはいえ、やはり現状は解せない。というのも、あの魔物……確か人間が言うところのモブラビットとやらは、その様な気き性しようではなかったはずだからだ。体たい軀くこそ無む駄だに巨大であったとて、性質自体はそう変わらないはず。

「（勇者と一戦でも交えて、興奮が冷めやらぬのか？　もしくは……）」

　考えていると、いよいよワタシ目め掛がけて落下してきた。ワタシは再び避よけようとしながらも……待てよと考え直した。

「（またすぐに飛び立たれても、面めん倒どうなだけだな。…………ふむ）」

　ワタシは迫せまり来る巨体を見上げると……。




　両手を広げて、真正面から、巨体の落下を待った。




《!?》

　ワタシの対応に巨大モブラビットの方がどこか戸と惑まどいを見せる中、しかし巨体は止まらずにワタシへと落下し、そして──

〈ズゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ──ン！〉

　──あまりの重量に、地面に足がめり込みながらも──

「ぬぅぅぅっ！」

　──ワタシはそれを、全身の筋肉を使って、完全に、受け止めた。

《!?……!?》

「おっと、逃にがさぬぞ」

　ワタシを仕留めきれなかった事に戸惑い、もう一度飛び立とうとする巨大モブラビット。しかしワタシはその短い脚を摑つかみ、地面に顔から叩たたきつけることで、それを阻そ止しする。

　巨大モブラビットは意識を失いかけながらも、力ない鳴き声をあげた。

　ワタシはそれを聞き、「そうか」と頷うなずく。

「つがいと、子供達が勇者の一味にやられたか。それは実に災難なことだったな。しかし……だからといってワタシまで狙うのは、完全に筋すじ違ちがい。無差別が過ぎるぞ」

　言いながらも、自らの言葉が相手に全く通じてないのは理解していた。当然だ。ワタシとて、言語を習得したのは魔人になってからだ。この巨大モブラビットの事情も、ワタシが勝手にその鳴き声に含ふくまれる感情から察し、言語化しているだけに他ほかならない。

　巨大モブラビットは更にワタシに攻こう撃げきを仕掛けようと、もぞっと動いたが、ワタシがもう一度脚を持って振ふり回し、地面に叩きつけると、流石さすがに気絶して大人しくなった。

「（……食うか）」

　大した魔物ではないものの、あの跳ちよう躍やく力だけは実に素す晴ばらしい。これから勇者と一戦交えることを考えても、確実に《捕ほ食しよく》の能力を用いるべき場面である。しかし……。

「……。……ふん」

　ワタシは巨大モブラビットに一いつ切さい手をつけず背を向けると、先程より少しだけ速度を上げて、勇者の追跡を再開させた。




　……実に不可解なことに、勇者を討うたねばという気持ちが、些いささか、強くなっていた。




　　　　＊




　いくつかの〈しるべ〉を辿たどっていくうちに、時折だが、野営の形跡を見かける様になった。そしてそれらの場に残る人の気配は、徐じよ々じよに強まって来ている。

　いよいよ勇者の気配が強まってきたものの、しかし同時にヨルに事前に聞かされていた〈しるべ〉の情報も尽つきかけてきたところで、ワタシは小さな村に行き当たった。想定される経路的に、勇者は一いつ旦たんこの村に立ち寄った可能性が高い。

　村人達に見つからぬよう、村を迂う回かいして山の中を進む。と、突然空から一羽の小鳥がスーッとワタシの目の前に降りてきて、その場で羽ばたき宙に留とどまる。

　一瞬何事かと思ったが、よく見れば、それが見覚えのある魔物であることに気がついた。名は忘れたがこれは確か、人の声を真似まねて人間を惑まどわす類たぐいの魔物であったか。

　しかしそれがなぜ……と考えていると、小鳥は突然、ヨルの声で喋しやべり始めた。

『ゲイン、届きたてホヤホヤの、追加の最新〈しるべ〉情報だよ。急げば、今回で勇者に追いつけるはずさ』

「む」

　ヨルそのものの声質や口調で小鳥が喋ることに多大な違い和わ感かんを覚えつつも、しかし追跡にあたり非常にありがたい追加情報に耳を澄すます。

　結局、鳥は〈しるべ〉の情報を二度ほど繰くり返すと、すぐにどこかに去って行ってしまった。大方、役目を終えて解放されたのであろう。

「（何度見ても、ヨルの力は実に不思議だな……）」

　これまでもヨルはあの様に、言語を理解しない魔物をも操ってみせることがあった。

　以前、その能力に深く興味を抱いだいたイグニールが、

「なぁヨル。それは、オレの能力《傀かい儡らい》を発展させた様な力なのかい？」

　などと訊たずねてみたことがあったのだが、しかしヨルは、

「ううん、そんな大それたもんじゃないさ。どちらかというと、知識や技術の類かな」

　とだけ答え、それ以上詳しよう細さいは語ろうともしなかった。しかしただ、あと一つだけ、冗じよう談だんめかした様子で、

「この世界に存在する全すべての魔物は、ボクと繫つながっているんだ。例外なく、全て、ね」

　なんてことも言っていたが、流石に冗談であろう。実際、ワタシはヨルが友好を深めようと近付いた魔物に襲われ、半泣きで逃げ回っている場面を何度か見たことがある。

　ある意味、余計にヨルの謎なぞは深まるばかりだ。

　……まあなんにせよ、ここに来ての新たな〈しるべ〉は有り難がたい。

　私は早さつ速そく、もたらされた情報の下、野山を駆かけ出した。




「これは……」

〈しるべ〉を追って辿り着いたのは、思いもよらぬ場所であった。いや、勇者を追う以上、そこに辿り着くことは実に自然なことであったのかもしれぬが……しかし……。

「《女め神がみの試練》が一つ……確か、《決断の洞どう窟くつ》と言ったか」

　期せずして、魔人にはあまりに不似合いな場所に出てしまった。ワタシは警けい戒かいしながらも洞窟を少し進むが、すぐに洞窟を塞ふさぐ頑がん強きようで巨大な壁かべにぶつかる。

　ワタシは思わず呻うめいた。

「〈しるべ〉は助かるが、しかしここから先、どう追えというのだ、ヨルよ……」

　確か《女神の試練》は、勇者しか迎むかえ入れぬのではなかったか。空気中の微かな残り香がからも、ついいましがた複数の人間達がここを通ったであろうことは明白。勇者一行に間違い無いだろう。だが最も早はやワタシにそれを追う術すべはない。

「（やれやれ、山を登り、洞窟を迂回するカタチで進むしかないか。手痛いロスだ。……まあ不幸中の幸いというか、この辺りならば見知った土地だ）」

　偶ぐう然ぜんか必然か、ここを抜ぬけた先には、まさにワタシが生まれたあの森がある。

　ワタシは《決断の洞窟》に見切りを付けると、何気なく壁を手の甲こうでコツコツと叩き、その場を去ろうと──

「!?」

　──したその矢先、ワタシの触ふれた箇か所しよから放射状に壁へ光の筋が走っていった。

　一体何事かと身構えると、突とつ如じよ、場に人間の女と思おぼしき者の声が流れる。




〈──《決断の洞窟》へようこそ、親愛なる我が友よ〉




「!?」

　ワタシは即そく座ざに思わず周囲を見渡した。が、その場に自分以外の存在は認められない。つまり……。

「（なんだ？　なぜ勇者にしか反応しないハズの試練が、ワタシに呼応し起動した？　それに親愛なる我が友だと？　一体何の冗談だ、これは）」

　ワタシの混乱や焦しよう燥そうとは裏腹に、女は妙みように優やさしげな声こわ音ねで語りかけてくる。

〈貴方あなたが無事であったこと、心より嬉うれしく思います。しかし同時に、世界は現在も尚なお貴方がココを訪おとずれる様な状じよう況きようにあることを、大変遺い憾かんに思います〉

「？？？」

　全くもって話が見えない。どうやら人違いらしいが、だとしてもなぜ《女神の試練》ともあろう施し設せつが、よりにもよって魔ま人じんたるこのワタシを《親愛なる友》とやらと誤ご認にんするのか。抗こう議ぎの声を上げたいのはやまやまであったが、しかしとりあえず今は様子を見るべきであろうと考え直し、ワタシは黙だまって声に耳を傾かたむける。

〈まず一つ謝ることがあります。貴方ならば大凡おおよその察しは既すでについていることと思いますが、これは私が《彼ら》に気付かれない範はん囲いで仕込んだバグとでも言うべき機能です。つまりは、《審しん判ぱん者》への正式な試練とは違い、対話は不可能なのです。申し訳ありません。……出来れば私も、久しぶりに貴方と話したかった〉

「（……彼ら？　バグ？……ああ、本当に、どうしたものやらだな、これは。明らかにワタシの理解出来る範はん疇ちゆうを大おお幅はばに超こえてしまっているぞ）」

　これでは人間の言語が理解出来ても、まるで意味がない。そもそも、彼女の言葉を聞く上での基き礎そ知識が、圧あつ倒とう的てきに不足している。

　しかしそれでも何か得られるものは、あるかもしれない。ワタシは黙って次の言葉を待った。

〈貴方がここを訪れた事情は、概おおむね察せられます。しかし現在の私に出来ることがあるとすれば、貴方にも《審判者》と同じ《聖域》への入場許可を与あたえることと……そして〉

　そこまで音声が告げたところで、突とつ如じよ壁へき面めんが眩まばゆく輝かがやき、消失する。先に現れたのは、深しん紅くの壁に覆おおわれた真まっ直すぐな回かい廊ろうであった。

〈ここを通過させてあげることぐらいでしょう。……貴方にしてあげられることがこんなにも少ないこと、どうか許して下さい。私は貴方の邪じや魔まをするつもりはありませんが、しかし、貴方を応おう援えんすることにもまた、迷いがあるのです。ですから、私は……〉

　一いつ拍ぱく置いて、まるで決断するように、声が告げる。




〈無責任ながら、《審判者》と貴方にこそ、全ての《決断》を託たくすことに決めました〉




「（審判者……確か、勇者の別べつ称しようであったか。つまり、勇者と、何者かに……決断を託す？　《女神の試練》が、勇者と同程度に重要視する人物が、他ほかに居ると？）」

　中ちゆう途と半はん端ぱに知っている単語が出てくるが故ゆえ余計に、ワタシは混乱させられた。

　思わず深く考え込んでしまう。が、ふと気がつくと、回廊が何かを警告するように明めい滅めつしていた。どうやら、早く進まないと折角開いた扉とびらが閉まって仕し舞まうようだ。私は回廊に踏ふみ入る。と同時に、背後に突とつ如じよ壁が現れた。どうやら、閉じられたらしい。

　完全に人違いではあったが、先に進めたことは僥ぎよう倖こうと言う他あるまい。

　改めて追つい跡せきを再開せんと前方へ視線を向けると……女の声が最後に、まるで絞しぼり出すようなどこか切実な声を上げた。

〈願わくば、《審判者》と貴方の行く道が、友好的な交わりを果たさんことを……〉

　踏み出す背中にその言葉を受けた私は、思わず苦笑いをしてしまう。

「（実に皮肉な話だ）」

　ワタシは前まえ脚あしに力を込こめると、まるで跳はねる様に……風を切って深紅の回廊を猛もう然ぜんと駆け抜けたのであった。




　──勇者を、この手で、殺さんがために。








第四章　エンカウント









　トレンドの森。

《決断の洞窟》と《ナルス》の間に広がる、中規模の森林地帯。

　多くの動植物が生息し、一部危険な魔物も徘はい徊かいする魔境の一種。

　当然人の手が殆ほとんど入っておらず、旅をする上では誰だれもが迂回する場所……と説明してくれた師し匠しようはしかし、現在、先頭切って《トレンドの森》の中をぐいぐいと進んでいた。

　彼女に続くファルディオが、不満の声をあげる。

「ああっ、もう、背の高い草がうぜぇし、なんかジメっとしてるし！　本当にこんなとこ通らなきゃいけねーのかよ、なぁ！」

　心底苛いら々いらとした様子のファルディオに、しかし師匠は振ふり向かないままで淡たん々たんと応じた。

「別に迂回しても私は構わないぞ？　ただしその場合、森を突つっ切れば《ナルス》には半日で着くところを、余計に三日かけることになるがな」

「く……」

　ファルディオが悔くやしそうに呻く。ルウが彼の頭の上にぽふっと着地して窘たしなめた。

「これは仕方ないですな、ファルディオ。多少の悪路ぐらいは、我が慢まんですぞ！」

「そりゃ人の頭の上に乗っているだけのヤツにゃ、悪路もなにも関係ねぇだろうさ！」

　ぴゅーと白々しく口笛を吹ふくルウ。実際いつもはぼくの肩かたの上とかにいるのに、今は長身のファルディオの頭の上に座しているのは……まあ、そういうことなんだろう。

　ぼくはそんな三人の様子をしんがりから眺ながめつつ、先頭の師匠に声をかけた。

「でもこんな密林状態が、ずーっと続くのはぼくもしんどいな。魔物も居るらしいし」

　そんな僕の泣き言にも、しかし師匠は「いや」と剣けんの鞘さやで草を搔かき分けつつ応じてきた。

「魔物が生息すると言っても、それは私やトオルの身を脅おびやかす程ほどの実力ではない。充分対処可能だ。それに、この悪路も、そう長くは続かないはずだ。というのも……」

　師匠が説明している最中にも、実際徐じよ々じよに草の高さは低くなり、木々の生おい茂しげる間かん隔かくも開き始めた。

　森の中心へと分け入っているにしては妙だなと考えていると、師匠が説明してくれる。

「以前軽く触れたことがあるが、近年この森の中心に《毒の沼ぬま》とでも呼ぶべき一帯が出現してな。元々は動物が憩いこいの場とする池であったらしいのだが、何が原因なのか、突とつ然ぜんそれが毒性を持ち始めたらしい。結果、それは周囲の植物の生育にも影えい響きようを与え……」

「なるほど。今や森の真ん中の方が、すっかすかなんだね」

「その通りだ。土ど壌じようの汚お染せん自体は嘆なげかわしいことだが、こと、人が通行する上では随ずい分ぶんと楽になった。沼周辺の水や植物を直接摂せつ取しゆでもしない限りは、人体に害もないしな」

「ふぅん……」

　話を聞きながらも、そういうことなら早くキツイ地域を抜けちゃおうと、全員、黙もく々もくと先を急ぐ。

　そうして、一時間ほど進んだ頃ころだろうか。

　ふと気付くと、足あし下もとには短い雑草ばかり。周囲の木もやせ細っていて、枝から伸のびる葉もまばらだ。

　森というよりは、どこかもの悲しい、秋の林をも思わせる空間になっていた。

　ファルディオの頭から降り、ぼくの横をふよふよ飛び始めていたルウがぽつりと呟つぶやく。

「なんだか、これはこれで、寂さびしい気持ちになりますなぁ」

「うん、そうだね……」

　辺りを見回しながら、そういや兄さんとこんな林で隠かくれん坊ぼうして遊んだこともあったっけ、と思い出す。鬼おには交こう互ごにやっていたはずなのだけれど、頭のいい兄さんは隠れるのも見つけるのも本当に上手うまかったから、なんだかぼくばっかり鬼の時間が長かった。

　ひとりぼっちの林の中は心細くて、ふと、ぼくだけが置いてかれた様な気分になって。でも、ぼくが本当に心細くなって泣き出しそうになると、なぜかそのタイミングで決まって兄さんが物音を立ててしまい、ぼくに見つかっての……繰くり返し。

　逆に兄さんが鬼の時は、ぼくはぼくなりに一いつ生しよう懸けん命めい隠れるのだけれど、それでも兄さんにあっさりと見つけられちゃうのが、とても悔しくて……でも、どこか、嬉しくて。

「ご主人？」

　ルウに声をかけられて、ハッとする。どうやら、大分ぼんやりしてしまっていたらしい。

　ぼくは少し気き恥はずかしくなって、思わず近くに居たファルディオに話しかける。

「ねぇねぇ、ファルディオ。ファルディオはさ、子供の頃、どんな遊びしてたの？」

「ああん？　ガキん時の遊び？　そうだなぁ……」

　突然の質問に、ファルディオは顎あごに手をやって、回想する様に宙を眺める。そして、なんだか妙に気まずそうな顔。

「…………あー……」

「？　どうしたの？」

「え？　あ、いや、その、なんつうか……。ガキの時の記き憶おくって、殆ど家の中や学校図書室で本読んで、一心不乱に魔法の勉強してた思い出しかねぇっつうか……」

『え』

　全員がギョッとして立ち止まる。と、ファルディオは慌あわてた様子で取り繕つくろった。

「い、いや、今のなし！　え、えーと……あれだ。ほら！　色々あって禁きん忌き魔ま法ほうに手を出した末、一人故郷を飛び出た後に訪おとずれた、魔法の名門・ミーミル魔法学校！　あそこじゃ俺だって、初めて家名を気にせず、青春を謳おう歌かしまくって……。……いや、ねぇな。レイアに絡からまれてるうちに、なんだかんだで教師殴なぐって終わったしな……」

　なぜかずーんと落ち込んだ様子のファルディオ。どうもこれ以上「遊び」の話を聞いちゃいけない様子なので、ぼくは慌てて話を逸そらした。

「れ、レイアって？」

　すると、ファルディオは「ああ……」と相変わらず元気のない様子ながらも、どこか懐なつかしそうに答えてくれた。

「ミーミル魔法学校時代に、そういうヤツが居たんだよ。友達っつうか……えーと……なんだ？　敵？　そんなヤツが」

「友達と敵じゃ一八〇度意味が違ちがうけど!?　その二つは共存出来ないでしょ！」

「それがそうでもねぇんだよ。……とにかく、凄すげぇ面めん倒どう臭くせぇ女だったんだ」

　その言葉に、またもギョッとするぼくら三人。ルウが代表してツッコむ。

「お、女ですと？　ファルディオに同年代の女性友達が!?」

「おいなんだその妙みように失礼な驚おどろき方は！」

　憤ふん慨がいするファルディオを見て、師匠が「ふむ」と唸うなる。

「しかし珍めずらしいな。万年女日照りの貴様が、貴重な女性友達をそんな風に言うとは」

「お前等イチイチ俺に失礼な発言しなきゃ気が済まねぇの!?」

　心底不満そうなファルディオ。彼はひとしきり怒おこった後、困った様に後頭部を搔いた。

「別に嫌きらいってこたぁねんだけど、苦手っつうか、天敵っつうか……。とにかくアイツが絡むとろくなことがねぇんだよ。あとうぜぇ。限り無くうぜぇ。とめどなくうぜぇ」

「ファルディオにそこまで言われる人って、ぼく、逆に凄すごく興味湧わくんだけど……」

「んああっ、嫌いやなこと思い出しちまったぜ！　はいっ、この会話終しゆう了りよう！」

　問答無用で切り上げて、先を急ぐファルディオ。ぼくたちもそれに続く。

　ぼくはしかし……その反応で、余計に興味を抱いだいてしまった。

「（なんだかんだ、ファルディオ、今まで自分の過去について語った中では、一番明るい表情してたけどな……レイアさんの話する時）」

　勿もち論ろん、苦手というのも噓うそじゃないんだろうけど。

　ファルディオは話を逸らす様に、師匠へと話しかける。

「し、しっかし、ホント人の手が全く入ってねぇのな、この森。獣けもの道みちさえ満足にありゃしねぇ。多少なりとも通行しやすくなったんじゃなかったのかよ？」

「ん？　ああ、そうだな。例の沼が出現して以降確かに通行はし易やすくなったが、そもそも危険を冒おかして《決断の洞どう窟くつ》に行く理由等、一いつ般ぱん人には一いつ切さいないからな。それに加えて、毒の沼のせいで狩かりや植物採取さえも行われなくなった。つまり……」

「ああ、最も早はや人が来る理由が一切ねぇのか。……こんな場所でアクシデントに見み舞まわれて倒たおれたりしたら、一巻の終わりだな」

　ぶるっと身を震ふるわせるファルディオ。ルウが神しん妙みような表情で応じる。

「ですなぁ。そういう意味じゃ、ここは中々の難所かもしれませんぞ。というのも、基本的に勇者の旅は都市から都市へと渡わたり歩く旅ですからな。何かあっても、人通りがそこそこある経路上に居ることが多いのです。しかしここは……」

「とにかく、こんな森はさっさと抜ぬけちゃった方がいいって話だね」

　ぼくらがそう結論付け、改めて先を急ごうとしたその矢先。

　突然、師匠がぴたりと足を止めた。

　一体何事かと遅おくれて立ち止まるぼくら。師匠は、妙に険しい目つきで、ぼくらの歩いてきた方をジッと睨にらんでいる。

「どうした？　おいおい、まさか、魔物の気配でもすんのかよ？」

　怯おびえた様子で師し匠しようの背後に隠れるファルディオ。相変わらずの頼たよりなさにぼくとルウは呆あきれるも、しかし師匠は彼を咎とがめることもなく、黙だまって腰こしの剣に手をかけた。

　師匠の所作に、ぼくらも緊きん張ちようする中……彼女はようやく、絞しぼり出すように告げてくる。

「ある意味ではメルクリウスの言う通りだ。後方から、明らかに私達を追ってくる、敵の気配がする」

　その言葉に、僕もまた武器を──ミョルニルロッドを構えて、ルウを庇かばう様に一歩出る。

　師匠がいよいよ剣を抜き放つ中、ぼくは彼女の横に並び、目を凝こらして後方を見やったままで、訊たずねた。

「でも師匠、この森の魔物に、ぼくらを脅かす程の実力はないって言ってたよね？」

　ぼくの疑問に、師匠はこくりと頷うなずく。

「ああ、言ったな。実際今もその言葉を取り消すつもりはない。この森だけに限らず、大たい概がいの通常魔物ならば、私達の敵ではない」

「だったら……」

　一体何をそんなに緊張しているのか……と言いかけて、ようやく、遅おそまきながら、ぼくも気がついた。

　後方から放たれる……その、肌はだがひりつくような、圧あつ倒とう的てき威い圧あつ感かんに。

　ごくりと唾つばを飲み込むぼく。

　師匠は、額から汗あせを垂らしながら、まるで似合わない苦笑いを見せる。

「そう、魔物程度ならば、何の問題も無かったさ。……魔物程度ならば、な」

　師匠がそう言い終えるのが先か。

　ようやくぼくらの視界に入った「それ」は……みるみるぼくらに接近してくる。

　徐じよ々じよに「それ」の実態が判明してきた。

　俊しゆん敏びんな四足歩行、艶つややかな白い毛、尖とがった耳。

　野性味に溢あふれながらも、どこか怜れい悧りさも感じさせる整った顔立ち。

　……大きめの狼おおかみだろうか？　いや、よく見れば体に鎧よろいを着込み、腰には剣けんを下げている。しかし顔は白はく狼ろうのそれ、そのもので……。

『！』

　師匠以外の全員が、同時にその正体に気付きハッとする。

　ルザルで見た「彼」と姿はまるで違うけれど、でも、その身に纏まとう異様な空気が、「彼」と全く同質。

　ぼくらの目前までやってきた「それ」は、一いつ瞬しゆんで勢いを殺してピタッと立ち止まると、流れるような動作で二足立ちに移行しながらも……。

「ふむ」と、人間の様な仕種で、顎下の毛並みを撫なでた。

「どうやら、ようやく追いつけたようだな、勇者とその一行よ。実に骨が折れたぞ」

『…………』

　最早魔物の姿をした彼が流りゆう暢ちように喋しやべったことには、驚きもしないぼくら。

　彼が腰の鞘さやから剣を抜く段になっても未いまだ、動どう揺ようこそあれど、混乱はない。

　だって……もう全員が、完全に理解していたから。




「では、早さつ速そくで申し訳ないのだが、一つ手合わせ願いたい。無論、互たがいの命を賭として」




　この、最悪のタイミングで《二体目の魔ま人じん》の襲しゆう撃げきにあったのだという──あまりに絶望的な現実を。




　　　　＊




　互いに臨戦態勢で睨み合ったまま、数秒の沈ちん黙もくが流れる。

　緊張に冷や汗を搔かくぼくやファルディオ、ルウの三人とは対照的に、師匠と魔人は互いに妙に落ち着いた佇たたずまいだった。

　剣道のそれを思わせる、凜りんとして整った中段姿勢で綺き麗れいに構える師匠と。

　我流なのだろうか、剣先が地面すれすれになるほど、ただただ単純に右手でぶらっと剣を持つ魔人。ぼくのやっていたスポーツチャンバラの考え方に近い構えだけれど、あんな立派で大きな剣でそれをやるのは、ぼくの目にさえ理にかなわない様に見える。だというのに、なぜだろう。彼に、隙すきらしい隙が窺うかがえないのは。

　しばらく睨み合いが続いた後……突とつ然ぜん、魔人は「ふむ」と少し気の抜ける様な、緊張感のない声をあげてきた。

「すまない、一応確かく認にんさせて欲しいのだが、勇者というのは……そちらの、棒きれを構えた子供の方で相そう違いなかったか？」

『…………』

　どう返したものやら分からず戸と惑まどうぼくらと、微び動どうだにしない師匠。

　魔人は、空いている手の方でワシャワシャと自らの頭を搔いた。

「いや、九割方分かってはいるのだ。すまぬ。しかしまさか、それ以上の手て練だれと思おぼしき人物が同行しているとまでは聞いていなかったものでな。少々面食らった」

　そんなことを言いながらも、どこか愉ゆ快かいそうな魔人。

　ぼくはその不思議と人間味を感じさせる仕し種ぐさに、思わず質問の声をあげてしまう。

「あ、あのさ……」

「トオル」

　師匠にこちらを見ないままで窘たしなめられるも、しかし、ぼくは強引に続ける。

「えっと……キミ……じゃなくて……おじさん？　おじさんでいいのかな？」

　ぼくの言葉に、目を丸くし、それがクセなのか「ふむ」とまた考える仕種を見せる魔人。

「ワタシの呼び方か。発生からの歳さい月げつだけを考えると、その呼こ称しようは正確ではないな。……とりあえずは、ゲインとでも呼び捨てて貰もらうのが、最も無難であろう」

「ゲインか。えっと、ぼくミ……じゃないや、トオル・ミカミ。よろしくね、ゲイン」

「うむ、こちらこそよろしく頼たのむ、ミカミ」

　互いに武器を構えながらも、挨あい拶さつを交かわすぼくら。他ほかの三人が完全にぼくらへ向かって呆れた視線を向けているのは分かっていたものの、ぼくは続ける。

「ゲインはさ、魔人なんだよね？　それで、勇者の……ぼくの命を狙ねらっている」

「ああ、そうだ。ミカミに対して特にこれといった恨うらみはないが、無む駄だな殺せつ生しようという程ほどでもあるまい。なにせ、魔人と勇者は元より敵同士だ。手合わせ願おう」

「それなんだけどさ」

　いざ戦せん闘とうに入ろうとしたゲインの間まを挫くじくが如ごとく、更さらに続けるぼく。師匠がもう一度「トオル」と少し強めに窘めてきたものの、ぼくは、警告を無視し──キョトンと、首を傾かしげて、無む邪じや気きに訊ねた。




「今回特別に見み逃のがして貰ったりするわけには、いかないのかな？」




『────』

　ぼく以外の全員が呆あつ気けにとられた様になり、場の空気がガラリと変質する。

　これまでずっと落ち着いていた師匠と魔人までもが、どこかギョッとした様子でぼくの方を見ていた。

　ぼくは、構わず続ける。

「そもそも魔人って、なんで勇者を殺したいの？」

「なぜと問われてもな。魔物とは、そもそも人間の敵対存在だ。そこに理由はない」

「ふーん。…………」

「どうした？　ミカミよ。納なつ得とくして貰えたのか？」

「ん？　ああ、いや、ごめん。違ちがう、逆だよ」

　ぼくは笑え顔がおで応じ、そして、そのまま明るく口を開いた。




「なんか、やっぱ、すっげー下らないんだなぁって、思っただけ」




『！』

　場が不思議な、今までとは別種の緊張に凍こおり付く。どうしたんだろう？

　まあいっか。ぼくはにこぉっと笑って、ゲインの目を見み据すえた。

「そんなさ、『歩いてたらたまたま害虫見かけたので殺しました』みたいな理由でさ」

「…………」

「ぼくらの大事な旅、邪じや魔ましないでくれる？」

『────！』

　なぜだか、師匠、ファルディオ、ルウの三人が顔を青ざめさせていた。

　そしてゲインもまた、なにか驚おどろいた様に目を見開く。

「ミカミ、お前は……」

「ん？　なぁに？」

　笑顔で首を傾げるぼく。ゲインは「いや……」と頭を振ふった。

「……いや、なんでもない。少しだけ、知り合いに似たものを感じたのでな」

「そう？　ならいいけど……ところで、ひいてくれたりは、しないの？」

「ああ、その件か。確かにミカミの主張には筋が通っているな。しかし……」

「しかし？」

　ゲインはそこで、突然、周囲の全生命が怖おぞ気け立つ程の殺気を[image: 迸]ほとばしらせ、次の瞬しゆん間かん──

「世が理り不ふ尽じんなのは、今に始まったことではないであろう？」

　──彼の顔は、なぜかぼくのすぐ目の前にあり。そして──

「──え？」




　──いつの間にか、彼の持つ剣が深々とぼくの胸を刺さし貫つらぬいていることに気がついたのは……更にその少し、後のことだった。




　魔人ゲイン




　拍ひよう子し抜ぬけ、というのが、勇者を討うった際の第一印象であった。

「（やはりこの程度も防げぬ腕うでか。ふむ。先程感じたアレは、やはり勘かん違ちがいか？）」

　不思議なこともあるものだ。つい先刻の会話では、ワタシは確かに彼に得体の知れない力──ヨルに匹ひつ敵てきする脅きよう威いを、感じ取ったハズなのだが。

　しかしいざ仕し掛かけてみれば、なんのことはない、最初の見立て通りの実に未熟な──

「！」

　──突然うなじに冷たいものを覚え、刹せつ那なに勇者の体に蹴けりを入れて剣を引き抜きつつその場から飛びのく。直後、自分の首があった空間を凄すさまじい剣けん閃せんが抜けていく様を見た。

「ほぉ」

　後方に着地し即そく座ざに剣を上段へと構え直す。……魔人となってからはほぼ初めての、命の危険を感じる攻こう撃げきであった。ワタシはすぐさま追撃が来るものとして備えるも──しかし、予想に反してそれは無かった。代わりに──

「──メルクリウスッ！　ルウッ！」

　──勇者を庇かばうようにして立ちはだかった女騎き士しが、恐おそろしい程の殺気を放ちながらこちらを見据え、仲間達に勇者の救助を促うながしている。

　その素す晴ばらしい存在感に、ワタシは生まれて初めての恍こう惚こつを覚える。

　ワタシは珍めずらしく少し興奮混じりに口を開いた。
















「なんと見事な！　勇者は拍子抜けであったが、貴き殿でんは見立て以上だ！　む、いや失礼。貴殿とは、確か女性に用いるべき呼称ではなかったな？　だとすれば……」

「黙だまれ」

　全身から燃える様な激しい怒ど気きと、しかしそれでいて肌はだに冷たさを覚える程の冷れい酷こくな殺気を同時に[image: 迸]らせる女騎士。今にもワタシの首を狙って飛びかかってきそうなものだが、しかし、勇者の安全こそを最優先としているらしく、彼の前から動こうとはしない。

　背後でぐったりと倒たおれ伏ふす勇者に、赤あか髪がみの魔法使いと使い魔が縋すがり付く。

「おいっ！　トオル！　意識あるか!?　トオル！　トオル！」

「ご主人っ！　ご主人っ！　大だい丈じよう夫ぶでございますか!?」

　二人の必死の呼び掛けに……勇者は、呻うめき声で返した。

　ワタシはその光景に、思わず目を見張る。

「む？　完全に心臓を刺し貫いたつもりであったがな？」

「トオルを見くびるな」

　女騎士がワタシを睨にらみ付ける。……なるほど、彼は彼なりに、完全に無意識にではあろうが、急所を紙かみ一ひと重えで避よけていたらしい。しかし……。

「とはいえ、人の身においてアレが致ち命めい傷しようであることは変わらないであろう？　勇者はもう駄だ目めだ。女騎士よ。いい加減無駄なことはやめ、ワタシと全力でやりあえ──」

「黙れと言っている」

　凍いてついた目でワタシを睨む女騎士。実に素晴らしい気き迫はくだ。雑ざ魚こ魔ま物もの程度ならば、その視線だけで失神させられていてもおかしくはない。

　……とはいえ、いい加減ワタシも痺しびれを切らした。

　ワタシはもうこちらから問答無用で仕掛けてやろうと、脚あしに力を込こめ──

「トオル！　ああっ、良かった！　死んでねぇ！　トオルは無事だ、セシリア！」

「……ぁ……ぅ……師し匠しよう……ごめん……」

「（なに？）」

　女騎士の背後でよろよろと上半身を起き上がらせた勇者に、流石さすがのワタシも驚きを隠かくせなかった。

「（なぜだ。即そく死しでこそなかったとはいえ、あの様な傷を負って起き上がり、あまつさえ、まともに喋しやべられる人間等──いや、そうか。それこそが、勇者の力であったか）」

　今いま更さらながらに思い出した。勇者の体は、通常の体にあらず。我々魔物と似た、一種のエネルギー体の様なものであり、通常の人間が完全に死亡するほどの損傷を受けない限りは、そのエネルギーをもって傷が癒いやされる。しかも我々とは違い、その回復力は極きわめて劇的。ただし、その分、一時的に腕わん力りよくや体力は大おお幅はばに減退する。

　つまりは……。

「（どちらにせよ、今やただの雑魚か。とはいえ、トドメはさしておかねばな）」

　そう考えて、ちらりと勇者を見やるも……しかしすぐに、目の前の存在に視線を戻もどす。

　女騎士は、ワタシの思考を読んだかのように淡たん々たんと告げた。

「二度目まで、簡単にやらせると思うか？」

「であろうな」

　彼女とやりあえるのは光栄だが、最優先すべきは勇者の抹まつ殺さつ。

　ワタシは腹の内で燻くすぶる愉ゆ悦えつをどうにか抑おさえ込むと、改めて……目の前の障害を排はい除じよすべく、真剣に構え直した。

「（──来るか）」

　魔法使いと使い魔が勇者の退たい避ひを開始したと同時に、女騎士が体を低く構え、一足で飛び込んで来る。先程の鮮せん烈れつな一撃を見ているが故ゆえ、ワタシに油断は無かったはずなのだが、しかしそれでも尚なお想定を上回る程の早はや業わざ。

　ワタシの鎧よろいの隙すき間まを恐ろしい程の精せい緻ちさで狙った横よこ薙なぎの一撃を、ワタシは素早く柄つかを両手で握にぎり直し、際きわどい所でどうにか受け流す。その華きや奢しやな体たい軀くから繰くり出されるにしては、理不尽な程に重い一撃であった。

「！」

　女騎士の目が見開かれる。どうやら、彼女にしてみても、ワタシの反応速度は想定以上であったらしい。

　一いつ瞬しゆんの視線の交こう錯さく、そして鍔つば迫ぜり合いに持ち込まれようという所で……女騎士は即座に力比べを放ほう棄きし、今度は重さよりも手数を重視した連撃を叩たたき込んできた。

「────ォォォォォォオオオ！」

　その、あまりに卓たく越えつした剣けん捌さばきに、ワタシは攻撃を必死で受け流しながらも、思わず唸うなり声を上げてしまう。

「あぁぁぁあ！」

　女騎士もまた、早々に決着をつけようとしてのことか、勇ましい声を上げて細身の剣を振るい、それに更に鼓こ舞ぶされたワタシは、防ぼう御ぎよが疎おろそかになるのも構わず、こちらからも攻撃を仕掛けていく。

　我らの間を、激しい剣けん戟げきの嵐あらしが舞まう。

　それは最も早はや剣の手合わせ等では到とう底てい無く、騎士道精神のカケラもない、ただただ野や蛮ばんな殺し合いに他ほかならなかった。

　互たがいの間合いに踏ふみ込んだまま、一いつ切さい駆かけ引きをすることもなく、ただただ互いに敵の命を刈かり取るべく激しく斬きり結ぶ。

　防御を完全に捨てたワタシの体にはいくつかの細かな切り傷こそ刻まれていたものの、しかしこれ程ほどの死し闘とうを演じて尚、未いまだ互いの体に致命傷どころか大おお怪け我がの一つもないのは、奇き跡せきに近い偶ぐう然ぜんでしかない。互いの力量が伯はく仲ちゆうしすぎているが故、本来ならば一瞬で勝負がついて然しかるべきはずの決死の攻こう防ぼうが、延々と繰り返される。

「……す、げぇ……」

　魔法使いがこちらを眺ながめながら呆ほうけた様に呟つぶやくも、それさえも激しい打ち合いの金属音に吞のまれていく。

　女騎士と死闘を演じながら、ワタシは自分で腹の底に封ふうじた悦よろこびが、最早抑えがたい程に増大していることに気がついた。

「（これだ……！　これこそ、ワタシが追い求めていた……！）」

　自らの生まれた意味、本ほん懐かいというものをワタシはたった今悟さとった。

　今ならば、勇者との邂かい逅こうを先走ったイグニールや、人間という種を歪いびつに愛す魔人達の気持ちが理解出来る。

　人間とは──かくも素晴らしい生き物であったか！

「ふ、は、ははははははははははは！」

「!?」

　思わず笑い声を上げながらも、更さらに激しく剣戟を交かわす。

　女騎士は怪け訝げんそうにしながらも、しかし攻撃の手を緩ゆるめる気配はなく、淡々と、ただ冷れい徹てつに、ワタシを撃げき滅めつすべく剣を振るう。

「（……つれないことだ。これ程までに素晴らしい一時を、なぜ楽しまぬ）」

　そこまで考えて、そうか、彼女にとっては勇者のことが現在最優先であるからかと思い至る。ワタシは少し考えると、剣を持つ手に渾こん身しんの力を込こめ、そして──

「ぬ──ぅん！」

「っ!?」

　打ち合った彼女の体を剣ごと強引に薙なぎ払はらい吹ふき飛ばしつつ、自らも背後に跳ちよう躍やくすることで、一いつ旦たん距きよ離りを取った。

　これまで斬り合いを楽しんでいたワタシらしからぬ行動に、真意を測りかねた様子で戸と惑まどう女騎士。

　ワタシは彼女の目を見み据すえて、口を開いた。

「ワタシの我わが儘ままで恐きよう縮しゆくなのだが、女騎士──ふむ、名前はなんだったかな？」

「…………。……セシリア・シヴィルだ」

　このやりとりで多少なりとも勇者の回復時間が稼かせげるならば、それも良いと考えたのであろうか。女騎士は存外素直に名乗った。ワタシは頷うなずいて、続ける。

「セシリア・シヴィルよ。一つ相談なのだが……今、この戦いにのみに集中して貰もらうわけには、いかないだろうか？」

「……なにを馬ば鹿かな……」

　呆あきれた様子の女騎士の反応を見て、ワタシは「ふむ」と顎あごに手をやる。

　……まあ、そうであろうな。神しん剣けん騎き士し団の一員と思われる彼女の役目は、恐らく勇者の護衛。ワタシの主目的も、護衛とやり合うことではなく、勇者の殺害。このままではどちらも、心の底から戦いだけに集中することは出来ない。……となれば。結論は一つ。

　ワタシは顎を撫なでる手を止めると、ごく自然な流れで、提案した。




「よし、では先に、勇者を殺してしまおう」




『!?』

　勇者を含ふくむ四人に、緊きん張ちようが走る。

　ハッとした女騎士が、ワタシに勇者殺害の隙すきを微み塵じんも与あたえんと飛びかかって来るも……しかし現在は彼女とやり合う気がないワタシは、大変不本意ではあったが──

「すまぬな」

　──すぐ背後の木の幹を、剣で浅く傷つけた。次の刹せつ那な──

「!?」

　幹の傷口から、黄色がかった樹液が勢い良く細かい飛ひ沫まつとなって噴ふき出し、女騎士を直撃する。彼女はそれでも問答無用でワタシを攻撃しようとしたが、しかし……。

「くっ！」

　顔を歪ゆがめて立ち止まると、片手で剣を構えたまま、急いで顔を拭ぬぐい始めた。

　ワタシは狙ねらいが首しゆ尾び良よくいったことに満足しつつ、彼女に声をかける。

「案ずるな。目や肌にきつく染み、皮ひ膚ふ感覚も麻ま痺ひし始めているであろうが、それほど強い毒性はない。数分もすれば充じゆう分ぶん回復するであろう。まあ、無理に目を開かんとしすぎれば、失明もあり得るだろうがな」

「なぜ、貴様がそんなことを……！」

「ああ、いやなに、実に数すう奇きなことだが、ワタシはこの森の生まれでな。さて……」

「！」

　目を瞑つぶりながらも状じよう況きようを察知した女騎士が、見苦しくも気配だけを頼たよりに剣を振ふり回す。しかし、皮膚感覚が著いちじるしく麻痺している今やその攻撃も酷ひどく的外れで、ワタシの障害となるものではなかった。

　ワタシは脚に力を込めて跳躍すると、一瞬で女騎士の脇わきを抜ぬける。

「！　待て！」

　珍めずらしく冷静さを欠き、焦あせった様子で叫さけぶ女騎士。しかし、もう遅おそい。

　ワタシはよろよろと子こ鹿じかの様に立ち上がる勇者へと、一直線に──

「させるかよ！」「ですぞ！」

　──向かおうとするも、その前に魔法使いと使い魔が立ちはだかる。……構うものか。ワタシは速度を落とすことなく、進行を続けた。が……。

「ハイクオリア！」「《鮮烈なる太陽の恵みビビツド・サン》！」

「む？」

　謎なぞの発光と、比類無き正確さで目へと向かって放たれた石いし礫つぶてが向かって来る。流石のワタシも対処すべく一旦立ち止まり、剣でそれらを弾はじく。──と、石礫こそ打ち落とせたものの、光の方は剣に反射する様にして少し散ったのみで、残りはそのまままとわりつくようにワタシの体を覆おおい、そして収束していった。

「（……？　く、女騎士から受けた傷が……）」

　刹那、尋じん常じようではない程に傷口が痛み始める。軽い切り傷にはあるまじき痛みだ。

　何事かと思って傷口を確かく認にんしてみるも、しかし、特に傷が重傷化した様子もない。

　更に不可解なことに、片耳の聞こえがすこぶる悪い。なんだ、この状況は。

「（何かをされたのは間ま違ちがいないが……いまいち正体が摑つかめないな）」

　ワタシが怪訝に思っていると、赤あか髪がみの魔ま法ほう使つかいが、どこか怯おびえながらも、勇者を背にかばい、まるで精せい一いつ杯ぱいに虚きよ勢せいを張ったかの様な啖たん呵かを切る。

「へ、へへっ！　どうだい俺の、《超ちよう攻こう撃げき呪じゆ文もん》は！　恐おそろしいだろう！　中ちゆう途と半はん端ぱにかかってもこの威い力りよくだぜ！　回かい避ひ不能のダメージ＆状態異常なんて、最強過ぎるだろう！　ひ、退くなら今だぜ！」

「…………ふむ」

　確かに、この未知の魔法は脅きよう威いだ。手て練だれの魔法使いを相手取ったことは幾いく度どかあるが、ここまでその効果が歪なことは珍しい。流石さすがは勇者の一味といったところか。例の毛玉が放った技わざにしても、高速で移動するワタシの目をあれほどまでに正確に狙い撃うつなど、凄すさまじい技術力だ。速度や威力こそ大した事がないが、決して油断してかかっていい技ではない。

『…………』

　全く戦せん闘とう力の感じられない二人と睨にらみ合う。……どうにも読みきれない。実際、九割九分彼らは弱いのであろう。女騎士とは比べるべくもない程に。しかし、技の理り屈くつが分からぬ以上、突つっ込むという選せん択たくも明らかに早計。どうしたものか──と。

「ぬっ」

　背後から殺気を感じて横に回避する。先程までワタシの体があった場所を、鋭するどい剣けん閃せんが薙ないでいった。見れば、目を閉じたままの女騎士が息を切らして立っている。……ふむ、まだ回復はしきっていないようだが……面めん倒どうだな。彼女と死闘を楽しむにしても、彼らの不可思議な技による邪じや魔まが入っては興が削そがれるというもの。

　出来れば、今のうちに魔法使いと使い魔を潰つぶしてしまいたいが、さて……。

　ワタシが動きあぐねていると、ふと、ガサガサと草を揺ゆらして、突とつ如じよ木こ陰かげから栗鼠りすを一回り大きくした様な魔物が飛び出してきた。勇者一行の四人が一瞬そちらを意識するも、殆ほとんど人じん畜ちく無む害がいな雑魚ざこ魔物だと判断すると、完全に無視してワタシに向き直る。

　しかし、ワタシは違った。

「丁度良い」

　ワタシは大栗鼠の方へと猛もう然ぜんと跳躍すると、その首筋を摑み上げる。

『!?』

　勇者一行が啞あ然ぜんとする中、ワタシは自らの大きな口を目め一いつ杯ぱい開くと……。

〈キュッ、キュキ──〉

　大栗鼠を、その鳴き声ごと、頭から、食し始めた。

「ひあぁっ!?」

　魔法使いの青年が素すっ頓とん狂きような声を上げて後ずさる。他ほかの者もまた啞然とする中、ワタシはバリバリと手早くそれを《捕ほ食しよく》し、そして……ごくりと、嚥えん下かした。

　次の瞬しゆん間かん、ワタシの体の細かな切り傷がみるみる塞ふさがり、体力が回復していく。

　その光景に勇者達が息を吞む中、しかしワタシは、自らの体を検あらため、唸うなった。

「（解せぬな。あのサイズの魔物を喰くらえば、いつもならばほぼ全すべての傷や異常が回復するはずなのだが……耳の不調が、治らん）」

　特に著しく不便する状況でもなかったが、不可解ではあった。

　びくんと怯えたような反応をする四人を、ワタシは睨ねめ付ける。

「（……傷が癒いえて当面の痛みこそひいたが、例の魔法自体はまだ解けていない、ということなのか？　ならば……）」

　ワタシは未いまだ視力の回復していない女騎士の脇を抜けつつも、彼女の腹へと蹴けりを入れて吹き飛ばし、時間を稼いだ上で勇者達へと向かう。

　今度の狙いは、勇者ではなく、邪魔な取り巻きの方だ。

「ひっ」

　魔法使いが慌あわてて杖つえを構えるも、ワタシの《捕食》風景が衝しよう撃げきだったのか、咄とつ嗟さに魔法を発動させられない様子。使い魔の方もまた、飛ばせるものを何も持たなかった。

「術者よ、魔法ごと消えろ」

　ワタシは一瞬にして魔法使いの目の前まで迫せまると、彼を右みぎ肩かたから袈け裟さ斬ぎりに両断した。

　──つもりで、あったのだが。

「？」

　剣の手て応ごたえが、激しく奇き妙みようであることに気がつく。見れば、ワタシの剣は彼の体を両断するどころか、肩部分でしっかりと受け止められてしまっていた。

「（ぬ、なにやら肩に防具でも着用していたか？　いやしかしこれは……）」

　剣を持つ手に伝わる感かん触しよくは、硬かたい何かにぶつかったそれではない。それどころか、いや、むしろ、「無」だ。まるで、衝撃を丸々殺されたかのような、あまりに不可思議な……。

　と、そこまで考えたところで、彼の肩の上で、ワタシの剣に押し潰されて何かが平たく伸のびているのに気がついた。

「（──毛玉？）」

　それは、明らかに使い魔の色合いをしていながら……しかし、そこには目も鼻も口もない、あまりに不可思議な物体であった。

　それはワタシの剣と彼の肩の間で激しくカタチを変形させられながらも、しかし傷つくことなくゴム玉の様に伸び、そして……。

「《静謐なる月の調べサイレント・ムーン》！」

　毛玉の中から不思議な叫びが聞こえてきたかと思えば、次の瞬間には──

「……って、うわぁああああああああああああああ!?」

　──いくら斬ざん撃げきを受け止め切れても、衝撃を完全に殺せたわけではないらしく、攻撃から少し遅おくれて、魔法使いの体ごと、まるでボールが弾はずむ様に背後へ吹ふっ飛んでいってしまった。

　魔法使いが地面に背中から落ち、重傷ではないものの結局は中々のダメージを受けて立ち上がれなくなる中……彼の体を離はなれた顔なしの毛玉は、その面めん妖ような変化を解きつつ、自信満々の様子で我に向かい合った。

「あ、相手が違うのではありませぬかな！　相手が！」

　それは、ともすれば非常に勇ましい言葉であったが……しかし、彼の飛び方が明らかにフラフラとしているところを見ると、流石に完全にノーダメージとは言い難がたかったらしいことが見て取れ、イマイチ格好の良いものではなかった。

　しかしだとしても……ワタシは、彼らに対し、素す直なおに尊敬の念を抱いだいていた。

「（明らかに戦闘力では著しくワタシに……いや、通常の旅人にさえ劣おとるというのに、この者達ときたら、二度もワタシの攻撃を凌しのいでみせたぞ！）」

　女騎士とやりあった時とはまた別種の感かん慨がいが、胸の内を満たしていく。ワタシの生しよう涯がいで、これほどまでに心躍おどる一ひと時ときがこれまでにあったろうか。

　そして……。

「だぁぁぁぁぁぁああああ！」

　ろくに立っている力も残っていないであろう体で、背後からワタシに攻撃を仕し掛かけてくる少年……勇者・トオル・ミカミ。

　眠ねむっていても避よけられるような酷い一撃であったが、しかしワタシはあえてそれを正面から剣で受けた。刹那、私の体を電撃が[image: 迸]ほとばしる！

「ぬぅ──!?」

「どうだっ、師し匠しようさえ気絶させちゃうミョルニルロッドの威力！」

「……く、くく！　素晴らしい！」

「!?」

　ワタシの、歓かん喜きに打ち震ふるえた嬌きよう声せいに、びくんと怯えた目をする少年。しかし、その特とく徴ちよう的な棒状の武器に込こめた力は一いつ切さい緩ゆるめず、ワタシを押し切ろうと尚なおも奮起する。

「（想定外の電撃もさることながら、それ以上になんという膂りよ力りよく！　単純な力だけならば、あの女騎士にも遥はるかに勝まさっているではないか！　瀕ひん死しの体でこれだけの力が出せるとは……！　これが健常であり、尚かつ技術も身につけたならば、一体どれほどの……！）」

　逸いつ材ざい、とはこういう存在のことを言うのであろう。魔人ミュートの、気長に人間と関かかわりを持つ嗜し好こうにも、今ならば一定の理解を示すことが出来る。この少年は……惜おしい。勇者という補正を抜きにしても、ここで刈かり取るには、あまりにも……！

　彼は腕わん力りよくでワタシを押し切れぬと判断すると、一旦その場から飛び退のき、魔法使いが倒たおれ伏ふす場まで後退。仲間を守るかのように武器──ミョルニルロッドを構えた。

　と同時に、まるで測ったかのようなタイミングで、女騎士もそこに合流を果たす。いつの間にかその目はしっかりと見開かれていた。……通常ならば、まだまだ樹液効果からの回復に時間がかかるはずであるが……。

「…………ふ、ふは、ふはははは！」

　改めて四人と対たい峙じすると同時に、腹の底から、自然に笑いが溢あふれてきて止まらなくなる。

　なんと。

　なんと、素晴らしい一行であることか！

　未だ底の見えぬ幼き勇者に、卓たく越えつした女騎き士し、そして意外性だらけの弱者達！

　一人一人でも充じゆう分ぶん尊敬に値あたいする者達が、四人！

　こんな僥ぎよう倖こうがあっていいのだろうか。

　漠ばく然ぜんと生まれ、漠然と生きて来ただけの、元はチンケな魔物たる、ワタシの生涯に。

　こんなにも素晴らしい出で逢あいが二度も訪おとずれて、良いのであろうか！

　しかし、ワタシの高こう揚ように反して、四人は酷ひどく陰いん鬱うつな面おも持もちであった。

　女騎士が警けい戒かいを解かぬまま、並び立つ勇者に声をかける。

「トオル、体は？」

「えっと……その、正直、今も油断したら意識飛びそうかな。体を維い持じする限界ギリギリの致ち命めい傷しようだったみたい。……ごめんね、師匠」

「謝ることはない。絶対に無理だけはするな。……メルクリウスはどうだ？」

　女騎士が呼びかけると、背後で魔法使いはよろよろと立ち上がった。

「す、すまねぇ。毛玉に守って貰もらっておいて情けねぇ話だが……体中が軋きしむ様に痛いてぇ。立つのがやっとだ」

　そんな彼の肩に、使い魔が止まる。

「無理をしてはいけませぬぞ、ファルディオ！　ルウの《静謐なる月の調べサイレント・ムーン》でも受けきれぬほどの一撃！　死ななかっただけでも儲もうけものなのですからな！」

「師匠は？」

　勇者の心配げな問い掛けに、女騎士は苦く笑しようで応じる。

「心配ない、怪け我がはないさ。……ただ、これからヤツを一人で叩たたき伏せるだけの体力や自信もまた、ないがな」

　体にこびりつく樹液を拭ぬぐいながら疲ひ労ろうを滲にじませる女騎士の様子に、背後の魔法使いと使い魔が息を吞のむ。

　しかし……そんな空気の中、勇者は明らかな空元気と笑え顔がおで、三人に語りかけた。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　四人で力を合わせれば、なんとかなるさ！　ね！」

『…………』

　ワタシの目から見ても、彼の言葉には毛ほどの根こん拠きよもない。それどころか、勇者の力を九割方消費し、今や少し強いだけの子供たる彼には、最も早はやリーダーシップなどは皆かい無むである。しかし……だというのに、一体、なぜなのであろうか。

　三人の体から、余分な恐きよう怖ふや緊きん張ちようが、すっかり抜ぬけ落ちてしまっているのは。

「（これが勇者というものか。……いや……違うな。これが、トオル・ミカミか）」

　実に不思議な少年だ。今のワタシの言語能力では到とう底てい表現しえない「何か」の力が、しかし彼の小さな体の中には確実に、息づいている。

　彼の言葉に精気を取り戻もどし、一丸となってワタシと対峙する四人。

　ワタシはそんな彼らの姿に最早感動さえ覚えつつ……しかし同時にとある決心をし、剣を鞘さやに収めた。

『!?』

　動どう揺ようする彼らに、ワタシは淡たん々たんと語りかける。

「正直な話。ワタシは現在、あまりにも見事な好敵手たるお前達を失うことに、若じやつ干かんの躊躇ためらいを覚えている。しかし一方で、この勇者殺害という任に、命を賭とす覚かく悟ごで臨んでいることも、また事実」

　鞘に収めた剣を、今度はベルトごと外し、その場に放ほうる。四人はワタシの真意が汲くめず、動揺しながらも、しかし誰だれ一人ひとりとて未だ一切警戒は怠おこたっていなかった。……素晴らしい。

　ワタシは続ける。

「ならば、今のワタシに出来ることは一つだ。全てに、真しん摯しに取り組むこと。お前達と、一切の手心を加えることなく戦い、打ち負かし、そしてその上で……勇者を、屠ほふる」

　関節の動きを邪じや魔まする装備を外していく。肩かた当あて、肘ひじ当あて、膝ひざ当あて。

　それらを解除し終えた後、ワタシは……四よつん這ばいの体勢を取った。

　そう。




　それはさながら、この森で生まれた当時の、白はく狼ろうの姿そのもの。




『っ！』

　ワタシが武装を解いたにも拘かかわらず、今まで以上に警戒を強める四人。……やはり彼らの感性は素晴らしい。その、単体でも魔ま人じんに届きうる牙きばを持つ存在が、この世にあと何人居ることか。それはあまりにも貴重な才覚。しかし、なればこそ──

「──では、ゆくぞ！」

　──我わが全身全ぜん霊れいをもって、この場で、屠らねばいけない。ヨルのためにも。

　ワタシは四し肢しに力を込こめると、彼らとの距きよ離りを一気に詰つめるべく、全力で、跳はねる様に駆かけだした。実にその速度たるや──二足歩行時の、ほぼ、倍。

『────』

　警戒していたはずの女騎士でさえ咄とつ嗟さには反応出来ない速度で駆け抜けたワタシは、最初に最も崩くずしやすいと見られる一角──魔法使いの目の前まで一いつ瞬しゆんで肉にく薄はくした。

「まず一人目」

　呟つぶやくと同時にワタシは左ひだり脚あしの爪つめで彼の持つ杖つえを易やす々やすと手た折おり、返す手てつ甲こうで──彼の脇わき腹ばらを強したたかに打ち、女騎士の方へとその体を吹き飛ばした。肋ろつ骨こつの砕くだけ散る手て応ごたえ。

「がはぁっ！」「くっ！」

　吐と血けつし白目を剝むく魔法使いと、反射的に剣けんを引いて彼の体を受け止めにかかる女騎士。

　ワタシは彼らの行く末を確かく認にんすることもなく、即そく座ざに次へと取りかかった。

「二人目」

　カウントしながらも、魔法使いの傍そばに漂ただよっていた使い魔に爪を振ふり上げる。彼は咄嗟に体をぐるっと丸め、例の防ぼう御ぎよ技わざ──《静謐なる月の調べサイレント・ムーン》とやらを繰くり出し、落下を始めた。賞賛すべき反応速度と判断能力である。しかし……。

「（悪手だな。技頼だよりが過ぎる）」

　確かに、その防御性能はある種鉄てつ壁ぺきだ。少なくとも、今のワタシにその命を素早く刈り取る攻こう撃げき手段は、皆かい無むと言っていい。しかし……。

「去れ！」

　落下中の彼の体を、前脚の掌てのひらで捉とらえ、全力で殴なぐり飛ばす。

「!?」

　中から動揺の反応が漏もれて来るも、時既すでに遅おそし。球体化した使い魔は激しく上空へと吹ふき飛び、枝を揺ゆらし葉を撒まき散らしながらも、遥か彼方かなたへと消え去っていく。……こうなれば最早、戦せん闘とう不能も同然。少なくとも、木々が入り組んだこの森の地理に明るくない者が、この戦場に復帰するのは絶望的である。

「う、うぁああああああああああああああああ！」

「！」

　使い魔を殴り飛ばした矢先、背後から大きな叫さけびと共にロッドが振るわれた。ワタシはその初撃をかろうじて回かい避ひするも、体勢を立て直す暇ひまも無く繰り出された二撃目を避けきることは到底適かなわず、仕方無く右脚の爪で攻撃を受け流すことにした。

　が、その刹せつ那な──

「ぐ────!?」

　──爪から全身へと、鮮せん烈れつな痛みが這はいずり回る！　それがどうやら勇者の持つロッドから伝わる電撃に由来するものらしいと気付いたワタシは、力任せにロッドを弾はじき、勇者から一いつ旦たん距離を取った。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

　息を切らす勇者。

「…………ぬぅ」

　自らを襲おそった類を見ないあまりに過か剰じような「痛み」に動揺し、唸うなるワタシ。

　女騎士が魔法使いを地面に寝ねかせて勇者の隣となりへと並び立つ中、ワタシは今の攻撃について頭の中で検証した。

「（おかしい。体感的には、この身が完全に焦こげ付いてもおかしくない程ほどの電撃であったはず。しかし実際にはどうだ。体には、まるであの痛みに見合う程の影えい響きようなど残っていないではないか。となれば、先の事例も鑑かんがみるに、これは……）」

　そこまで考えて、ワタシは答えを、あえて推論を口に出す。

「痛覚が、強化されているのか……」

「っ！」

　瞬間、勇者の顔に動揺が走ったのを我は見み逃のがさなかった。間ま違ちがいない。我の身にかけられた謎なぞの魔ま法ほうの効果は、それだ。聴ちよう覚かくの不調については未いまだ説明がつかぬが……当面においては、そこまで分かれば問題ない。確かに驚きよう異い的で規格外な魔法効果ではあるが……しかし、ネタが割れてしまえば、効果は半減だ。

　事前に痛みへの心構えが出来ていれば、最早それで隙すきを作りすぎることもあるまい。

「残り二人……」

　ワタシは獣けものらしい動きで、二人を中心に円を描えがく様にぐるぐると練り歩き始めた。自分でも気付かぬうちに、いつの間にやら口からは唾だ液えきと唸りが漏れている。これは、最初からワタシの内にあった野生なのか、それとも《捕ほ食しよく》した動物たちのそれなのか。

　ただ一つ分かることは、ワタシは、ワタシという存在は──

「ど、どうして、武器持ってた時より、更さらに強いんだよ！」

　勇者の泣き言に、ワタシは内心で同意する。言語を習得し、姿も多少人にほど近くなったワタシだが……しかしどこまでいっても、やはり、その根本は魔物であるらしい。シンプルに、野性に任せて戦ってこそ、真に最大限の実力を発揮できる。

　隙を窺うかがい歩く我を見つめ、女騎士もまた、額に汗あせを滲ませていた。

「すまない、トオル。これは……いくらなんでも、想定以上だ。いくら力を合わせたとて、この状じよう況きようで勝ちを狙ねらいに行くのは極きわめて絶望的と言える」

「そ、そんな……」

　勇者が絶句する。女騎士はワタシへの警戒を怠らぬまま、更に続けた。

「だからこそ、トオル、目的意識を完全に切り替かえろ。今から私達が狙うは、ただ一つ『逃にげ』の一手、それのみだ」

「え……」

　二人のやりとりに、ワタシは思わず苦笑を漏らす。

「それは、ワタシが聞いても良かった話なのか？」

　ワタシの言葉に、女騎き士しが淡々と冷静に応じた。

「構わないさ。聞いても聞かなくても、お前と私の今後の行動は、一いつ切さい変わらない」

「ほぉ、なるほど。つまりは……」

　ワタシはぶるりと武む者しや震ぶるいした。ワタシの予想通りならば、彼女の言っていることは、つまり……。

　刹那、突とつ如じよ女騎士が我に勝まさるとも劣おとらない神速で飛び込んで来る。咄嗟にその剣を爪で受けると、彼女は珍めずらしく力で押して来ながら、背後の勇者へと叫んだ。




「私がコイツを抑おさえている間に、そこの馬ば鹿か男を担かついで逃げろっ、トオル！」




「ええっ!?　そんなこと……っ！」

　彼女の提案に、抵てい抗こうの意志を示す勇者。彼の性しよう分ぶんを考えれば当然の反応であろう。

　しかし女騎士は……私を力で押しながらもちらりと少年の方を見やると、ワタシさえ怯ひるむ程の恐おそろしい気き迫はくを放ちながら、今一度、告げた。

「二人とも足手まといだとっ、言っているんだっ！」

「っ！」

　その言葉に、少年は一瞬打ちひしがれた様な表情をしたものの。しかし次の瞬間には顔に決意を漲みなぎらせ、素す早ばやく魔法使いをその背に担いだ。そして……。

「師し匠しようっ！　絶対に無理だけはしないで……！」

　勇者はそれだけ告げると、大人一人を担いでいるとは思えない速度で、森の奥、使い魔が飛ばされた方へと駆けて行く。

　ワタシは殺害目標が遠ざかっていく光景に忸じく怩じたる思いを抱いだきながらも……しかし一方で、腹の底からどうしようもなく湧わき上がってくる感かん慨がいにもまた、抗あらがえずにいた。

　期せずして訪おとずれた絶好の機会に、ワタシは鍔つば迫ぜり合いを演じながらも思わず笑えみを零こぼしてしまう。

　女騎士が怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめる中……ワタシは、遂ついに「任務遂すい行こうのための障害排はい除じよ」という大義名分も得た上で。

　その、悲願とも言える一言を、喜々として、発したのであった。




「さあ……では真の一騎打ちを始めようではないかっ！　セシリア・シヴィルッ！」








第五章　エスケープ









「くそ……くそっ！」

　涙なみだが、溢あふれた傍から向かい風に散ってゆく。

　そんな飛ひ沫まつの一ひと滴しずくが肌はだにでも触ふれたのか、ぼくの腰こしに脚あしを巻き付けるようにしておぶさわれたファルディオが、呻うめくように口を開いた。

「トオ…………ル。……テメェは…………最善……尽つくして……」

「分かってる！　分かってるよ！　でも……でも！」

　もう、感情を上手うまく言葉にさえ出来ない。ゲインとの邂かい逅こう以降、全すべての状況が目まぐるしく劇的に変動しすぎていて、頭の中がずっとぐちゃぐちゃだ。

　いきなり、死にかけて。

　気付いたら、無力化していて。

　勇者だっていうのに、大事な仲間達の危機に、糞くその役にも立たなくなって。

　果てには師匠にハッキリと足手まとい宣言された挙句、今はその彼女を犠ぎ牲せいにして、情けなく逃とう亡ぼうしている。




　一体これの、何が、最善なのか。




「ちくしょう……ちくしょうっ……！」

　まるで幼よう稚ち園えん児じに戻もどったかのように、逃亡しながら駄だ々だを捏こねて泣きじゃくる。

　……いや、本当は分かっているんだ。最悪の敵に遭そう遇ぐうしながらも、ぼくらはそれぞれ、自分に出来ることを必死にこなした。それでも尚なおこの状況であるのは……本当に、相手が悪かったという、それだけのこと。ぼくらとしては、今だって、ベストを尽くしている。ファルディオが言ってくれているのは、そういうことだ。だけど……だけどっ！

「（何が勇者だ！　何が、大事なものを守るだ……！　こんな……こんな……！）」

　自らの願いと、全く嚙かみ合わない現実に、歯ぎしりする。なまじ「勇者の力」なんてものを得ていただけに、その後こう悔かいたるや、現実世界に居た頃ころの比ではなかった。

　決して、無力では無かった。

　決して、弱者でも無かった。

　なのに全く、何も出来なかった。

　全てはぼく自身の、油断や経験不足のせいで。

　そしてその結果傷ついたのは……大事な、かけがえのない仲間達。

「くそ…………くそ…………くそっ！」

「…………」

　悔くやしさに涙が止まらない。泣いている場合じゃないのは分かっている。師匠が作ってくれた逃亡の好機。だからこそ、脚は勇者の力をもってしても尚筋肉が悲鳴を上げるほどに動き、目はしっかりと高速で迫せまり来る木々の隙すき間まを窺っている。

　でも、勝手に流れ出る涙を制せい御ぎよするのだけは、勇者の力でも、無理だった。

　そのまましばらくの間黙もく々もくと先を急いでいると、突とつ然ぜん、ファルディオが酷ひどく苦しげに呻き声をあげる。

「ぐ……ぅ……！」

「ファルディオ!?」

　ぼくは慌あわててストップして様子を窺う。見れば、彼は額に酷い脂あぶら汗あせを滲にじませていた。

「どうしたの、ファルディオ!?　ねぇ!?」

「…………いや…………なんでも…………ぐ」

「無理しないで！　ちゃんと言って──」

　そこまで言ったところで、ハッと気付く。ファルディオが攻こう撃げきを受けたのは、脇わき腹ばらだ。凄すごく嫌いやな音がしたから、きっと骨が砕くだけている。内臓だってもしかしたら……。

　そんな状じよう況きようで……無理な体勢で背負われた上に高速で駆かけられて、体に負担がないはず、ないじゃないか！

「ぐ……気に……す……早く…………先……」

「黙だまってて！」

　ぼくは狼ろう狽ばいした。師匠のくれたこのチャンスに、出来るだけ遠くまで逃げなきゃいけないのは分かっている。だけれど、それでファルディオを重傷化させた挙句、もし死なせてしまったりしては、なんのための逃亡か。本ほん末まつ転てん倒とうもいいところだ。

　かといって、こんな森のまっただ中で休ませるも何もない。体勢を変えて運ぶにも、限度がある。

　どうしたものかと考えていると、ふと、森の少し先の空間が開けているのが見てとれた。とりあえず彼を休ませるにしても、そこまでは移動した方がいいだろうと、ぼくはファルディオを背負ったままで駆け、木立の隙間を抜ぬける。──と、

「ここは……」

　目の前に広がっていたのは、大きな池……いや、沼ぬまだった。緑色した粘ねん性せいのある水たまりが、浅く、広こう範はん囲いを覆おおっている。

「師匠が言ってた、例の毒の沼っていうやつかな……」

　歩いてほとりまで出る。……正直、怪け我が人を休ませるべき環かん境きようでは全くない。だけど、沼の毒のせいかそのほとりは邪じや魔まな草や木が全く生えておらず、むしろ不思議と地面が柔やわらかく砂地化していて、寝ねそべらすのには最適の場でもあった。

「（とりあえず、ここなら他ほかの魔ま物ものが襲おそってくることもなさそうだしな……）」

　そう判断したぼくは、とりあえずその砂自体に、触れただけで影えい響きようが出る様な毒性がないかを確かく認にんしてから、ファルディオをそっと横にした。環境への文句の一つも飛んでくるかと思ったけど、彼は横になると穏おだやかな表情を見せた。どうやら、この体勢が楽らしい。

「（とりあえず良かった。ファルディオが落ち着くまで、このまま少し休もう）」

　ゲインとの戦せん闘とうの際に殆ほとんどの荷物は置いてきてしまっていたものの、ファルディオだけは小さなバックパックを装備したままだったので、はずさせてその中身を漁あさる。幸いにして、一つ体力回復系の液体魔法薬を見つけたため、彼にそれを飲ませた。

　薬のおかげか、ファルディオの呼吸が徐じよ々じよに整い始める。寝ているわけではないようだけれど、意識は半分混こん濁だくしているようだ。

「（このまま、もう少し回復させてあげてから、改めて森の出口を目指すか……）」

　そう考えて、ぼくも一息つくべく腰を下ろし、ぼんやりと景色を眺ながめる。

　目の前には、周囲のものの命を奪うばうだけの、醜しゆう悪あく極まる害悪存在──毒の沼。

「（はは……休むには……最悪の……景色……だね……）」

　緊きん張ちようから一時的に解放されたせいか、酷い眠ねむ気けが襲って来ると同時に、頭の中をとりとめもない飛ひ躍やくした思考が漂ただよい始める。

「（師し匠しよう、無事かな……。ルウも……。それに兄さん……母さん、父さん……。ファルディオだって、まだ安心とは言い難がたいし……。……あ、れ？　ぼくは……ぼくは、大事な人達を……なのに……どうして……どうして皆みんな……いつもぼくのせいで……）」

　眠気のせいか、瞑つぶられた瞳ひとみの端はしに涙が滲む。ぼくは無意識に、呟つぶやいていた。

「……ごめんなさい…………ごめんなさい…………ごめんなさい…………」

　こうして謝罪しながらうとうとするのは、いつ以来だろう。少なくともこの世界に来てからは、まだ一度だって無かったはずだけど。ぼくをかばって両親が亡なくなったと聞かされたばかりの、あの頃は……。

「……。………………。…………」

　うつらうつらとしては、何度か歯を食いしばって起きて、しかし気付けばまた眠ねむりの淵ふちに誘いざなわれ……を繰くり返す。その間、胸の奥にはずっと悔かい恨こんや悲しみが渦うず巻まき、うわごとのように謝罪を繰り返す。

　どれぐらい、そうしていたのだろうか。時間の感覚もすっかり曖あい昧まいになった頃に──それは突然、訪おとずれた。




「ふむ、流石さすがにこの状況での不意打ちは気が咎とがめるぞ」




「!?」

　背後からかけられた、唐とう突とつで、そして信じがたい声。

　ぼくは跳はねる様に起き、即そく座ざにミョルニルロッドを構えつつ振ふり向く。目の端には未いまだ涙こそ残っていたものの、最も早はやそこに眠気など微み塵じんもない。

　そうして振り返った先──森からぼくらを追う様にして出て来たのは──




　──口元を真っ赤な血で染めた、魔ま人じんゲインの姿であった。




「あ……あ……」

　混乱と恐きよう怖ふがぼくの中で混ざり合い、意図しない声が喉のど奥から漏もれる。

　ゲインは二足歩行へと戻りながら、どこか懐なつかしそうに目を細めた。

「ほう、ここは……随ずい分ぶん変わってしまったが、間ま違ちがいなくあの池ではないか。そうか、今やすっかり沼化したか。最初からこの様な見た目と毒性を持っていれば、あの白はく狼ろう達も警けい戒かいし、死ぬことは無かったであろうにな……」

　なにを言っているのかが、さっぱり分からない。

　いや、理解しようという気持ちさえ無かった。

　だって……今のぼくが彼に訊ききたいことは、ただただ、一つしか、無かったから。

　ぼくはカラカラに渇かわく喉から、どうにか声を絞しぼり出だすと……。

　ゲインの口元にこびりつく鮮せん血けつを眺めながら……真っ青な顔で、訊たずねた。

「師匠は……師匠は、どう、したの？」

「？　師匠？　ああ、女騎き士し──セシリア・シヴィルのことか？　いやはや、彼女は実に勇ゆう敢かんで卓たく越えつした達人であった。その技わざの冴さえはワタシがこれまで出で逢あった全存在の中でも間違いなく最──」

「師匠は『どうしたのか』って、訊いているんだよ！」

　森全体に響ひびき渡わたるかの様な怒ど声せいを上げるも、体は自分でも滑こつ稽けいな程ほど、恐おそろしくガタガタと震ふるえていて。

　ぼくの声に反応して、ファルディオがようやく呻うめいて覚かく醒せいする中。

　ゲインは、酷く残念そうな顔をした。

「やれやれ。こんなことをキミに報告する義理は、本来無いのだがな。彼女は──」

「（……ああ、そうか、取り逃にがしたんだ）」

　ゲインの態度と声からそう察したぼくは、ようやく、ほっと胸を撫なで下ろし──




「彼女は──実に、美味であったぞ」




「────」

　──ぼくの中で何かが、激しく砕け散る音がした。







　魔神ゲイン




　どくん、と、まるで地面が脈打つ様な、異様な感覚が体を伝っていった。

「（地じ震しん……か？）」

　そう考えてあたりを見回すと、この生命の希き薄はくな森にしては珍めずらしく、遠くで鳥たちが一いつ斉せいに飛び立っていく様子が目に入った。やはり地震なのだろうか。まあいい。

　ワタシは再び意識を、目の前の少年──勇者に傾かたむける。

　以前の元気はどこへやら、現在彼は、不気味に俯うつむいたままであった。ワタシがセシリア・シヴィルの末路を伝えてからこの方、ずっとこの様な状態だ。まるで体中の筋肉が突とつ如じよ仕事を放ほう棄きしてしまったかのように、腕うでをだらんと下げ、ロッドの頭を地面に落とし、幽ゆう鬼きの様に立ち竦すくんでいる。

　そんな変わり果てた勇者の姿に……ワタシは、些いささかの落らく胆たんを隠かくせなかった。

「（ふぅむ。悪あく趣しゆ味みだとは思いつつも、彼の力を少しでも引き出せればと、仲間の惨さん状じようで煽あおってみたはいいが……完全に、裏目だったか）」

　無理からぬことではあった。そもそも、斯か様ような子供に「義ぎ憤ふん」などと言う感情を期待する方が間違いである。

　しかしワタシはそれが分かっていながらも、つい、試ためさずにはいられなかった。

　セシリア・シヴィルという好敵手を失った今。

　底の知れぬ幼き勇者の覚醒に、期待せずにはいられなかったのだ。

　しかし結果は惨さん憺たんたるもの。彼から、僅わずかな戦う力さえ、奪ってしまった。

「ぐ……トオル……！　トオル！」

「…………」

　勇者の足あし下もとで魔法使いが、呻きながらもどうにか這はいずって彼の近くまで寄っていく。

「おいっ、トオル！　腑ふ抜ぬけてんじゃねえぞ……テメェ！」

「（ほぉ）」

　これには、ワタシも素す直なおに感心した。というのも、失礼な話だが、彼はとても何か信念のある青年には見えなかったのだ。だというのに、彼は、自身もまた瀕ひん死しの重傷を負っているにも拘かかわらず、恐怖に怯おびえるでも、逃げるでも、諦あきらめるでもなく……。

　未だ生存への希望を抱いだき、勇者を今一度奮い立たせんと行動している。

「（なんと素晴らしい胆たん力りよくか。いかな豪ごう傑けつと呼ばれる人物であろうと、死の間ま際ぎわには酷ひどい醜しゆう態たいを曝さらす者が多いというのに。このか弱き青年は……）」

　ワタシの密ひそかな感動など知った様子も無く、魔法使いは更さらに這いずり、勇者の少年を下から見上げる。──と、しかし、その次の瞬しゆん間かん……。

「な────」

　青年は、なぜか絶句した様子で、その場にへたり込んだ。

「？」

　彼がその様な反応をする理由が一いつ切さい想像出来ず、ワタシは思わず首を傾かしげる。

「（なんだ？　勇者が幼児の如ごとく泣いてでもいたか？　いや、それだけではあの反応にはならぬであろう。だとすれば、一体どういう……）」

　いくら考えてみても、まるで解せない。あの、素晴らしい意志の力を持つ青年が、しかし仲間の顔を見てあの様な……まるで化物でも見たかの様な反応をするなど。

　…………ふむ。

　ワタシは少し興味を引かれ、素早く勇者までの間を詰つめると、その首筋に自らの鋭するどい爪つめをかざした。

「っ！」

　足下で魔法使いが動どう揺ようし、反射的に這って後ずさる。しかし……奇き妙みようなことに、今まさに命の危機に瀕ひんしている当人であるはずの勇者自身には、なんの反応も無かった。

「（なんだ？　ワタシの接近にも気付かない程、呆ほうけているのか？）」

　ワタシは更に落胆し、最早乱暴な手段も厭いとわないとばかりに、少年の柔らかな首筋に爪を軽く突つき立てる。流れ落ちる、一筋の血液。

　魔法使いの青年が息を吞む中……遂ついに、自らの惨状に気付いたらしき少年は、ワタシへと向けて顔を上げ──

「!?」




　──それは、笑え顔がおで、あった。あまりに、屈くつ託たく無き、笑顔。




「────」

　ぞぞぞぞぞぞと背筋を激しい悪お寒かんが這いずっていく。気付けばワタシは、決して彼に何をされたというわけでもないのに、必死で背後に跳ちよう躍やくして距きよ離りを取り、四つ足で踏ふん張る野生剝むき出しの臨戦態勢へと移行し、威い嚇かくする様に唸うなってしまっていた。

「（なんだ、なんだ、なんだ、なんだ、なんだ、なんだ、なんだ──アレは！）」

　頭の中を混乱がかき乱す。

　それは、まるで未知の生物や概がい念ねんにぶち当たったかのような衝しよう撃げきであった。

　少年を見やる。

　彼は──相変わらず、心底楽しそうに……ワタシを見つめて、ケタケタと笑っていた。

　全身に、総毛立つ様な冷たさを覚える。

「（あまりの状じよう況きように、気でもふれたか？　いや……そうではない。事実、ワタシの本能は……ワタシの中に息づく生命達は、満まん場じよう一いつ致ちでアレを《脅きよう威い》と見なしている！）」

　そのあまりの得体の知れなさに、最早、強者を前にした悦よろこびなどは微塵も無かった。

　そこにあるのはただただ……。

「（……恐怖？　このワタシが……恐怖していると、いうのか？　高こう揚ようではなく？）」

　それは、ワタシの生涯において、恐らくは二度目の感覚であった。一度目は、ヨルと出逢ったときのそれ。そしてもう一度が……。

「（馬ば鹿かな。彼が……この瀕死の少年勇者が、ヨルと同等かそれ以上の脅威だと言うのか？……少々臆おく病びよう風かぜが過ぎるぞ、我の中の本能達よ）」

　ワタシは意志の力で自らの震えを抑おさえつけ、敵を睨にらみ付ける。

　相変わらず、不気味に笑う勇者──トオル・ミカミ。

「……参る！」

　ワタシは迷いを振り払はらう様に叫さけぶと、セシリア・シヴィルでさえ反応出来なかった神速の跳躍力を用い、一足で彼の目前まで迫せまり、そして今度こそ爪で首を刎はね──

「がっ!?」

　──気付いた時には、ワタシの頭部は地面へと激しくめり込んで居た。

「（!?!?!?!?!?）」

　全く理解出来ぬ状況に、強化されているはずの痛みもまるで感じない。そこにあるのは、ただただ、混乱と恐怖のみ。
















　しかしそれでもなんとか状況を把は握あくせんと思考を無理矢理立て直す。

　どうやら、ワタシは頭を尋じん常じようじゃない力で摑つかまれ、地に叩たたきつけられているらしい。

　地面が砂地であったことが幸いし、ダメージはそれほどでもない。が、それでも依い然ぜんとしてワタシの頭を押さえつける力は尋常ではなく、砂の奥、硬かたい層に達しても尚なおその勢いはおさまらなかった。

「（まずい──！）」

　このままでは頭ず蓋がいを完全に砕くだかれる──そう判断したワタシは、身をぐるりと捻ねじり、殆ほとんどガムシャラに爪を振ふるった。次の瞬間、頭を押さえつける力が僅かに緩ゆるむ。ワタシはその好機を見み逃のがすことなく、全力で頭を抜くと、その場から飛び退のいた。

　着地し、改めて敵と対たい峙じしつつ、状況確かく認にんを試みる。

　目の前には、相変わらずケタケタと笑いながらも、腕から血を流す勇者と……そして、その前の地面にぽっかりと開いた、隕いん石せきでも落下したかのような大穴。

　状況は一いち目もく瞭りよう然ぜんであったが、しかし、俄にわかには信じがたかった。

「（──返り討うちに遭ったというのか!?　このワタシが？　馬鹿な！　元は二足歩行時のワタシの剣けんさえかわせなかった少年だぞ？　それが……あの時の二倍以上の速度で迫り来るワタシを見切り、しかもカウンターで返す等……道理にかなわぬ話！）」

　しかし、いくら理り屈くつを外れていようが、起こった事実は事実。認めるしかない。

　口の中を、濃こい鉄の味が満たす。どうやら舌を嚙かんだらしい。ワタシは口の中に溜たまった血と砂を吐はき捨てた。刹せつ那な、それを見ていた少年が……ニタァと、無む邪じや気きな笑みを浮うかべる。

「…………っ」

「おい、トオル……お前一体、どうしちまって……」

　狂きよう気きを孕はらんだ少年の様子に、魔法使いが怯えながら声をかける。しかし少年は彼のことなど丸で意に介かいさない様子で、ただただ、ワタシだけを爛らん々らんとした目で見み据すえていた。

　ことここに至り、ようやく、彼の心の一いつ端たんが理解出来る。

「（そうか、これは狂きよう乱らんなどとはむしろ真逆！　此奴こやつは今やただただ純じゆん粋すいに──）」

　思考の最中、突如少年が、あろうことか左手で自らの武器──ミョルニルロッドとやらを激しく叩く！　直後、当然激しく感電する少年！

「な──にを……」

　その、まるで意味不明な自傷行こう為いに動揺を禁じ得ないでいると、少年は激しく感電しながらも……未いまだ放電中のミョルニルロッドを投とう擲てきしてきた。あまりに予想外の攻こう撃げきを、しかしワタシはギリギリで回かい避ひするも、しかし次の瞬間には──

「なに!?」

　気付けば少年は、ワタシの眼前へ迫っていた。そのあまりに奇き抜ばつな動きに動揺したワタシは、反射的に爪を振って応戦するも──少年はそれを掌てのひらでがっしりと受け止め、自身の身に未だ残る電撃をこちらにまで感電させた後、そのまま強引に、その驚きよう異い的な膂りよ力りよくに任せてワタシを背負い投げる。




　……ワタシの爪が完全にその手を貫かん通つうしているのにも、一切構わず、だ。




「が──は！」

　背中を強したたかに地面へぶつけ、吐と血けつしながらも、ワタシは確信する。

「（此奴は最も早はや、戦せん闘とう兵器そのもの！　目の前の障害を、敵を排はい除じよするためならば、自らと敵のダメージ比さえも軽々と度外視する、勇者という名の暴力存在！）」

　正体を看破しながらも、しかし、ワタシは尚も恐きよう怖ふを禁じ得なかった。

　爪を彼の手から引き抜く。と同時に、仰あお向むけになっていたワタシの体に向かって少年の左拳こぶしが振り下ろされつつあるのを察知し、転がるようにして避よける。次の刹那──

〈ズ──ンゥゥゥゥゥゥゥ！〉

　ワタシの元居た場所が、冗じよう談だんの様に陥かん没ぼつする。表面の砂地は完全に吹ふき飛び、その下の硬い地層にまでも深いひび割れが刻まれていた。

　構え直して臨戦態勢を取り、防戦一方では駄だ目めだと理解しながらも、その圧あつ倒とう的てきな死の気配を纏まとう敵の威い圧あつ感かんに二の足を踏む。

　ワタシは彼と睨み合いながらも、必死で自分の中の理性をかき集め、分ぶん析せきした。

「（尋常な者に出来る芸当ではない。それは、子供が故ゆえの純粋性がなせる業わざなのか──それとも、トオル・ミカミの奥底に潜ひそむ根深い闇やみがそれを可能としているのか。どちらにせよ、現在の彼の驚異的な戦闘力がその《心構え》に由来したものであることは明白！　ならば──）」

　思考の最中、更に追撃せんと勇者が迫り来る。ワタシはその動きを冷静に見定め、そして──。

「ぬぅ──！」

　間かん一いつ髪ぱつの所で、ワタシの目を潰つぶさんとする悪意に満ちた引っ搔かき攻撃を回避した。ワタシはその検証結果に満足し、思考を再開させる。

「（やはり、想定通り！　彼の能力強化は、あくまで、その《心構え》の範はん疇ちゆう！　純粋な戦闘兵器へと力を特化させたことで、現在一時的にワタシを圧倒してはいるが──しかし、それは以前よりも肉体が強化されているわけではない！　だとすれば──）」

　そこまで考えて、見み出いだされる活路に口の端はしを歪ゆがめる。

「（そもそものダメージは、やはりまるで回復していないということ！　つまり……少年は依然として、瀕ひん死し状態！　こちらの攻撃が次に一撃でも急所に入れば、即そく消しよう滅めつは免まぬかれられぬと見て間ま違ちがいない！）」

　結論すると同時に再び少年が攻せめ入って来る。今度は砂を巻き上げつつの蹴けりと、喉のどを狙ねらった突きだ。相変わらずにえげつない。

　ワタシは防戦のために爪を振るうも、少年はそれを全く意に介した様子も無く、傷つきながらも執しつ拗ように攻めを繰くり返してくる。この、いっそ捨て身とさえ呼ぶのもおこがましい……殆ど自殺まがいの攻撃は、しかしあまりに変則的で、完全に回避し続けるのが困難。

　結果、我らは互たがいの命を直じかに削けずり合う、壮そう絶ぜつな死し闘とうを演じるハメになった。

　ワタシ達の戦闘風景を見ていた魔ま法ほう使つかいが、泣きそうな声で少年に呼びかける。

「やめろトオル！　やめ……やめろって！　おい！　なにしてんだよ！」

「…………」

　しかし少年はそれに全く答えず、緩やかな自殺の様な攻撃を繰り返す。

　ワタシは次々と深刻な傷を負わされながらも、しかし、代だい償しようとしてこちらも彼の命を着々と削り続けた。

　──あとはもう、ただただ、どちらが先に死ぬかの、問題だ。

「（極ごく僅わずか……極僅かの隙すきこそが、この勝負を決する！　そして……）」

　ワタシは、ニィと口の端を歪める。

「（そしてワタシは、彼から極僅かの隙を誘発する手段を、既すでに手にしている！）」

　それは、ワタシにとっての切り札。重要な局面が訪おとずれるこの瞬しゆん間かんまで、伏ふせ続けた札。

　トオル・ミカミの動きを確実に鈍にぶらせられる、魔法の言葉。

　それを……今こそ、ワタシは、使おうではないか。

「トオル！　やめろ！　退け！　それ以上は、やりあう必要がねぇ！　充じゆう分ぶんだ！」

　魔法使いの極きわめて聡そう明めいな助言が飛ぶ。まさにその通り。今や勇者に、ワタシを命がけで殺すメリットなど何もない。なぜならワタシは既に満まん身しん創そう痍い。彼がその全能力を、女騎き士しから言いつけられていた通り、「逃にげ」の一手に費ついやせば、充分に逃とう亡ぼうを許してしまう状況。

　しかし、戦闘兵器と変へん貌ぼうした彼の心に、その様な言葉は届くはずもない。

　もし、届く言葉があるとすれば。

　それは、そう……。

　彼をそうまでした、そもそもの大前提を覆す、この言葉しか、ないのである。

　ワタシは、勇者と死闘を演じながら……いざ、ここぞというタイミングで、その言葉を、声こわ高だかに宣言してやった。




「セシリア・シヴィルは生きているぞ！」




「!?」

　刹那、戦闘兵器と化していた彼の瞳ひとみに、感情の色が戻もどる。……ここだ！

「っ！　避けろトオル！」

　いち早くワタシの狙いに気付いた魔法使いが、突とつ如じよ声を張り上げる！

「（なんという迅じん速そくな判断能力！　しかし……もう遅おそい！）」

　ワタシは、すっかり攻撃の手を緩めてしまったトオル・ミカミへと爪つめを振りかぶる。

　最早このタイミングからの救きゆう援えんは不可。彼らに強力な遠えん距きよ離り攻撃の類たぐいでもあれば話は別であったのかもしれぬが……そんなものがないのは既に確認済み。魔法使いの痛覚強化も無意味ならば、例の使い魔が居たとて《鮮烈なる太陽の恵みビビツド・サン》程度の攻撃で止められる状じよう況きようでもない。

　勝利を確信すると同時に、ワタシの鋭えい利りな爪は、勇者の首筋へと振り下ろ──




　──されることなく、その手首ごと、ごとりと、地面へと落下した。




『──？』

　右手首の切断面から吹き出す血に、ワタシも勇者も一瞬呆ほうける。しかし次の瞬間、勇者はハッとした様子でその場から飛び退き……同時に、ワタシは猛もう烈れつな雄お叫たけびを上げて自らの手首を押さえる。

「（何が起こった!?　何をされた!?　何がこの手を切り裂さいた!?）」

　勇者の変貌を見た時と同等かそれ以上の混乱がワタシの中を満たす。

　こんな攻撃を受ける要素は、皆かい無むであったはずだ。勇者の反応を見るだに、彼が何かをなした様子もない。周囲を確認するも、傍そばに第三者の影かげはない。しかし──ワタシはその視界の端はしに、信じがたいものを目撃した。

　魔法使いの更さらに後方──木に寄りかかる様にして、騎士が……女騎士が、こちらを、見据えている。

　気付いた時には、ワタシは、らしくもなく怒ど号ごうを上げていた。

「セシリアァァァァッァァァ、シヴィィィィィル！」

　ワタシの声を受け、ハッとした様子で彼女を振ふり返る勇者達。

　彼らの視線を受け……力なく笑った女騎士は、どこか冗談めかす様に、告げたのだった。




「以前、夕食時に言わなかったか？　剣けん圧あつを飛ばす程度、私には造作もないことだと」







　ミカミ・トオル




　振り返った先に、師し匠しようの姿を見た途と端たん……ぼくに「ぼく」が、戻って来た。

　と同時に、ぼくはあらん限りの勇者の力を用いて……全力で、師匠の胸に飛び込んでいく。

「し、ししょぉおおおおおおおおお！」

「こ、こらトオル！　お前、なんて勢いで飛び込んで──」

「じーじょぉおおおおおおおおおおおおおおお！　よがっだー！　よがっだー！」

「トオル……その、ありが──ってこら、涙なみだと鼻水の大洪こう水ずいを私で拭ふくな！　こら！」

「せーしーりーあー！」

「メルクリウス！　貴様もどさくさに紛まぎれて抱だきつこうとするな！」

「ぐはっ!?　お、おい、てめ、今、重傷の脇わき腹ばら攻こう撃げきしやがったな!?　鬼おに！　悪あく魔ま！」

「五月蠅うるさい！　見れば既にかなり回復しているではないか──と、う、ぐ……」

「師匠!?」「セシリア!?」

　刹せつ那な、それまで慌あわただしい賑にぎやかな再会風景が一転。師匠が突とつ如じよ呻うめいて膝ひざをついたことで、一気に場へ緊きん張ちようが蘇よみがえる。

　師匠は木に手をつき、息を切らしながらも、「大だい丈じよう夫ぶだ」と虚きよ勢せいを張った。

　そうして、改めてよく見てみれば……師匠の二の腕うでは、包帯でぐるぐる巻きになり、更には奥から大量の血が滲にじんできていた。

　ファルディオが顔を真っ青にして指し摘てきする。

「セシリア、お前、それ……！」

「ああ……いや、なに……」

　師匠は額に脂あぶら汗あせを搔きながら、なんでもないことの様に告げる。

「少々、ヤツに、二の腕を食いちぎられてな……」

『っ！』

　ごくりと息を吞むぼくら。しかし師匠は、力なく笑って続けた。

「すまない、おかげで無様にも、痛みで一瞬昏こん倒とうしてしまった。気付けば……ヤツにトオル達の追つい跡せきを許し、このザマだ」

「で、でも、師匠はぼくを助けてくれたじゃん！　ホント、ありがとう！」

「ああ、そう言って貰もらえると助かるが……しかし、すまない。こうも大量に失血した現在の私ではとても戦力にならないどころか、先さき程ほどの様な攻撃……《斬ざん撃げき波は》も、最も早はや撃うてないだろう」

「ううん！　そんな体でここまでしてくれただけで、もう充分すぎるよ！　師匠はもう、絶対戦わないで、休んで！　ね！」

　言いながら、丁度近くに落ちていたミョルニルロッドを回収しつつ、ゲインの方を振り返る。師匠との再会を喜びながらも、しっかりと気配だけは追っていたけれど……彼は、その場から一歩たりとも動いて居なかった。

　毒の沼ぬまを背に、師匠に切断された手首を、防具に付属していたらしい布きれでしっかりと縛しばっている。

　彼と睨にらみ合いを続けていると、ぼくに並ぶ様にして、ファルディオと師匠がよろよろと立ち上がる。

　再び対たい峙じする、ゲインと、ぼくら。

　互いに、満身創痍。

　……師匠が、ぼそりと小さな声で、提案してくる。

「トオル。先程までのキミに関して、言いたいことは山程あるのだが……とにかく今一度、提案させて貰う。ここは『逃げ』の一手だ、トオル」

　師匠の言葉に、ファルディオもまた同意する。

「セシリアの言う通りだトオル。アイツと最後までやり合うリスクはデカすぎる。が、逃げるだけなら……良くも悪くもトオルのおかげでヤツがここまで傷ついた今なら、そう難しいことじゃねえ。まあ、こっちも満身創痍だが……それに関しては俺に一つ、ちょっとしたアイデアがある。とにかく、まずは『逃げ』だ。……構わねぇよな、トオル？」

　師匠とファルディオの、真剣な忠告に。

　ぼくは……こくりと、頷うなずいた。

「うん……今はぼくも、分かってるよ。ごめんね。さっきまでは、どうかしてた。これからは、誓ちかって『逃げ』の一手に──」

「！　トオル！」

　突とつ然ぜん、師匠が大声を上げてゲインの方を見やる。気付けば、彼の背後の沼から──最悪のタイミングで、気色の悪い、サンショウウオの様な魔ま物ものが陸に上がってきていた。

　ゲインの顔に笑えみが浮うかぶ。

「まずい！　今ヤツに《捕ほ食しよく》で回復されては、本当に『詰つみ』だ！　トオル！」

「大丈夫、分かって──!?」

　まともに動けない師匠に代わって《捕食》を阻そ止しせんとするも──突然、全身から力ががくりと抜ぬけ、目眩めまいが襲おそってくる。……く!?　こんな時に、さっきの戦せん闘とうの影えい響きようが一気に来るなんて……！

　少し安めば充分回復出来そうな程度の疲ひ労ろうではあるものの、しかし、今はその数秒が致ち命めい的てき。

　ゲインは僥ぎよう倖こうとばかりにサンショウウオを鷲わし摑づかみすると、そのまま尻尾しつぽから、あんぐりと巨きよ大だいな口を開き……。

「く……くそぉおおおおおおおおおおおおおお！」

　ぼくが悔くやしさで叫さけぶ中、堂々と、その魔物を──




　──その口から[image: 迸]ほとばしった、巨大な地じ獄ごくの炎ほのおで、焼き尽つくした。




『!?』

　ただ一人の魔法使いをのぞき、その場に居た全員が、驚きよう愕がくに目を見開く。

　ゲインは、その現象自体が、まるで理解出来ずに。

　ぼくと師匠は──その呪じゆ文もん……ヘルファイアの威い力りよくの、尋じん常じようならざる成長率に。

　事実、サンショウウオはこんがりどころか、消し炭となってボロボロと崩くずれていった。これでは《捕食》も何もあったもんじゃない。

　この事態を仕し掛かけた張本人……自じ称しよう大魔導師ファルディオ・メルクリウスが、痛む脇腹を押さえながらも、意い気き揚よう々ようと声を上げる。

「は、はーはっはっは！　どうだ見たか！　一矢報むくいてやったぜこんちくしょうが！」

「なん……だ。これは……一体……」

　状況のあまりの不可解さに、ゲインの思考が一いつ瞬しゆん完全に止まる。

　ぼくらはこれを最大の好機と見ると、数秒だけぼくの回復を待ち、それから逃にげ出すための算段をつけ始めた。先程何か妙みよう案あんがあると言っていたファルディオが、手短にそれを説明する。

「今、まともな速度で走れるのは、トオルのみだ。だから……トオルには、俺とセシリアの二人を担かついで貰う」

　その提案に動どう揺ようしたのは、他ほかならぬぼくだ。すぐさま「無理だよ！」と反論する。

「重さ的には、勇者の力で、担ぐことも走ることも出来るだろうけど……このぼくの体で、大人二人背負って動くだなんて、とてもじゃないけどバランスが──」

　そう言いかけたぼくの口を、ファルディオが気き障ざに「ちっちっち」と人指し指を立てて制止する。そのまま、ファルディオの更なる提案を受け、その作戦に納なつ得とくしたぼくらは──ゲインが止まっている隙すきに、即そく座ざにそれを実行した。

　まず、ぼくの上に師匠が負ぶさる。そして師匠の更に上に、ファルディオが……。

「……!?」

　意識を取り戻もどしたらしいゲインが、ギョッとした表情でぼくらを見やる。彼はそのまま、完全に素の反応を返してきた。

「貴様等……しょ、正気なのか？」

『…………』

　ぼくらは、何も答えない。だって……自分達の姿があまりに間抜けなことは、自分達が既すでに理解していたから。




　──三段重ねの肩かた車ぐるまタワー形態なんて状じよう況きようの自分達が、最早、勇者のパーティじゃなくてただの雑ざつ伎ぎ団じみていることぐらい、自分達が一番理解しているんだい！




　呆ほうけるゲインに構わず、ぼくは、試ためしに左右に動いてみる。……と。

「ほ」「や」「は」

「!?」

　激しく動いたにも拘かかわらず、全員が、倒たおれずに見事にバランスをとれていた。ゲインが全く理解出来ない光景に、目を白黒させる。まさか、勇者のパーティ全員に、サーカスの才能があるだなんて彼も思うまい。

　……まあ、実際のところは。

　全員が、ファルディオのハイクオリアで、平へい衡こう感かん覚かくを強化して貰っている、だけなのだけれど。

　なんにせよ、ゲインの混乱は、今まさにここに極きわまれりだ。

　ぼくらは互たがいに頷きあうと、いざ、逃とう亡ぼうせんと敵に背を向け、駆かけ出さんと──した。その直後。

「っ！」

　ぼくは背後から尋常ならざる気配を感じ、咄とつ嗟さに右へ大きく跳とぶ。刹那、ぼくらが避よけた場所を目に見えない何かが通過し、そして──

〈ズ──ズズズズ、ズ……〉

　目の前にあった木を……斜ななめに、両断した。……あのままでは、最上段に居たファルディオの胴どうが真っ二つだった。

　冷ひや汗あせを搔かいて振ふり返る。ゲインは……想像通り、重傷でまともに動けないらしく、その場に居たが。

　しかし、彼は失われていない方の鋭するどい爪つめをこちらに向け……にやりと、笑っていた。

「たとえ一部でも《捕食》した対象の技わざを、ワタシも習得出来ることは……既に説明したのだったかな？」

　その、あまりに絶望的な、新情報に。

　ぼくらは三段重ねを保持したまま、彼に警けい戒かいだけは向け、立ち止まった。

　……正直、最悪の状況だった。

　重傷を負った彼と、曲がりなりにも勇者の力を未いまだに発揮できるぼくでは、たとえ荷物を背負っていたとはいえ、スピードだけではぼくが勝まさる。

　だけどそれは、彼に背を向けて逃げられることを前提とした場合だ。だけど現在恐おそろしい威力の飛び道具を手にした相手に対し、「視線を逸そらす」などは愚ぐの骨こつ頂ちよう。さっき後ろ向きでもかわせたのは、殆ほとんど奇き跡せき。こうして動きを観察していたところで、二人背負ったままアレを回かい避ひ出来るかは五分五分といったところ。
















　つまり……。

「ふむ、どうやら形勢は再びワタシに傾かたむいたようだな？」

　爪を構えつつ、ゲインが呟つぶやく。その通りだった。一瞬の隙でもあれば、射程外まで逃げ切る自信はあるものの……しかしそれがない現状では、こちらが被ひ弾だんするまで、数撃てばいいだけの話。

　ぼくらの心が半ば絶望に傾きかける最中、ゲインは爪を振りかぶり、そして再び、師し匠しよう譲ゆずりの《斬撃波》を放とう──とした、その刹せつ那な。

「ぬっ！」

　ぼくの耳をかすめる様にして背後から飛んできた何かがゲインの目に向かっていく！　彼は少し動揺しながらも、振りかぶっていた左手でそれ弾はじき、《斬撃波》が一時中断された。

　ぼくらが呆あつ気けにとられる中、森の中からふよふよと、弾たまを追う様にして彼が──ぼくの使い魔が、姿を現した！

「無事ですかなっ、ご主人！」

『ルウ！』

　ゲインに警戒を向けたまま、再会を喜ぶぼくら。ルウはふよふよとぼくらの横を漂ただようと……折り重なるぼくらをジトーっと見て、開口一番、失礼なことを言ってきた。

「……ヤケクソですかな？」

『違ちがう！』

　とはいえ詳くわしく説明する時間もないので、とりあえずファルディオが「平衡感覚強化！　そしてトオルだけが元気！」とキーワードだけを告げる。ルウは一瞬首を傾かしげたものの、しかしすぐに意図を察すると、「了りよう解かいですぞ！」と元気に応じた。……ルザルやモブラビット戦でも思ったけど、なにげにルウって、案外頭いい？

　そうしてルウがぼくらの横で改めてゲインに対峙すると、彼は、何か非常に愉ゆ快かいそうに笑い始めた。

「まったく、お前達と来たら素す晴ばらしいにも程ほどがある。一体どこまでワタシを楽しませてくれるのだ。特に、そこな使い魔よ。この入り組んだ森にて、お主の合流は最早絶望的と考えていたのだがな？」

　ゲインの言葉に、ルウはニヤッと笑って応じる。

「おや、説明しておりませんでしたかな？　パワーアップしたルウの《鮮烈なる太陽の恵みビビツド・サン》は……一度ロックオンした敵の目を、自動で追つい尾びするのですぞ！」

　その回答に、一瞬目を丸くし、しかし次の瞬間、快活に笑い始めるゲイン。

「はっはっは！　成程な！　これは一本取られた！　つまり、ワタシに放った弾を追うことで、ここまで辿たどり着いたということか！　くくっ！　まさかお前達を追つい跡せきしていたワタシ自身こそが、逆に〈しるべ〉とされる日が来ようとはな！」

　ゲインは、実に楽しそうだ。だけど……ルウも、そしてぼくらも、誰だれ一人ひとりとして、油断はしていなかった。

　だって……やっぱり結局、状況は何も変わっていない。ルウの《鮮烈なる太陽の恵みビビツド・サン》では……さっきみたいな不意打ちでもなければ、《斬ざん撃げき波は》をキャンセルしたり、彼に隙を作るには力不足だ。

　それは、ゲインもまた承知しているのだろう。「さて」と笑いを収めると、再び、爪を構えた。

「流石さすがにそろそろ、ネタ切れであろう？」

『っ！』

　その言葉と共に、問答無用で《斬撃波》を放つゲイン。ぼくらはそれを間かん一いつ髪ぱつで回避するも、ぼくの肩口が浅く切り裂さかれる。

「く……」

「ほお、よく避けたな。だが……いつまで持つであろうな？」

　再び爪を構えるゲイン。師匠曰いわく「気を込める」らしい技の性質上、連射は出来ないようだし、彼のやり口を見るに、走りながら撃うつような芸当も出来ないようだけど……とはいえ、再装そう塡てんにそう時間がかかる技でもない。

　どちらにせよ、このままでは、確実に、やられる。

　ぼくらが緊きん張ちように息を吞んでいると、ふよふよと傍そばに寄ってきたルウが、最上段のファルディオに寄り添そい、ぼそぼそと喋しやべり出した。

「ファルディオ。あのアイテムは、今持ってますかな？」

「？　あのアイテム？……ん、ああ、あれか。ポケットに入ってるぜ」

「そうですか！　ならば、ルウが今から《鮮烈なる太陽の恵みビビツド・サン》を撃ちますので……」

　そのまま、なにやらごにょごにょとやりとりをかわす二人。そうこうしている間にも、ゲインの気の再装塡が終わり、再び《斬撃波》が放たれる──その直前、ルウは口にどんぐりの様な木の実を三粒つぶ程含ふくみ、それを敵の目に向かって発射した！

「《鮮烈なる太陽の恵みビビツド・サン》！」

「時間稼かせぎにもならぬわ！」

　迫せまり来る弾を軽く打ち払はらうべく、ゲインが気を持続したままで腕うでを構える。

　しかし刹那……ファルディオが、二の矢を放った！

「こいつも喰くらいやがれ！」

　言いながら、何かをゲインに向かって放ほうるファルディオ。これには流石のゲインも一いつ瞬しゆん動どう揺ようし、ルウの放った弾を腕で弾はじきながらも体に緊張を漲みなぎらせたが……しかし。

「……ぬ？」

『あ』

　ファルディオの放ったそれは、ゲイン──の頭上を大きく越こえて放物線を描えがいた挙句……最終的には、ぽちゃんと、毒の沼ぬまに着水した。

『…………』

　場を、圧あつ倒とう的てきな静せい寂じやくが包む。今やゲインさえも同情的な視線でこちらを見る中……ファルディオはしかし、全くめげた様子もなく、ゲインの後ろを指差した！

「ふ、ふははははは！　い、今のはあくまでただの時間稼ぎよ！　事実、後ろを見やがれ魔人！　今の尺のおかげで……遂ついに、教会に要よう請せいしていた援えん軍ぐんが到とう着ちやくしたぜ！」

「…………」

　最も早はや、憐れん憫びんの瞳ひとみでファルディオを見つめるゲイン。ぼくらはと言えば……ダラダラと汗を搔きつつも、しかし、全員で──ファルディオに、ノッた。

「わ、ホントだ！　援軍がきたぞー！　おーい！」

「や、やりましたなーご主人！　た、助かりましたぞー！」

「コココ、コッチダゾー、ユウモウナル、キシタチヨー」

　酷ひどく白々しいぼくらに加え、トドメに師匠の絶望的な演技力を見て、ゲインがいよいよ大きく失望したように嘆たん息そくする。

「お前達……悪あがきをするにしても、もう少し、やり様というものがあるだろう。もういい。──死ね」

　──と、彼がそう呆あきれ、爪を振りかぶったその刹那。

　ゲインの背後──沼の方から、唐とう突とつに、明らかにぼくら以外の──人の声が、響ひびき渡わたる！




《…………ふっ、やめときな、ボウズ…………》




「!?」

　心底驚きよう愕がくした様子で、バッと背後を振り返るゲイン。

　瞬間──ぼくは彼に背を向け、勇者の持てる限りの力を用いて、駆かけだした！

「!?──く、しまっ──」

　ゲインが慌あわてて《斬撃波》を放つも、もう遅おそい！　ギリギリでその射程外まで飛び出したぼくは、そのまま、猛もう烈れつな勢いで森の中を駆けだした！　背後からゲインが追ってくる気配があるものの……明らかに、こちらの速度の方が数段早い！

　最上段でファルディオの肩かたに摑つかまっているルウが、可笑おかしそうに笑った。

「作戦通りですな、ファルディオ！」

「おうよ！　やるじゃねぇか毛玉！　まさか《毒物チェッカー》の渋しぶい警告音が、こんなとこで役立つたぁなぁ！　けっけっけ！」

　ファルディオが笑いながら種を明かす。そう、彼の大暴投に見えたアレは、完全に狙ねらい通りだった。彼の手から放たれた《毒物チェッカー》は、毒の沼に着水し、そしてそれの毒性を判定。例の渋い警告音をあげたのだ。

　ぼくはそれらの作戦がちゃんと聞こえていたわけではなかったのだけれど……ファルディオが何かを沼に放った時点で気付き、そして……そのタイミングを窺うかがった。

　果たして、結果はこの通り。ゲインに一瞬の隙すきを作ることに成功したぼくらは、見事逃とう亡ぼうに成功したというわけだ。

　全員の顔に安あん堵どが滲にじむ中……しかし、突とつ然ぜん、背後から森を丸ごと震ふるわす様な音声が響き渡る。




「ふはっ、ふははははははははははははははははははははははははははは！」




『!?』

　ぎくりとしながらも、しかし足を止めずに逃亡を続ける。それは……明らかに、大音量のゲインの笑い声だった。こんな位置まで届くだなんて、どんな喉のどしているのやら。

　ひとしきり彼の笑い声が続いた後、彼は、そのままぼくらに語りかけるように喚わめく。

「面おも白しろい！　実に面白いぞ、お前達！　今回は完全にワタシの敗北だ！　ここは潔いさぎよく引くとしよう！」

　その言葉に、ホッと胸を撫なで下ろすぼくら。しかしゲインは、まだ何か続けていた。

「褒ほう美びに、勇者よ！　お前に、一つ──助言──くれて──う！」

　遠ざかるにつれ、徐じよ々じよに小さくなっていく声。彼がまだ何か叫さけんでいるのは分かるものの……最早殆どが、風の音に搔かき消され始めている。

　しかしゲインはそんなことお構いなしといった様子で……まだ、続けていた。

「身──よう──す──な──────カ──────！」

「……え、なに、なんだって？」

　ファルディオが全く聞き取れなかったらしく、首を傾げる。ルウもまた、それに同調した。

「全然聞き取れませんでしたな。セシリア殿どのはどうで……と、おっと」

　ふと気付けば、どうやら師匠は眠ねむっているらしかった。無理もない。下手すると、失血という意味で現在一番やばいのが、師匠だ。一刻も早く、人里に向かわないと。

　いっそう足に力が入る中、ルウが、ぼくに確かく認にんしてくる。

「ご主人は、聞こえたのですかな？　魔ま人じんゲインの、助言とやらは」

「…………。……ううん、全然。そんなことより、とにかく急ごう！」

「あ、それもそうですな！」

　ルウの同意を受け、ぼくは、改めて先を急ぐ。

　…………。

　本当は。

　勇者の力の賜たま物ものか、ぼくだけには言葉が最後まで聞きとれていたのだけれど……。

　なぜだろう。

　その内容を今ここで皆みんなに明かすのは……酷く躊躇ためらわれて、仕方無かったんだ。








最終章　リザルト









「つまり、今回は引き分けってことかい？」

　ワタシが勇者達との戦せん闘とうにおける一部始終を報告すると、ヨルはどこからか取り出した林りん檎ごを一齧かじりしながら、そう訊たずねてきた。

　ワタシは「いや……」と嘆息混じりに応じる。

「先さき程ほども言ったが、完全にワタシの負けだ。勇者殺害という主目的を達成出来なかったどころか、仲間の一人も消せなかったのだぞ？　これを負けと言わずして、なんと言う」

「そうかなぁ？　まあとにかくさ、隣となりに座りなよ、ゲイン。ほら、月が綺き麗れいだよ」

「いや、立ったままでいい。今のワタシに座る資格など、ない」

「……あそ」

　つまらなそうに応じるヨル。

　あれから数時間。近場の魔物を《捕ほ食しよく》し、完全回復したワタシは、しかしこのまま勇者の追つい跡せきを再開したところで、最早近くの街……確か《ナルス》とかいう街への到着までには間に合わないだろうなと判断し、一いつ旦たん報告をなすため、ヨルと合流した。

　この、彼と最初に出で逢あった、山頂の岩場で。

　片かた膝ひざを立て、もう片方の足をプラプラと遊ばせながら大岩に腰こし掛かけたヨルは、いつまで経たっても座らないワタシに、痺しびれを切らした様に頭を搔く。

「……ああ、もう！　やり辛づらいなぁ！　ボクだけ座ってたら、なんか偉えらそうでしょ！」

「事実、ヨルはワタシより偉い」

「偉くないよ！　前からやめてって言ってるでしょ、そういう上下関係みたいなの勝手に作るの！　なんで魔人の皆は、誰だれ一人ひとりとして分かってくれないかなぁ。……一時期なんて、皆でボクのこと《神》とか呼び始めたし。ああいうの、ホント勘かん弁べんして欲しいんだけど」

「ヨルが駄だ々だを捏こねるから、今は、そう呼ぶのをやめたではないか」

「言っとくけど、あの後に君らが勝手につけた今の名めい称しようだって、ぼく、積極的に認めてはいないからね!?　神よりはまだマシってだけで！」

　酷く心外そうに叫ぶヨル。彼はこほんと咳せき払ばらいすると、「とにかくさ」と話題を元に戻もどした。

「ボクに、ゲインを責める気持ちなんて一いつ切さいないよ。というか、ゲインは良くやったとさえ思っている」

「ヨル。それは流石さすがに無理が……」

「ないよ。だってさ、ゲインは……」

　そう言ってヨルは、ワタシに、満面の笑えみを浮うかべる。




「こうして無事、ボクの所に戻って来てくれたじゃないか」




「ヨル……」

　──なんだ、これは。彼の笑顔を見た途と端たん……ワタシの胸には、勇者一行と戦った時とはまた別種の、えもいわれぬ充じゆう足そく感が満ちあふれた。……実に不可解だ。

　ワタシは黙だまってヨルの隣に腰掛ける。ヨルは、もう一度ニコッと微笑ほほえむと……しかし、すぐに釘くぎを刺さしてきた。

「ま、話を聞く限り、キミ──命の危機たる場面でも、喜んで戦ってたみたいだけど」

「ぐ……」

　返す言葉もない。ワタシの気まずそうな顔に、ヨルはカラカラと笑った。

　暫しばらくの間、黙ってヨルと共に月を見上げる。……つい先刻まで命を賭とした死し闘とうに愉ゆ悦えつを覚えていたというのに、気がつけばワタシは、この穏おだやかな時間をも貴重なものと考えている。……まったく、いつからワタシはこんなにも不安定な存在に成り下がったのか。そして、そんな自分を嫌いやだとも思わないあたり、ワタシは最も早はや末期かもしれない。
















　ヨルが、ぽつりと訊ねてきた。

「勇者は、どうだった？」

　正直、具体的に何を問われているのかは分からなかった。しかし、ワタシはそれでも、思ったままを答える。

「ヨルに似ている、と感じたな。……実に興味深い存在だ。その潜せん在ざい能力もまたあまりに未知数で、そういった意味では、女騎き士しよりも再会が楽しみかもしれぬ」

「そう。……ゲインがそこまで言うなら……ボクも、一度会ってみてもいいかもね」

「ああ……ふむ。確かにそれは、実に、面白そうだな」

　ヨルとミカミの邂かい逅こう。……敵との接せつ触しよくだというのに、そこにどんなやりとりがかわされるのか、ワタシは興味を禁じ得なかった。

　──と、ふと、ワタシは一つ気に掛かっていたことを思い出し、ヨルに訊ねた。

「ところで、例の〈しるべ〉は……結局、一体どういう経路からの情報だったのだ？」

「ん？　ああ、あれね。うーん……」

　ヨルはそこで、珍めずらしく口を濁にごす。正直、ワタシも殆ほとんど真実の予想はついているのだが、それでも確認せずにはいられなかった。

　しかしあまり追つい及きゆうしすぎても仕方ないため、ワタシは、少しだけ話題を逸そらす。

「しかし、また特とく殊しゆな〈しるべ〉を用いたものだな。まさか……」

　そこで一いつ拍ぱくおき、ワタシは、嘆たん息そくと共に述べる。




「まさか、複数の《強きよう烈れつな匂におい》を、勇者一行の〈しるべ〉として追わされるとはな」




　ワタシの言葉に、ヨルはくつくつと笑う。

「実にゲイン向きで、良かったじゃない」

「だから、ワタシを犬扱あつかいするのはやめろと言っている。その〈しるべ〉にしても、最初の果か汁じゆうはまだしも、後は肉にく汁じゆう臭しゆうだの、ガスだの、酷ひどい匂いばかり追わせおって……」

「ははは、ごめんごめん」

「まあ、嗅きゆう覚かくの鋭するどいワタシ用に特化した〈しるべ〉であったことは認めるが……」

　そこまで愚ぐ痴ちるように呟つぶやいてから、今一度、ヨルに訊ねてみる。

「しかしアレは、実際どういうカラクリなのだ？　ワタシなりの推論では──」

「一つだけ言えることはさ」

　ワタシの言葉を遮さえぎる様に、ヨルが告げてくる。




「ボクは、言葉通り《全すべての魔物》と友達でありたいと、思っているんだ」




「…………」

　ニコリと微笑みながらそんなことを言うヨルに、ワタシもまた笑みを返す。

「ふ、やはりヨルには、ワタシ達魔ま人じんがつけた、例の呼こ称しようがぴったりではないか」

「う……それは……」

　痛いところを突つかれた、と言わんばかりに胸を押さえるヨルに。

　ワタシは、少々おどけるように恭うやうやしく頭を下げながら……あえて、最大限に畏かしこまった口調で、久々に使うその名を、呼んだのであった。




「この世に住まう全ての魔物を統すべる者────《魔ま王おう》ヨルよ」







　ミカミ・トオル




「やっと……街道に、出られた……！」

　大人二人を背負ったままで森を抜ぬけ、続く草原を駆かけ続けること、約一時間。

　いかな勇者の体力であろうと、流石に尽つきかけ、息も切れ切れになっていたその時……ようやく、ぼくらは《ナルス》に続くと見られる街道まで辿たどり着いた。

　へろへろと道の上に出たぼくを、ファルディオの肩かたから降りてきたルウが労ねぎらう。

「よく頑がん張ばりましたぞっ、ご主人！　ここまで来れば、そこそこ人通りもありましょう！　あとは、通り掛かった馬車なり人なりに、助けて頂きましょうぞ！」

「うん……そう、だ、ね……」

　とりあえず背後を確かく認にんし、ゲインが追ってくる気配が全くないのを入念に確認した後……道に、師し匠しようとファルディオを降ろす。二人とも、流石にぼくの走行震しん動どうにやられたらしく、ぐったりと気絶してしまっていた。

　大人二人を降ろし終えたぼくもまた、大の字になってその場に寝ね転ころんだ。……やばい、意識失いそうだ。ただでさえ胸刺さされてるのに、その上馬ば鹿かみたいな死闘演じた挙句……この逃とう避ひ行こう。まだ体を保てているのが、奇き跡せきに思える。

　気付くと、ルウが心配そうにぼくを覗のぞき込んできていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ、ルウ。それよりも……誰か、通り掛かる様子はない？」

「む、そうですなぁ……」

　ルウはぼくから離はなれ、高所恐きよう怖ふ症しようが顔を覗かせない最大限まで上じよう昇しようすると、キョロキョロと辺りを見回した。しばらくそうした後……彼は突とつ然ぜん、「あっ！」と叫さけぶ。正直眠ねむりかけていたぼくが、慌あわてて上半身を起き上がらせると……ルウの指差す方向に、なにやらかなり大きめの馬車らしきものが走ってくるのが見えた。

「あれは、ここを通過して《ナルス》方面に向かう馬車ですな！　やりましたぞ！」

「うん！」

　ぼくとルウは希望が繫つながったことに笑い合う。……そういえばこの世界に来てすぐの頃ころにも、こんなことがあったっけ。あの時やってきたのは、結局助けどころか、モンスターに追われた自じ称しよう大魔導師だったけれど……。

「…………」「…………」

　ルウと顔を見合わせ、ごくりと息を吞んで、馬車の進行を待つ。

　しばらくすると、御ぎよ者しやのおじさんが、道の真ん中で寝転ぶぼくらに気付いてギョッと目を見開き、馬車を止め、馬の上から声をかけてきた。

「お、お前さん達！　一体、どうしたんだい!?　大丈夫か!?」

『…………い、意外と普ふ通つうに助けだったぁ！』

「？　なに？　一体何を……」

　なんか、普段のぼくらの旅の流れ的に、すっかり「天てん丼どん」的なオチ……助けとはとても呼びがたい何かが来るのを警けい戒かいしていた身としては、いっそ拍ひよう子し抜ぬけする程ほどに、普通の助けだった。

　ぼくは魔人や勇者のことを伏ふせつつも、御者のおじさんに怪け我が人だらけの現状を伝える。すると、後部の客車に乗っていた数人も降りてきて、慌ててぼくらの救助に手をかしてくれ始めた。うぅ、この世界の人達は、皆みんなホントに優やさしいなぁ……！

　ぼくがいたく感動し、師匠やファルディオが客車に運び込まれる中……突然、予想外の声がぼくの耳に飛び込んでくる。

「え、ちょ、ウソ……！　と、トオルさん!?」

「え……」

　酷く聞き覚えのある声が聞こえてきた方に、ぼくとルウが慌てて視線を向けると、そこには……。

「サクヤ!?」「サクヤ殿どの!?」

　ヴェリール村で長いこと世話になった宿屋の娘むすめさんで、ルザルでも期せずして再会した同年代の女の子──サクヤ・ルーンその人が、慌てて客車から飛び出してきていた。

　彼女はぼくらに駆け寄ると、動どう揺ようした様子で目を白黒させる。

「い、一体どうして……！　いえ、そ、そんなことより、セシリアさんとファルディオさんのあの怪我は……！　それに、トオルさんも顔色が──」

　矢や継つぎ早にぼくへ質問を繰くり出すサクヤに、ルウが間に入る様にして声をあげた。

「質問は後ですぞサクヤ殿！　まずは、早くセシリア殿とファルディオを治ち療りよう出来る場所へ移動させなければ！」

「！　そうですね！　すいません、ではトオルさんとルウちゃんも、早く中へ！」

　サクヤに促うながされ、ぼくらはかなり広めの客車の中に足を踏ふみ入れる。見れば、既すでに師匠とファルディオは寝ねかされ、他ほかのお客さん達によって介かい抱ほうが始められていた。

「では出しますよ！」

　外で御者のおじさんが叫び、サクヤが扉とびらを閉めると同時に……猛もう烈れつな勢いで馬車は、《ナルス》への道をひた走り始めたのだった。




「なるほど、そんなことが……」

　他のお客さんには多少テキトーに誤ご魔ま化かしながらも、サクヤにだけは詳くわしい事情をかいつまんで説明する。

　師匠とファルディオに関しては、他のお客さん達が応急処置を施ほどこしてくれたものの、まだまだ予断を許さない状じよう況きようではあるらしかった。特に師匠の失血が酷いらしい。

　心配げに彼ら二人を見守るぼくらに、サクヤが、気を紛まぎらわせる様に告げてくれる。

「でも、丁度私達の馬車が通り掛かかって、良かったです。魔法動力併へい用ようの大型車だったのも幸運でした」

「うん、ホントにね。……ところで、サクヤはなんでこの馬車に？」

「え、あー、私はその、トオルさん達が次に《ナルス》に行きそうだから──と、とかじゃ全然なくて！」

「？」

　サクヤはなぜか、頰ほおを染めてあせあせと手を振ふる。

「そ、そのですね！　実際、私今ちょっと研修の旅をさせて貰もらっていまして！　というのも、最近、またゴムックス需じゆ要ようが高まり始めてですね」

「へー、良かったね！」

「はい！　で、あの、当然うちのお客さんも増えまして。で、ひいては宿の規模を拡大しようという話になっているのですが……折角やるなら、ここは一念発ほつ起き、村の観光名所の一つに数えられる様な宿にしたいということで……」

「成程、サクヤ殿が、他のお宿を見聞する役目を仰おおせつかったということですな」

「はい、そうです！…………私から両親に無理言ったとこもありますけど……未来のお婿むこさん候補話まで持ち出して……」

「？　なぁに？」

「い、いいえぇ、なんでも！」

　サクヤは暑くもないのに手でパタパタと顔を扇あおぎながら、なぜか露ろ骨こつに話題を逸そらしてきた。

「で、でで、でも、本当に良かったですね！　この状況で訪おとずれる街が《ナルス》だなんて……女め神がみ様の加護の賜たま物ものとしか、思えませんよ！」

「？　なに？　どういうこと？」

　意味が分からず首を傾かしげる。ルウもまたよく分からない様子だ。そんなぼくらの反応に、サクヤはキョトンとした。

「え？　トオルさん達、知らなかったんですか？　《ナルス》が、どんな街か」

「どんな街って……ええと、大きな街だってことぐらいしか……」

　そういえば、一つ手前の《決断の洞どう窟くつ》が興味深すぎたせいか、《ナルス》について改めてちゃんと訊たずねたことなかったかもしれない。

　ぼくらがぼんやりしていると、サクヤは、笑え顔がおで説明を始めた。

「《ナルス》は、大陸中から各種医い療りようのエキスパートが集まっていて、新薬や新医療魔法研究の盛さかんな街なのですよ」

「え……!?　そ、それって、つまり……！」「なんと！」

　思わずがたっと前のめりになるぼくらに。サクヤは、「ええ！」と心底明るい声で、告げてくる。




「《先せん端たん医療技術開発特区・ナルス》。それが、これから向かう街の正式名めい称しようです」




「……！」

　ぼくとルウは、思わず目を見合わせ、大歓かん喜きする。や、やった！　確かに、なんて巡めぐり合わせ！　これなら……これなら、師匠とファルディオは！

　──と、完全に気を抜いてはしゃいだ途と端たん、ぐらりと、再び目眩めまいが襲おそってきた。

「！　トオルさん！」

　倒たおれかけたぼくを、慌ててサクヤが支えてくれる。ぼくは、彼女に体重を預けきったままで、ぼんやりと答えた。

「ご……めん、サクヤ。心配しない……で。凄すごく……眠い……だけ……」

　ぼくの言葉に、サクヤがほっと胸を撫なで下ろす。彼女はそのままぼくの頭を自分の膝ひざへと導くと、少し頰を染めながらも、物もの凄すごく暖かな表情で……ぼくの頭を、撫でてくれた。

「《ナルス》に到とう着ちやくするまで、どうぞ安心して眠って下さい。お二人のことは、ちゃんと私達が診みてますから。ね、ルウちゃん？」

「お任せあれですぞ！」

　ルウが小さな胸（お腹なか？）をぽんと叩たたく。ぼくはそれに心底安あん堵どしながら、ゆっくりと目を瞑つぶった。

　やがて意識にも緞どん帳ちようが降り始めた最中、ぼくはふと、ゲインの、最後の助言を思い出す。




「…………身内を信じすぎないことだ、トオル・ミカミよ…………」




　頭の中を、彼の言葉が駆かけ巡る。結局、意味は全く分からなかったな。

　だけど……。

「（身内って……仲間のこと……？　ルウ、ファルディオ、師し匠しよう……）」
















　皆の顔を、ぼんやりと回想する。そして……。

「（うん……やっぱり、気にすること、ない……だって……皆は……大事な……）」

　そこまで考えたところで、ぼくの意識は、ふっと闇やみに落ちていったのだった。

　…………。




　そう遠くない未来。

　彼の言葉に隠かくされた真の意味を、ぼくが理解する頃。




　全てはもう、どうしようもなく手て遅おくれになっているだなんて──夢にも思わずに。




　その時のぼくは、ただただ……安らかな眠りに、包まれていたんだ。








エピローグ









　ＩＣＵからナースコールの呼び出しを受けた新人看護師の姫ひめ野のは、慌あわてて先せん輩ぱい看護師の田た沼ぬまと当直医師を呼んだ。

　手早く準備を済ませて、三人でナースセンターを後にする。

　人ひと気けのない廊ろう下かを、医師を先頭にカツカツと早足で歩く。そんな中、田沼が突とつ然ぜん姫野の肩かたを強めに摑つかんだ。

　歩きながらも顔だけ振り返らせる姫野に、田沼が厳しい表情で訊ねる。

「ちょっと姫野、アンタどうしたのよ。なんかおかしいわよ？」

「え？　あ、ああ、すいません、先輩」

　姫野はハッとして謝罪した。が、それでもまだ彼女の表情は冴さえない。

　田沼はそんな彼女を諫いさめる様に続ける。

「ねぇ、姫野。あの兄弟の境きよう遇ぐうに同情しているとこ悪いけど、それはそれ、これはこれよ。今は余計なことを考えないで、仕事に集中しなさい。ヒロキ君の意識が戻もどりそうだって、ＩＣＵに居たお父様から連れん絡らく来たんでしょ？」

「え、ええ、はい、それは、そうなんですが……」

「だったら、シャキッとしなさい！　ここが正念場よ！」

「はい……そう……ですよね」

　そう応じながらも、なぜだかどこか煮にえ切らない態度の姫野。

　田沼が溜ため息いきをついていると、姫野は前を向いて歩きながらも、ぽつりぽつりと、独り言の様に漏もらし始めた。

「あの、お父さんが、ヒロキ君が何か喋しやべったのを聞いた、という話なんですけど……」

「？　だからこうして、意識レベル確かく認にんのために急いでいるんでしょ？　ちょっと、ホントしっかりしてよ──」

「あの、でも、その、喋った言葉というのがですね。どうも普ふ段だん大人びたヒロキ君らしくないと言いますか。いや、子供らしくて可愛かわいい気も、するには、するんですが」

「なによ？　家族の名前でも呼んだ？　それか、好きな子の名前とか……」

「あー、いえ、そういうのでもなくてですね。ええと、その、この状況的に酷ひどく不ふ吉きつといいますか。そうそう、ほら、確かシューベルトの曲にそんなのが──」

「さっきからなにをごちゃごちゃ！　ほらＩＣＵ着くわよ！　気を引き締しめなさい！」

「すいません！　で、でも……」

　呆あきれた田沼が姫野を無視し、先頭を行く医師がＩＣＵの扉とびらに手をかける中。

　姫野はぽつりと……田沼にも聞こえない程ほどの小声で、誰だれにともなく、呟つぶやいたのだった。




「……《魔ま王おう》がどうとかって、言っていたらしいんですよね……」








あとがき









　どうも、三みつ日か坊ぼう主ずさんは根性ある方だという基準の人間、葵あおいせきなです。

　何かの決意が長続きしたためしがないです。飽あき性しようです。「やりたいことだけやって、生きていきたい！」という、アメリカの大味なチョコレートより甘い感性で過ごしてまいりました。

　そんな私ですので、今回のあとがき「九ページ」が非常にだるくて仕方ありません。物語序じよ盤ばんで、天てん竺じくやイスカンダルまでの距きよ離りを聞いた人達と大体同じ感想です。

　……だというのに、そこの、前シリーズからお付き合い頂いている読者さん。貴方あなた今「九ページ」の表記を見た瞬しゆん間かん、「あ、短い」と思ったでしょう？

　おかしいですから！　その感性、ズレてますから！

　二桁けたいかなきゃネタにならねーなみたいな基準、駄だ目めですって！　実際、あとがきの辛つらさって「累るい積せき」するんです！　前やったあとがきのネタがもう使えないってこと考えると、もう今の私、二～三ページ書くだけでしんどいですからね!?　っていうか、この「ぼくのゆうしゃ」シリーズから入ってくれた方は、「九ページ」の表記で「長いなぁ」という感想抱いだいてますからね！　だから、皆みなさん。私と一いつ緒しよに、感覚を矯きよう正せいしてきましょう！




　……さて、それにしても九ページ。駆かけ足あしでトオル君の冒ぼう険けん描えがけば、二つ三つイベント消化出来るページ数ですよ。下手したら強敵の一体ぐらいは倒たおせているかもですよ。

　だけど私のこの数か月にあった「強敵戦せん闘とうエピソード」なんか、精々、「まさかドスゲネ○ス相手に三乙おつするとはね……」ぐらいしかないですよ。そんな私の妄ぼう言げん珍言で、あと七ページも商業誌を埋うめるって、一体これは誰だれのための何なのでしょうか。この本が何かの弾はずみで異世界に転送されて、その世界の言語学者さん達が内容を解き明かした際に、しかしこの「あとがき」部分が無む駄だにネックになるレベルですよ。「ここだけ、存在の意図が分からない」と。

　まあ本編の方に関しても、変に虫食いで読み解かれたら、「この本のあった世界では、こんなものを好んで食べているのか……ごくり……」となってしまいそうですが（本編中ちゆう盤ばんの食事エピソード参照）。

　……うん、だから、私は何でこう妄言ばかり膨ふくらませるのか。

　たまには、もっと一いつ般ぱん的な日常報告みたいなものを出来ないものなのか。

　あ、そうだ、「リアル脱だつ出しゆつゲーム」に参加してきましたよ。男女含ふくむ十人程のグループでわいわいと！　なんてリア充じゆう臭くさいイベント！　葵せきなに、そんなに友達が居たなんて！　これは凄すごい！




　…………まあ、富士見書しよ房ぼうの編集さん達に混ぜて頂いて、ですけどね。




　……そ、そんな目で見ないで！　そんな……そんな、「うわー、編集さん達がプライベートで楽しんでいるところに一人作家が混じって気き遣づかわせるなんて、マジ空気読めてねー」みたいな目で見ないでぇ！

　いやまあ実際そうなんですけどね。さ、誘さそわれたんだもの！　興味あったんだもの！　丁度打ち合わせ的なこととかとぶつかったんだもの！　いいじゃない！

　さてさて、ドラマや漫まん画がの場合、こういう謎なぞ解とき系のイベントに、肩かた書がきが「作家」の登場人物が参加してたら、そいつはかなりの切れ者と見て間ま違ちがいないでしょう？　しかも私の場合、ひきこもり作家。最早、安あん楽らく椅い子す探たん偵てい的キャラがつくのは必定です。

　当然私は、「ひきこもり作家」キャラとして、自分にぴったりの役目をしっかりと果たしてきましたよ！　ええ！




　汗あせ水みず垂らして部屋の中の情報をただ集めて回るという、モブキャラの役目をね！




　……考えるのって、大変だよね。そういうのは、頭使うタイプの職業についている人のやることですよね。え？　私？　私はほら、妄言書くだけの人だから。そりゃ頭脳系の物語において果たす役割は、そんなもんですよね。

　実は私、これ以降にも、今度は他の三人程度とかで出来る謎解きにも挑ちよう戦せんしたり、アプリの脱出ゲームとかもやっていますが、まあ、基本一般平均にかなり劣おとる部分で詰つまりますよね。きっと、考える力が少ないんでしょうね。どうりで、あとがきも書けないわけだ、あっはっは。

　…………はぁ。

　そんなわけで、作家への敬けい称しようが「先生」なのはいいのですが、私に関してはもう、「先生」と呼ばないで頂きたい、という話でした。

　しかしホント、皆さん頭いいですよね。自分で自分を多少は賢かしこい方だとか思っていると、結構バッキバキに心折られます、ああいう謎解き系のものって。知識が必要なわけじゃないのが、余計に。

　この経験を、ぼくのゆうしゃに活いかし──たいところですが、あの四人が真ま面じ目めに謎解きしているとことか似合わないにも程がありますから、無さそうです。

　とはいえ、私だって、ミステリー読みのはしくれ。そりゃ、ミステリー作品の一つぐらい書きたい願望はあるのですよ！

「そう、それこそがこのトリックを解き明かす上での、最大のポイントなのです」

「うそっ!?　まさか、ひじきにそんな効能があっただなんて……！」

　とかって台詞せりふが出てくる作品を、書きたいものです。

　それどころか、登場人物達の言葉を借りて、口々に探たん偵ていの能力や「ぼくの考えた、ものしゅごいトリック」を賞賛させたかったり。具体的には、

「まさかあの時から疑われていたなんて……。やれやれ、私の最大のミスは、やはり貴方という人に出で逢あってしまったことだったようですね、『あとがき探偵』さん」

　とか。

「まさか、あのあとがきが、《アライグマ連続ドラム型洗せん濯たつ機き購こう入にゆう事件》の全ての元げん凶きようだったなんて……未だに信じられません。あまりに目から鱗うろこのトリックすぎて……」

　とか言わせたいです。ちなみに今便べん宜ぎ的に「あとがき探偵」とか言いましたが、実際そんな題材で書くのはまっぴらごめんですね！　なんで本編まであとがきをネタにしなきゃならないのでしょう！　馬ば鹿か馬ば鹿かしい！（自分で妄もう想そうしたクセに全力抗こう議ぎ）




　……さて、そろそろ妄言パート抜ぬけて、作品語りとかしていいでしょうか？　いや、そもそも誰も妄言書けとか言ってなかった気がしますが。




　では、改めまして、「ぼくのゆうしゃ」三巻の話をば。

　あ、ネタバレって程のことは当然しませんが、本当に何一つ前情報無く読みたい方は、ここから先はまた本編読み終わってからがいいかもです。

　さて既すでに読まれた方はご存知の通り、今巻は色んな意味で今までと毛色が違ちがう物語となっております。連作短編形式（とはいえ一つの長編でもあります）だったり、街単位の話ではなく「道中」に焦しよう点てんが当たってたり。

　特に後者に関しては、元々このシリーズで最も描えがきたかったことの一つでして。いや、そう言うと大おお袈げ裟さですが、私の「ぼくのゆうしゃ」に対する漠ばく然ぜんとした脳内イメージというか、勝手なキービジュアル的なものは、四人で楽しく青空の下を旅しているイメージなので、そういう場面をちゃんと書きたいなぁと。

　だけど毎回どこかの街を舞ぶ台たいにした長編だけでは少ししかそれが出来ないため、こうして「道中」の話で一冊丸々構成させて貰もらいました。今巻で「楽しい、ゆるゆるした旅」のイメージが伝わってくれていたら幸いです。……え？　後半の展開？　さ、さあ、何の話だか。色んな意味で、賑にぎやかな旅してたでしょ。まったく。




　次巻の予告ですが、再び大きな街を舞台にした物語になります。ただ、まあもうシリーズ読者さんは慣れっ子だと思いますが、ヴェリール村やルザルとはまた違ったテイストの物語になると思いますので、期待して頂けたら幸いです。刊行予定時期は決まっていないのですが、恐おそらくはそう遅おそくならないと……思います。多分。




　しかしこの作品、当然大まかなシリーズの流れは考えてあるのですが、実際書き出すとイレギュラーなことだらけで大変です。少なくとも二巻とかこの三巻の話、過去の私に読ませたら普ふ通つうに「へー、そんなことになるんだ『ぼくのゆうしゃ』！」とか言うと思います。……前作は生徒会を舞台にしていただけに、一応、卒業とか分かりやすい落としどころがあったので、ここまでじゃなかったのですが。「ぼくのゆうしゃ」はホント……。

　あ、でも勿もち論ろん、ちゃんと物語として破は綻たんしたりはないよう最後まで全力でやらせて頂きますので、そこはご安心を！

　ただ、次の巻で急に異能力バトル始まったり、トオルが曲がり角で食パン銜くわえた美少女にぶつかったり、突とつ然ぜんルウの口調が「～でおじゃる」に変わってたりしたら、その限りではないと思って下さい。葵せきな、確実に迷走を始めております。シリーズに何かが起きました。もしくは、私が壊こわれました。きっと、あとがきストレスとかで。

　とはいえ、「ぼくのゆうしゃ」、結構なんでもありなんで分からないですけどね。前述した要素を全部含んで四巻始まっても、読者さんは案外、「ああ、いつもの『ぼくのゆうしゃ』のノリだ」と思いそうな気がします。……変な作品だ。




　では、今回も謝辞を。

　まずは相変わらず妙みような要求が多いにもかかわらず、毎回素晴らしいイラストをつけてくださるＮｉｎｏさん。今巻でもぬるっと新キャラ出したり、後半に非常にアレな構図の場面を設もうけてしまっていたりと、色々申し訳御ご座ざいませんでした。しかし毎回本編を書き終わり、ぼんやりと呆ほうけているところに表紙イラストのラフ等を頂くと、心の底から活力を貰い、「さて次の巻書くか！」となります。色んな意味でシリーズを支えて頂き、本当にありがとうございます。三巻のイラストも、素晴らしすぎでした！

　次に担当さん。リアル脱出ゲームでは完全に頭脳部分を担っていたこともあり、色んな意味での「担当さん」ぶり、お疲つかれ様さまでした。三巻では当初の漠然とした私の口頭内容説明と実際上がった本編の差異から、「え、この○○って、つまり○○ってことで、良かったんでしたっけ？」と期せずして妙な「担当さん専用叙じよ述じゆつトリック」みたいなのに引っかけてしまい、申し訳ありませんでした。今後も予定外だらけの原げん稿こう上がって来ると思いますが、よろしくお願いします！　四巻でルウの口調が「おじゃる」になってたら、直して、呼び出して、説教してやって下さい。

　そして、今回もトオル君の冒ぼう険けん譚たんや私の妄言にお付き合い頂いた読者様。

　基本駄だ目め人間すぎる作家ですが、私生活がアレでも、最後のプライドとして物語に対してだけは真しん摯しでいようとは思っていますので、何なに卒とぞ、今後も優しくトオル君達を見守って頂けると幸いです。あ、私のことはボロクソでも大だい丈じよう夫ぶです。




　ではではっ、そう遠くない未来に、四巻で再会出来ることを信じて！









※本書は書き下ろしですが、第二章の一部につきましてはドラゴンマガジン二〇一三年一一月号に掲けい載さいされたものに加筆修正をしております。












葵せきな

●あおいせきな



小学生の頃の自分とか思い出すと、そのお馬鹿さ加減に呆れたりするのですが、実際基本的な性格は案外変わってないのかもなと思います。

引っ込み思案で、人見知りで、漫画やアニメやゲームが好き、とか。

勿論色々学んではいくのですが、核の所ってそう変わらないんだなと、つくづく。まったく、引きこもってのパソコンいじりは最高だぜ！




……むしろ無邪気さが無くなった分劣化しているんじゃという意見に関しては、耳を貸さない方向でいきます。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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